
〔病態制御学講座〕 

（1）解剖学分野 

1．研究の概要 
（1）APC 蛋白質の多彩な機能の解析 

Adenomatous polyposis coli(APC)蛋白質は大腸癌抑制遺伝子として知られ，細胞増殖シグナルを伝え

る Wnt シグナル系を負に制御することで，癌化を抑制する。APC は消化管以外でも広く発現しており，

特に脳での発現が顕著である。私たちは，APC がシナプスに濃縮していることを見出し，それを契機に

APC がシナプス足場蛋白質 PSD-95 を介して，グルタミン酸受容体の 1 つである AMPA 受容体の後シナ

プス膜へのクラスタリングに重要であることを明らかにした。ついで，1639 アミノ酸以降の C 末端側が

欠損した変異 APC 蛋白質を発現するマウスである APC1638T ノックインマウスの多角的な解析を行い，

発育障害，統合失調症様行動異常，歩行異常，消化管の形態異常，甲状腺ホルモン分泌異常など，多くの

異常を明らかにした。APC1638T マウスにおけるこれらの異常の原因を追及することで，APC の多彩な

機能の解析を進めている。 
（2）新規人体解剖実習プロトコールの開発 

人体解剖実習は医学教育における必須の実習であるが，急速な医学の進歩に伴う医学部カリキュラムの

過密化に伴い，実習時間数は年々減少している。しかし，現在国内各医科系大学で使用されている人体解

剖実習の“プロトコール”は，実習時間数が豊富にあった時代に考案されたものであり，現状には合って

いない。つまり，従来の“プロトコール”では剖出作業が詳細すぎるために時間がかかり，現行の実習カ

リキュラム内では消化しきれない状態になっている。このような現状にかんがみ，現代の医学教育カリキ

ュラムに適合した“新規解剖実習プロトコール”の開発を，学生たちの協力を得ながら進めている。 
（3）骨組織の機能解析 

骨組織を構成する骨芽細胞，破骨細胞，骨細胞などの分化・活性化に関与するホルモン，転写因子など

の重要性が明らかにされつつある。しかし，骨代謝の全貌は未だに明らかになっていない。骨粗鬆症をは

じめとする代謝性骨疾患の発症機序，評価法並びにその予防と治療に関する基礎研究を取り組んでいる。

また，脂肪組織‐中枢神経系‐骨組織‐膵臓等という多臓器間クロストークの存在が明らかになり，骨組

織を中心とした多臓器間ネットワークによる糖・脂質代謝の制御機構の解明を進めている。 
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10．報告書 
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1） 早川大輔：「(公社)東洋療法学校協会 第 36 回教員研修会」模擬授業でより良い教授法を模索 ガイド

ラインまとめ解剖実習認可要望を：鍼灸柔整新聞(2012 年 8 月 25 日)  
2） 千田隆夫：「研究室から 大学はいま」からだ作り、指令系統解明へ：岐阜新聞(2012 年 11 月 27 日) 
3） 東 華岳：「Biting strength」Chewing may help to reduce bone loss caused by stress and aging: 

THE WALL STREET JOURNAL(2014 年 4 月 28 日) 

12．自己評価 
評価 

もともと解剖学は教育負担の大きい分野であり，少ない教員でこの教育負担をこなしていくことは相

当な労力を必要とする。最近のホルマリン暴露に対する規制が厳しくなったことに対応するために，大

学や同窓会の協力を得て，解剖実習室の環境を一新できたことは高く評価できる。研究活動については，
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教員ひとりひとりの価値観と興味の対象に差がありすぎるため，必ずしも効果的には進められていない。

最低限必要な研究費を自力で獲得できる能力は評価できる。 
 
現状の問題点及びその対応策 

平成 23 年 8 月に千田が教授として着任してから 3 年半が経過した。この間に 3 名の大学院生 (2 人は

社会人大学院生) と 1 名の研究生が入室し，マンパワーは多少向上した。一方，教員 3 名がいずれも 50
歳代半ばであり，分野の持続的な発展が不安視される。人事の固定は惰性と倦怠を生むだけである。新

しい環境に移ってそこに適用すれば，自身の未知の能力に気づく。勇気を持って，一歩踏み出して欲し

い。研究室の設備・機器は，現代の医学研究遂行には甚だ不十分である。今後，形態学を基盤としたダ

イナミックな研究の展開をめざし，ライブイメージング，細胞培養，基本的な分子生物学・生化学テク

ニックの導入を急ぎたい。 
 

今後の展望 
教育においては，学生の知的好奇心を刺激する明快でインパクトのあるテュトーリアル，講義，実習

を実践していきたい。学部学生が教室に来やすいアットホームな雰囲気を作り，将来的な人材確保を目

指したい。遺伝子・分子を扱いながらも，常に個体レベルの構造と機能を追究する研究を進めていく。

臨床医やコメディカルスタッフの臨床現場からの研究の要請に答えるために，肉眼解剖学，各科臨床医

学，画像診断学等の総合的な知識と理解のブラッシュアップを常に心がけたい。 
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（2）分子病態学分野 

1．研究の概要 
1）抗体記憶の形成維持機構の解明 

免疫記憶は，特異性免疫の最も重要な特徴であり，その人工的付与であるワクチン療法は感染症対策，

さらには抗腫瘍免疫療法として期待されている。また，近年ヒト型抗体医薬による B リンパ球除去療法

の SLE，慢性関節リューマチ，多発性硬化症等自己免疫疾患での有効例が示唆する様に，ある種の自己

免疫病の病態にはスイッチ型の自己抗体産生が関わっており，慢性難治性の本態に記憶 B リンパ球の形

成が関連している可能性がある。従って免疫記憶の生成と消退の分子機構を解明する事は，医学・医療の

進歩に寄与する所大である。 
B リンパ球は末梢で抗原と出会い，T リンパ球からのヘルプを受け，胚中心を形成する。その際 B リン

パ球に Activation induced cytidine deaminase(AID)が発現し，自らの抗体遺伝子を改変し，高親和性の

スイッチ型抗体をコードした遺伝子へと作り変えてゆく。胚中心 B リンパ球のうち，一部が形質細胞に

分化，更にその一部が骨髄の微小環境で長期生存形質細胞として長期にわたる血清抗体価の維持に貢献す

る。また，別の一部は休止状態で長期生存する記憶 B リンパ球となると考えられている。その運命決定

の原理や，その長期生存の本態等，記憶 B リンパ球に関する基本的な事項は，未だ十分に明らかではな

い。我々は，抗体記憶の形成維持機構を分子レベルで進め，そこから免疫記憶制御の基礎を築く事を目指

している。 
2）AID 遺伝子 (Aicda) 発現調節の分子機構の解明 

AID は活性化 B 細胞内で起こる抗体遺伝子の改変に必須の分子だが，その変異導入の標的には抗体遺

伝子のみならずがん関連遺伝子を含む多様な遺伝子が含まれる。そのため AID は内因性の変異源として

一部の B リンパ腫の発生に関わると考えられている。また，AID の発現は，通常は活性化 B リンパ球に

特異的とされているが，感染や炎症に伴う外的刺激に反応して B リンパ球以外の細胞でも発現すること

が知られており，AID がリンパ腫に限らず広く腫瘍の発生に関わっている可能性がある。また，AID は

酵素としてメチル化シトシンを脱メチル化させる反応を触媒する活性を持っており，そのことから広く細

胞のエピジェネティックな制御にも関わることが提唱されている。そこで，我々は Aicda 遺伝子の発現調

節の分子機構を明らかにするために，遺伝子編集の技術などを用い，調節に関わる多数の転写因子群の役

割を解析している。 

2．名簿 
教授： 
助教： 

長岡 仁 
佐藤克哉 

Hitoshi Nagaoka 
Katsuya Sato 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
1） Begum N, Nagaoka H, Kobayashi M, Honjo T. Molecular Mechanisms of AID Function In: Alt FW, 

Honjo T, Radbruch A, Reth M, eds. Molecular Biology of B Cells, 2nd ed. London: Academic Press; 
2014:305-344. 

 
総説（和文） 

なし 
 

総説（欧文） 
1） Honjo T, Kobayashi M, Begum N, Kotani A, Sabouri S, Nagaoka H. The AID Dilemma: Infection, or 

Cancer? Adv Cancer Res. 2012;113:1-44.  
 

原著（和文） 
なし 
 

原著（欧文） 
1） Kawamata T, Lu J, Sato T, Tanaka M, Nagaoka H, Agata Y, Toyoshima T, Yokoyama K, Oyaizu N, 

Nakamura N, Ando K, Tojo A, Kotani A. Imatinib mesylate directly impairs class switch recombination 
through down-regulation of AID: its potential efficacy as an AID suppressor. Blood. 
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2012;119:3123-3127. IF  9.775 
2） Sato K, Handa H, Kimura M, Okano Y, Nagaoka H, Nagase T, Sugiyama T, Kitade Y, Ueda H. 

Identification of a Rho family specific guanine nucleotide exchange factor, FLJ00018, as a novel 
actin-binding protein. Cell Signal. 2012;25:41-49. IF 4.471 

3） Matsuhashi A, Ohno T, Kimura M, Hara A, Saio M, Nagano A, Kawai G, Saitou M, Takigami I, 
Yamada K, Okano Y, Shimizu K. Growth suppression and mitotic defect induced by JNJ-7706621, an 
inhibitor of cyclin-dependent kinases and aurora kinases. Curr Cancer Drug Tar. 2012;12:625-639. IF 3.582 

4） Huong le T, Kobayashi M, Nakata M, Shioi G, Miyachi H, Honjo T, Nagaoka H. In Vivo Analysis of 
Aicda Gene Regulation: A Critical Balance between Upstream Enhancers and Intronic Silencers 
Governs Appropriate Expression. PLoS One. 2013;8:e61433. IF 3.534 

5） Kimura M, Yoshioka T, Saio M, Banno Y, Nagaoka H, Okano Y. Mitotic catastrophe and cell death 
induced by depletion of centrosomal proteins. Cell Death Dis. 2013;4:e603. IF 5.177 

6） Sato K, Suzuki T, Yamaguchi Y, Kitade Y, Nagase T, Ueda H. PLEKHG2/FLJ00018, a Rho 
family-specific guanine nucleotide exchange factor, is tyrosine phosphorylated via the EphB2/cSrc 
signaling pathway. Cell Signal. 2014;26:691-696. IF 4.471 

7） Sato K, Sugiyama T, Nagase T, Kitade Y, Ueda H. Threonine 680 phosphorylation of 
FLJ00018/PLEKHG2, a Rho family-specific guanine nucleotide exchange factor, by epidermal growth 
factor receptor signaling regulates cell morphology of Neuro-2a cells. J Biol Chem. 2014;289:10045-10056. IF 4.600 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：長岡 仁；学術研究助成基金助成金挑戦的萌芽研究：Cre マウスを用いた新たな in vivo

分子機能解析法の確立；平成 23－25 年度；3,770 千円(1,430：1,170：1,170 千円) 
2） 研究代表者：長岡 仁；科学研究費補助金新学術領域研究(研究領域提案型)：B リンパ球終末分化機

構の解明；平成 23－24 年度；3,910 千円(1,700：2,210 千円) 
3） 研究代表者：木村正志；科学研究費補助金基盤研究(C)：オーロラキナーゼの細胞分裂における機能

とがんにおける異常の解明；平成 21－24 年度；3,700 千円(1,000：900：900：900 千円) 
4） 研究代表者：長岡 仁；科学研究費補助金基盤研究(C)：細胞リプログラミングへのシチジンアミナ

ーゼの関与；平成 26－28 年度；4,940 千円(1,690：1,690：1,560 千円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
長岡 仁： 
1） 日本生化学会評議員(～現在) 
2） 日本免疫学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
長岡 仁： 
1） 第 41 回日本免疫学会学術集会(平成 24 年 12 月, 神戸, シンポジウム「B cell activation」座長) 
2） 第42回日本免疫学会学術集会(平成25年12月, 幕張, ワークショップ「B cell activation and regulation」

座長) 
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8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

主要テーマの免疫記憶形成の分子機構に加えて，従来からの継続的に取り組みつつあった Aicda 制御

の分子機構に関して，ここ数年用いられるようになってきた新技術である遺伝子編集法を導入し，効率

的に結果を得ることができるようになった。技術的には必要があれば常に最新のものを導入し活発に研

究活動を進めて成果をあげつつある。また，教育面においても，講義資料のインターネット上での閲覧

環境を整え，実習手順の予習用動画を作成するなど，環境変化に対応した方策を取り，教育効果の向上

を図っている。 
 

現状の問題点及びその対応策 
本年度より佐藤助教が着任したが，入れ替わるように木村併任講師が異動により分野を離れたため，

人数としては変動していない。本来の体制より人員不足であり，スタッフの努力で補おうとしている。

欠員を補うためスタッフの選考を進める必要があるが，一分野の問題にとどまらない問題であると理解

しており，単純ではない。対応策として優秀な大学院生の獲得が必要である。学生研究員制度などを利

用し学部学生に研究に参加してもらい，研究思考の学生を育てるとともに実際に研究活動への有形無形

の貢献を得ている。 
 

今後の展望 
分子免疫学研究の立ち上げからコンスタントに新たな知見を発信できる体制を構築し，基礎系・臨床

系各分野との連携で岐阜大学発のユニークな研究を作り上げて行く。研究志向を持つ学生の掘り起こし

と，その育成を通じて若い医師・研究者が身を投じてみたいと思わせるような環境を作り上げ，最終的

には岐阜大学から次世代を担う研究者を育てる事が最終目標である。そのための展望としては常に最新

の研究法を取り入れ，野心的な学生を積極的に引き込んだ形で研究体制を構築し，その一層の充実を図

ることで，目標に近づいて行きたい。 
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（3）循環病態学分野 

1．研究の概要 
1. 再生医学・再生医療 
1） G-CSF (顆粒球コロニー刺激因子) を用いた狭心症, 心筋梗塞・心不全・閉塞性動脈硬化症に対する再

生療法 
2） Erythropoietin を用いた心筋梗塞・心不全・閉塞性動脈硬化症, に対する再生療法の開発 
3） 抗がん剤, 5-FU 等を用いた心筋梗塞後の再生療法の開発 
4） Gelatin hydrogel sheet あるいは粒子の Drug Delivery System を用いた G-CSF と erythropoietin に

よる心筋梗塞・心不全・閉塞性動脈硬化症に対する心臓組織再生あるいは血管再生療法の開発 
5） ナノリポゾームを用いた G-CSF と erythropoietin による心筋梗塞後心筋組織修復再生療法の開発,下

肢閉塞性動脈疾患に対する血管再生療法に関する研究 
6） ホーミング分子で修飾された内皮前駆細胞あるいは筋芽細胞による心血管再生治療法の開発 
7） 骨髄細胞移植ならびに G-CSF を用いた COPD 等の肺疾患に対する再生療法 
8） LOX 遺伝子改変マウスを用いた下肢虚血モデルにおける LOX-1 の血管新生血における LOX の関与

に関する研究 
9） Erythropoietin を用いた重症下肢閉塞性動脈硬化症に対する臨床研究 

10） Erythropoietin と gelatin hydrodel 粒子を用いた重症下肢閉塞性動脈硬化症に対する臨床研究 
2. 遺伝子治療 
1） 心不全に対する HGF, sFas, 可溶性 TGF-Ⅱ型受容体, Decorin の遺伝子治療 
2） 糖尿病性腎症に対する sFas, HGF 遺伝子治療 
3. アポトーシス, オートファジー 
1） 循環器疾患とアポトーシス 

筋繊維芽細胞のアポトーシスのブロックによる左室リモデリング予防 
2） 腎疾患とアポトーシス 

糖尿病性腎症の発症メカニズムにおけるアポトーシスの役割の解明 
3） 循環器疾患とオートファジー 

心筋梗塞・心不全の際のオートファジーの病態生理解明と治療法の開発 
4. 虚血心筋保護のメカニズム解明と new drug の開発 
1） 抗糖尿病薬 miglitol, acarbose, voglibose など-glucosidase 阻害薬, ピオグリタゾン, ナテグリニド, 

グリクラジドによる虚血心筋保護作用のメカニズム解明とその臨床応用 
2） 抗高脂血症薬スタチンの pleiotropic effect としての虚血心筋保護作用のメカニズム解明 
3） 各種心血管薬 (ARB, Ca 拮抗薬, 抗血小板薬, 遮断薬) の虚血心筋保護作用のメカニズム解明 
5. 心不全 
1） 不全心筋における angiotensin II type 2 受容体の病態生理学的意義の解明 
2） 心筋細胞変性の分子病理 
3） アシアロエリスロポエチンの抗心不全作用の解明 
4） LOX-1 遺伝子改変マウスを用いた左室圧負荷モデルでの LOX-1 の心筋肥大への関与に関する研究 
5） LOX-1 遺伝子改変マウスを用いたドキソビシン誘導性心筋症による心不全に対する LOX-1 関与に関

する研究 
6） インスリン抵抗性改善薬, 食後高血糖改善薬の心不全に対する保護効果 
6. IB-IVUS, IB-エコー, および光干渉波断層画像 
1） 冠動脈プラーク progression のメカニズムの解明 
2） 急性冠症候群発症のメカニズムの解明 
3） 冠動脈プラークの動態と組織性状の関連の解明 
4） 脂質低下療法が冠動脈・頚動脈プラークの組織性状に及ぼす影響の解明 
5） 頚動脈プラークの組織性状と脳梗塞発症の関連の解明と核磁気共鳴画像との比較 
6） 頚動脈プラークの組織性状と頚動脈ステント合併症の関連の解明 
7） 光干渉波断層画像による冠動脈・頚動脈プラークの不安定性の評価 
8） 光干渉波断層画像のステレオ三次元化 
9） Velocity vector imaging による心房機能の評価と心房細動発症の予測 

10） 糖尿病治療と動脈硬化改善の関連の解明 
11） 頚動脈硬化と予後の関連の解明 
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12） PET-CT による頚動脈硬化の評価 
7. MDCT による冠動脈病変診断 
1） MDCT 画像と IB-IVUS 画像との組織性状診断比較 
8. カテーテルアブレーションによる各種頻脈性不整脈治療 
1） 心房細動患者における肺静脈の IB−IVUS による組織性状診断 
9. T 波交互現象を用いた心室性致死性不整脈による心臓突然死のリスク層別化に関する研究 
1） 急性心筋梗塞発症時の超短期予後の予測に関する研究 
2） 慢性維持透析患者における心臓突然死の予測に関する研究 

10. 安定労作性冠動脈疾患に対する治療法に関する研究 
1） 低リスク安定労作性狭心症に対する薬物療法とインターベンション療法の予後に関する無作為介入試

験 (JSAP Study) の長期予後調査研究 (JSAP: Seven year outcome study) 
2） 経皮的冠動脈形成術の高血圧患者におけるカルシウム拮抗薬の臓器保護効果に関する研究

(benidipine vs nifedipine, CACOT Trial) 
3） 冠動脈疾患合併慢性動脈閉塞症患者に対するサルポグレラート塩酸塩の心機能改善効果に関する研究 

(アンプラーグ, SCAPA Studu) 
4） COPD 合併冠動脈疾患に対するセリプロロールの効果に関する研究 (ECCAP Study) 
5） 薬剤溶出ステントに対する抗血小板療法―シロスタゾールの有用性に関する研究(MUGIC-CYPHER 

Study) 
11. 冠攣縮性狭心症に対する薬物治療に関する研究 
1） 冠攣縮性狭心症患者における主要心血管イベントに対するカルシウム拮抗薬の効果に関する研究―メ

タ解析 (VSA-meta Study) 
2） 切迫冠攣縮性狭心症 (Urgent vasospastic angina: UVA) の実態と臨床的特徴に関する研究） 

12. 慢性腎臓病合併心疾患に対する薬物治療に関する研究 
1） 冠動脈造影による造影剤腎症発症予防に対するニコランジルの有用性に関する研究 (ニコランジル

-CKD study) 
2） 冠動脈疾患を有する慢性維持透析患者に対する経口ニコランジル投与の心血管イベントに及ぼす影響

に関する研究 (PRECON Trial HD) 
3） CKD 合併高血圧患者における N 型 CCB の効果に関する研究 (NAGARA study, azelnidipine vs. 

cilnidipine) 
13. 急性冠症候群に対する薬物治療に関する研究 
1） 急性心筋梗塞患者におけるアンジオテンシン II 受容体拮抗薬の炎症性マーカーに及ぼす影響に関す

る研究 (INMAT-AMI Study) 
2） 急性冠症候群に対する坑血小板療法と予後に関する研究 (シロスタゾル vs プレタール) 
3） 急性冠症候群における内因性サイトカインの役割とその予後予測 

14. 臨床核医学 
1） 心筋梗塞, 狭心症, 肥大型心筋症, 二次性心筋疾患 (サルコイドーシスなど) の核医学的検討 
2） グルコシダーゼ阻害薬の虚血心筋保護作用の核医学的検討 

15. 高血圧についての基礎的および臨床的研究 
1） SHR において塩分負荷が心臓・腎臓組織レニン, プロレニンに与える影響に関する研究 
2） 高血圧症患者におけるレニン, プロレニンの関与に関する研究 
3） 家庭血圧測定の重要性と降圧薬の評価に関する臨床研究, DOHSAM 研究, GAIN 研究, GIFT 研      

究 
16. 閉塞性動脈硬化症に対する治療法の開発 
1） エリスロポエチン, G-CSF 注射による下肢閉塞性動脈疾患の治療 
2） エリスロポエチン含浸ゲラチンハイドロゲル筋注による下肢閉塞性動脈疾患の治療 

17. 東洋医学的アプローチ 
1） パーキンソン病に対する鍼治療 
2） 天台烏薬の腎疾患に対する効果の検討 
3） 天台烏薬の動脈硬化に対する効果に関する実験的検討 
4） 入院循環器重症患者の ICU せん妄に対する東洋医学の効果の検討 
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2．名簿 
教授： 
准教授： 
講師： 
併任講師： 
併任講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員(パート)： 

湊口信也 
西垣和彦 
川崎雅規 
村田一知朗 
金森寛充 
山田好久 
久保田知希 
高杉信寛 
田中俊樹 
名和隆英 
伊藤文隆 
吉田学郎 
柳瀬恒明 
宮﨑 渚 
中島 孝 
畑佐匡紀 
馬場慎也 
湊口信吾 
垣内大蔵 
木野村祐二朗 
成瀬元気 
西脇亜由子 
新美香織 
豊吉紘之 
豊吉沙耶香 
森下めぐみ 

Shinya Minatoguchi 
Kazuhiko Nishigaki 
Masanori Kawasaki 
Ichijiro Murata 
Hiromitsu Kanamori
Yoshihisa Yamada 
Tomoki Kubota 
Nobuhiro Takasugi 
Toshiki Tanaka 
Takahide Nawa 
Fumitaka Ito 
Gakuro Yoshida 
Komei Yanase 
Nagisa Miyazaki 
Takashi Nakashima 
Masanori Hatasa 
Shinya Baba 
Shingo Minatoguchi 
Daizo Kaito 
Yujiro Kinomura 
Genki Naruse 
Ayuko Nishiwaki 
Kaori Niimi 
Hiroyuki Toyoshi 
Sayaka Toyoshi 
Megumi Morishita 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 西垣和彦, 湊口信也. 高安動脈炎(大動脈炎症候群)：堀 正二, 永井良三編集．循環器疾患 最新の治療 

2012-2013, 東京：南光堂；2012 年：393－399. 
2） 西垣和彦, 湊口信也. 6. 慢性心不全の非薬物療法 3．minimally invasive therapy Q2 PTMC について
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9） 湊口信也：献血ベニロン－Ｉ使用成績調査(チャーグ・ストラウス症候群, アレルギー性肉芽腫性血

管炎)；平成 22－26 年度；84 千円：帝人ファーマ(株) 
10） 村田一知朗：エポジン注透析導入前の腎性貧血特定使用成績調査(JET－STREAM)(実施要綱

No.EPO0901)；平成 22－25 年度；787.5 千円：中外製薬(株) 
11） 村田一知朗：ネスプ注射液プランシリンジ特定使用成績調査保存期慢性腎臓患者における腎性貧

血；平成 23－27 年度；252 千円：協和発酵キリン(株) 
12） 青山琢磨：ノルバスク錠, ノルバスク OD 錠使用成績調査(プロトコール No:A0531097)；平成 23－
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24 年度；210 千円：ファイザー(株) 
13） 青山琢磨：スロンノン HI 注 10mg/2ml 使用成績調査(全例調査)；平成 24－27 年度；21 千円：ファ

イザー(株) 
14） 西垣和彦：プラザキカプセル特定使用成績調査(長期使用に関する調査)；平成 23－27 年度；630 千

円：日本ベーリンガーインゲルハイム(株) 
15） 竹村元三：リプレガル特定使用成績調査(長期使用に関する調査)；平成 22－24 年度；31.5 千円：大

日本住友製薬(株) 
16） 西垣和彦：クリアクター静注用 特定使用成績調査「急性肺塞栓症に対する全例調査」(第三期)；平

成 23－26 年度；94.5 千円：エーザイ(株) 
17） 森下健太郎：ネクサバール錠副作用報告；平成 25 年度；21 千円：バイエル薬品(株) 
18） 西垣和彦：イオパーク注使用成績調査；平成 25－26 年度；420 千円：コニカミノルタ(株) 
19） 西垣和彦：エリキュース錠 2.5mg, 5mg 特定使用成績調査(長期使用)；平成 25－30 年度；630 千円：

ファイザー(株) 
20） 村田一知朗：サムスカ使用成績調査(ADPKD)全例調査；平成 26－30 年度；194.4 千円：大塚製薬(株) 
21） 西垣和彦：クリアクター静注用 特定使用成績調査「急性肺塞栓症に対する前例調査」(第三期)；平

成 26 年度；97.2 千円：エーザイ(株) 
22） 湊口信也：サムスカ錠副作用・感染症報告；平成 26 年度；21.6 千円：大塚製薬(株) 
23） 湊口信也：サムチレール内用懸濁液 15％使用成績調査(非 HIV 患者調査)(前例調査)；平成 26－29

年度；194.4 千円：グラクソ・スミスクライン(株) 

3）共同研究 
1） 湊口信也, 大野 康：in vivo および in vitro 試験による閉塞性呼吸器疾患におけるテトミラストの

効果の検証；平成 25－26 年度；2,000 千円：大塚製薬(株)  
2） 湊口信也：再生医療の産業化に向けた細胞製造・加工システムの開発 / ヒト間葉系幹細胞由来の再

生医療製品製造システムの開発 / Muse 細胞を用いた再生医療の実現に向けた製剤製造システムの

研究開発 / ⑤Muse 細胞製剤の疾患モデル動物でも実証研究開発；平成 26 年度；10,000 千円：

(株)Clio 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
湊口信也： 
1） 日本循環器学会理事・評議員(～現在)   
2） 日本循環器学会東海支部評議員(～現在)  
3） 日本循環制御医学会評議員(～現在)  
4） 日本心不全学会理事・評議員(～現在) 
5） 日本心臓病学会評議員(～現在) 
6） 日本内科学会評議員および東海支部評議員(～現在) 
7） 日本高血圧学会評議員(～現在)  
8） 日本心臓リハビリテーション学会理事・評議員(～現在)  
 
西垣和彦： 
1） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
2） 日本循環器学会幹事：心臓移植委員会・心臓移植適応検討小委員会(～現在) 
3） 日本循環器学会東海支部評議員(～現在) 
4） 日本循環器学会正会員代表(～現在) 
5） 日本心血管インターベンション治療学会評議員(～現在) 
6） 日本心血管インターベンション治療学会東海北陸支部代議員(～現在) 
7） 日本心血管インターベンション治療学会専門医試験問題策定委員会委員(～現在) 
8） 日本心不全学会評議員(～現在) 
9） 日本心臓病学会評議員(～現在) 
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10） 日本心臓リハビリテーション学会評議員(～現在) 
11） 日本心臓リハビリテーション学会『急性心筋梗塞の入院心臓リハビリテーション標準プログラム策

定部会』委員(～現在) 
12） 東海地区心臓移植適応症例検討会委員(～現在) 
13） 心臓移植関連学会協議会委員(日本循環器学会代表)(～現在) 
14） 心臓移植施設認定審議委員会委員(日本循環器学会代表)(～現在) 
15） 冠動脈血行再建術協議会(循環器内科代表)委員(～現在) 
 
川崎雅規： 
1） 日本循環器学会東海支部評議員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
3） 日本心血管画像動態学会評議員(～現在) 
4） 日本超音波医学会評議員(～現在) 
5） 日本心血管画像動態学会評議員(～現在) 
 
青山琢磨： 
1） 日本循環器学会東海支部評議員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
 
服部有博： 
1） 日本循環器学会東海支部評議委員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
西垣和彦： 
1） 日本心血管インターベンション治療学会雑誌『CVIT the official  journal of Cardiovascular 

Intervention and Therapeutics』編集顧問(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
湊口信也： 
1） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，ランチョンセミナー17「循環器バイ

オマーカー最前線－海外最新情報と国内検討結果より－」座長) 
2） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，ランチョンセミナー「心血管疾患の

発症・進展阻止を目指した糖尿病の薬物治療－心筋保護からみた－GI の新たな可能性を中心に－」

演者) 
3） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，Meet the Expert 6「新研修医制度

による地方医療の崩壊」座長) 
4） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，ランチョンセミナー54「アスピリン

消化管傷害の新たな課題－カプセル内視鏡が据えた小腸病変をどう扱うか？－」座長) 
5） 第 18 回日本心臓リハビリテーション学会(平成 24 年 7 月，大宮，ランチョンセミナー10「The role 

of beta-blocker in the treatment of chronic heart failure 慢性心不全の治療における遮断薬の役

割」座長) 
6） 第 60 回日本心臓病学会(平成 24 年 9 月，金沢，特別企画 4「放射線被爆と医療」座長) 
7） 第 35 回日本高血圧学会総会(平成 24 年 9 月，名古屋，ディベート 7「高齢者高血圧治療の第一選択

薬としての Ca 拮抗薬」演者) 
8） 第 1 回日本肺循環学会学術集会(平成 24 年 9 月，東京，ランチョンセミナー17「左室系肺疾患 PH」

座長) 
9） The 64th Annual Meeting of Korean Physiological Society in conjunction with KOJACH(2012.10, 

Pusan, Symposium II: The Next Advance in Cardioprotection Alpha-Glucosidase Inhibitor and 
Cardioprotection; Lecture) 
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10） 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 25 年 3 月，横浜，Meet the Experrt7「関連学会のガ

イドラインに学ぶ II(透析学会, 動脈硬化学会, 老年病学会」座長) 
11） International Symposium Anatomical Science for advance in health and clinical therapy 2013 

(2013.8, Sendai, Post-infarct treatment with combination of G-CSF and erythropoietin-liposome 
with Siaryl Lewis X repairs infarcted myocardium via mobilization of EPCs and activation of 
prossurvival signals; Lecture) 

12） 第 51 回全国大学保健管理研究集会(平成 25 年 11 月，岐阜，ランチョンセミナー「食塩と高血圧」

演者) 
13） 日本鍼灸師会, 岐阜県鍼灸師会学術研修会・共催研修会(平成 25 年 12 月，岐阜，「先端医療と統合医

療の共存」演者) 
14） 第 143 回日本循環器学会東海地方会(平成 26 年 7 月，岐阜，ランチョンセミナー「急性心不全症候

群」座長) 
15） 第 18 回日本心不全学会学術集会(平成 26 年 10 月，大阪，ランチョンセミナー「肥満メタボ型糖尿

病の病態と治療 ~ GLP-1 受容体作動薬への期待 ~」座長) 
16） 日本鍼灸師会第 10 回全国大会 in 岐阜(平成 26 年 10 月，岐阜，「先端医療と統合医療の共存」演者) 
 
西垣和彦： 
1） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，第 8 回心臓移植セミナー「心臓移植

レシピエントと補助人工心臓の適応年齢」 講演 1「心臓移植の現況：現在の心臓移植レシピエント

適応年齢と補助人工新心臓適応年齢」演者) 
2） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，トピックス 05 冠動脈疾患におけ

る冠攣縮の新知見，講演 5「Characteristics and Prognosis of Patients with Urgent Vasospastic 
Angina」演者) 

3） 第 76 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 24 年 3 月，福岡，ランチョンセミナー62「日本人にお

ける冠攣縮性狭心症の重要性」講演Ⅰ「予後を考慮した狭心症の治療戦略－冠攣縮性狭心症に対す

るメタ解析の結果から－」演者) 
4） 日本麻酔科学会第 59 回学術集会(平成 24 年 6 月，神戸，共催セミナーL11「薬理学的プレコンディ

ショニングを活用した臓器保護戦略」ニコランジルによる薬理学的プレコンディショニング：心腎

を含めた臓器保護 演者) 
5） 第 53 回日本脈管学会総会(平成 24 年 10 月，東京，第 4 回 JCAC シンポジウム 脈管疾患における

ガイドラインを考える 第 2 部 虚血行再建術の適応に関するガイドライン 2012 講演Ⅰ「安定冠

動脈疾患い対する待機的 PCI もガイドライン」演者) 
6） 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 25 年 3 月, 横浜, ファイアサイドセミナー20 演題「心

腎保護を考慮した PCI 治療 -Vascular Organ Protection(VOP)-」演者) 
7） 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会(平成 25 年 3 月, 横浜, 第 9 回心臓移植セミナー 我が国の小

児心臓移植の発展に向けて 講演 1「心臓移植の現況」演者) 
8） 第 22 回日本心血管インターベンション治療学会(CVIT2013)(平成 25 年 7 月, 神戸, パネルディスカ

ッション 6 造影剤腎症の新しい治療#3「腎機能障害患者の造影剤腎症に対するニコランジルの持続

静注投与の効果」演者) 
9） 第 19 回日本心臓リハビリテーション学会(平成 25 年 7 月, 仙台, パネルディスカッション 4 心臓リ

ハビリテーションの医療職卒前・卒後教育の現状と課題「卒前教育での心臓リハビリ教育の実態〜

卒前教育改革部会部会 卒前教育での心臓リハビリ教育実態調査から〜」演者) 
10） 第 20 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会(平成 25 年 8 月, 石橋, ランチョ

ンセミナー2「今、再び注目される高純度 EPA 製剤 〜PCI 専門医だからこそしておきたいエビデ

ンス〜」演者) 
11） 第 49回日本移植学会総会(平成 25年 9月, 京都, ワークショップ 10.心移植候補症例における術前臓

器機能評価．「心臓移植レシピエント候補者における臓器障害評価の現況」演者) 
12） 第 61 回日本心臓病学会学術集会(平成 25 年 9 月, 熊本, モーニングレクチャー4「安定冠動脈疾患に

対する待機的 PCI のガイドラインを活かす」演者) 
13） 第 61 回日本心臓病学会学術集会(平成 25 年 9 月, 熊本, ファイアーサイドシンポジウム 5 冠攣縮の

最新知見 講演 1「冠攣縮性狭心症の治療と予後」演者) 
14） 日本心血管インターベンション治療学会第 30回東海北陸地方会(平成 25年 10月, 静岡, シンポジウ

ムⅠ「冠動脈複雑病変のインターベンション」講演 1「冠動脈複雑病変のインターベンションと PCI
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ガイドライン〜その正しい解釈」演者) 
15） 第 78 回日本循環器学会学術集会(平成 26 年 3 月, 東京, 第 10 回心臓移植セミナー「心臓移植レシピ

エントの登録希望者における補助人工心臓使用の現状と問題点 〜日本循環器学会心臓移植委員会

報告」演者) 
 
川崎雅規： 
1） 第 22 回日本心血管画像動態学会(平成 24 年 1 月，名古屋，パネルディスカッション「IB-IVUS と

OCT の有用性と臨床応用」演者) 
2） 第 85 回日本超音波医学会(平成 24 年 5 月，東京，シンポジウム「超音波 integrated backscatter で

評価した冠動脈プラークの機能評価と組織性状との関連」演者) 
3） The 6th Coronary Intravascular Ultrasound 2012(2012.06, Seoul, Invited Guest Lecture「Tissue 

Characterization of Carotid Plaques before Carotid Artery Stenting Using Integrated 
Backscatter Ultrasound and Optical Coherence Tomography.」演者) 

4） 第 21 回日本心血管インターベンション治療学会(平成 24 年 7 月，新潟，シンポジウム「Assessment 
of Atherosclerotic Lesions Using Integrated Backscatter Ultrasound and Comparison with 
optical coherence tomography and Magnetic Resonance Imaging」演者) 

5） 第 18 回日本血管内治療学会(平成 24 年 7 月，東京，シンポジウム「超音波と光で冠動脈プラークの

病態を解明する」演者) 
6） 第 23 回日本心血管画像動態学会(平成 25 年 1 月, 東京, シンポジウム「IVUS の将来とリアルタイ

ム IB-IVUS の可能性」演者) 
7） The 62nd American College of Cardiology (2013.03, San Francisco, Symposium: Why is IVUS 

used in Japan so much higher than in the rest of the world?; Lecturer) 
8） 第 76 回日本循環器学会総会(平成 25 年 3 月, 横浜, シンポジウム「Assessment of Formation of 

Atherosclerotic Plaques Using Integrated Backscatter Ultrasound」演者) 
9） 平成 25 年度日本病態栄養学会教育セミナー(平成 25 年 5 月, 岐阜, 教育セミナー「循環器疾患・腎

疾患」演者) 
10） 第 29 回日本心血管インターベンション治療学会東海北陸地方会(平成 25 年 5 月, 名古屋, ミニレク

チャー「IVUS は PCI の予後をどのように改善させるか-エビデンス・レビュー-」演者) 
11） The 7th Coronary Intravascular Ultrasound 2013(2013.06, Seoul, Korea, Symposium: 

Understanding Coronary Bifurcation Lesions IVUS Assessment; Lecturer) 
12） The 7th Coronary Intravascular Ultrasound 2013(2013.06, Seoul, Korea, Invited lecture: Tissue 

Characterization of Coronary Plaques and Assessment of Thickness of Fibrous cap Using 
IB-IVUS Comparison with histology and OCT; Lecturer) 

13） 第 28 回日本心臓血管内視鏡学会(平成 26 年 6 月, 名古屋, シンポジウム「IB-IVUS の臨床的有用性

と IVUS がめざす今後の展望」演者) 
14） 第 29 回日本心血管インターベンション治療学会(平成 26 年 7 月, 名古屋, シンポジウム「冠疾患病

態解明における Integrated BackscatterIVUS の役割 -OCT との比較-」演者) 
15） 第 62 回日本心臓病学会(平成 26 年 9 月, 仙台, シンポジウム「Integrated Backscatter 血管内超音

波による組織性状診断と力学的ストレス解析によるプラーク破綻の解明」演者) 
16） 第 16回循環器ディベイト・カンファレンス(平成 26年 11月, 東京, 招待講演「拡張性心不全(HFpEF)

に RAA 系阻害薬/遮断薬を積極的に投与するか(Con 派)」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 湊口信也：公益財団法人先進医薬研究振興財団一般研究助成(平成 24 年度) 
2） 高杉信寛：日本心臓財団第 6 回 Cardiac Rhythm Management 短期海外研修助成(平成 24 年度) 
3） 渡邊崇量：日本循環器学会 AHA 年次学術集会の発表に対する国際交流助成(平成 24 年度) 
4） 東 賢志：日本循環器学会 AHA 年次学術集会の発表に対する国際交流助成(平成 25 年度) 

9．社会活動 
湊口信也： 
1） 岐阜県社会福祉審議会委員(～現在) 
2） 岐阜市社会福祉審議会委員(～現在) 
3） 厚生労働省医政局研究開発振興課「ヒト幹細胞臨床研究に関する審査委員会」委員(～現在) 
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4） 先端医療振興財団 文部科学省「再生医療の実現化ハイウェイ」課題運営委員会外部有識者委員 
(～現在) 

10．報告書 
1） 服部有博，湊口信也：内因性 GLP-1 の虚血心筋保護作用の分子メカニズム解明とその臨床的重要性

の研究：平成 22－24 年度科学研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 3 月) 
2） 大野 康，湊口信也：エリスロポイエチンによる COPD 再生治療：平成 22－24 年度科学研究費助

成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 3 月) 
3） 西垣和彦：ニコランジルを用いた慢性腎臓病合併冠動脈疾患患者に対する総合的治療法の開発：平

成 24－26 年度科学研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 26 年 3 月) 
4） 川崎雅規：超音波と光干渉を組み合わせた新しい冠動脈不安定プラーク診断装置の開発：平成 24－

26 年度科学研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 26 年 3 月) 

11．報道 
1） 湊口信也：「つなごう医療」心臓保護と再生医療：中日新聞(2012 年 2 月 20 日) 
2） 湊口信也：心臓血管病の再生医学：熊野新聞(2012 年 10 月 30 日) 
3） 青山琢磨：「研究室から 大学はいま」心臓が悪いと言われたら：岐阜新聞(2012 年 10 月 30 日) 

12．自己評価 
評価 

循環器, 呼吸器及び腎臓内科とも研究が順調に進行している。その結果, 一流のジャーナルにも多数

publish され, 2012 年は英文論文数 22 編でインパクトファクターが 72.088 点, 2013 年は英文論文数 23
編でインパクトファクターが 67.545 点, 2014 年英文論文数 10 編でインパクトファクターが 29.779 点

であった。 
 
現状の問題点及びその対応策 

多数の大学院生や研究者を抱えているため, デスクやスペースの確保, 十分な研究費を確保すること

が課題である。臨床, 教育, 研究のいずれにも時間を費やすため, 研究のみに十分な時間があるとは言い

難い。デスクやスペースの確保については工夫を行うことにより, また研究費確保についてはより質の

高い研究成果を発信することにより科研費など多くの公的資金を獲得できるように努力する。 
 
今後の展望 

高齢化と生活様式の欧米化により, 循環器疾患, 腎疾患は増加の一途を辿っている。循環器疾患, 腎疾

患の発生メカニズムを動物実験, 臨床研究を通じて解明し, その治療法を開発し臨床応用につなげてい

くことが重要であると思う。今後は, 分子生物学的手法, 遺伝子的手法を駆使し, 当該領域における骨髄

幹細胞, 間葉系幹細胞, サイトカイン, DDS, ナノテクノロジーなどを用いた効率的な再生医療の開発, 
microRNA を利用した組織修復医療の開発などの translational research が益々重要になってくると予

測され, 時代の最先端を走るべくさらに活発な研究活動を行っていかなくてはならないと考えている。 
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（4）呼吸病態学分野 

1．研究の概要 
1. 再生医学・再生医療 
1） Erythropoietin を用いた COPD モデルマウスおよび培養肺胞上皮細胞に対する再生医学的研究 
2） PDE-4 阻害薬を用いた COPD モデルマウスに対する再生医学的検討 
3） PDE-4 阻害薬を用いた気管支喘息モデルマウスに対する再生医学的検討 
4） 肺癌移植モデルマウスの抗癌剤 (CDDP) 投与下におけるG-CSFの腫瘍増殖における影響についての

検討 
2. アポトーシス, オートファジー 
1） 呼吸器疾患とアポトーシス：COPD における FAS の役割の解明 
2） COPD における気道上皮, 肺血管上皮, 肺胞上皮細胞のオートファジーの役割の解明 
3. 東洋医学的アプローチ 
1） 気管支喘息患者, COPD 患者に対する鍼治療の有効性の評価 
2） 癌化学療法後の副作用軽減療法としての鍼治療の有効性の評価 
3） 気管支喘息モデル, ヒト花粉症患者, 気管支喘息患者におけるじゃばらみかんの抗アレルギー作用の

解明, 抗アレルギー薬, 抗喘息薬の開発 
4） 人工呼吸器装着患者のウィーニングに対する鍼治療の有効性の評価 
4. 呼吸器内視鏡を用いた臨床研究 
1） 肺癌手術症例における腫瘍組織の超音波内視鏡下 IB-IVUS による組織性状診断法の開発 
2） 蛍光内視鏡：NBI (Narrow Binding Image法) を用いてHRCT, 病理組織所見と対比し, 良性疾患 (サ

ルコイドーシス等), 悪性疾患 (原発性肺癌, 転移性肺癌, 気管発生肉腫等) の鑑別および進達度診断

法の開発 
3） 超音波内視鏡, NBI 法および HRCT および病理組織と対比し食道癌の気管浸潤の有無, 手術適応の有

無の評価法の開発 
4） BALF (Broncho-aleveolar-fluid) による免疫機能測定による肺 MAC 症の病態の解明, 免疫応答およ

び診断的意義の検討 
5. MDCT による気道, 腫瘍病変の臨床研究 
1） COPD 症例の MDCT における AZE 気道解析ソフトを用いた ICS /LABA による気道病変への有効性

の検討 
2） 肺 MAC 症例における MDCT による AZE 気道解析ソフトを用いた気道病変による重症度分類の開発 
3） 肺線維症例における MDCT による AZE 気道解析ソフトを用いた牽引性気管支拡張末梢気道から肺胞

病変の病態の解明 
4） 肺癌, 良性肺腫瘍症例におけるMDCTによるAZE腫瘍解析ソフト,  IB-IVUSを用いた腫瘍組織性状

の検討 
6. 肺癌治療法の開発 
1） II, IIIA 期非小細胞肺癌術後化学療法における CDDP+VNB Bi-weekly 療法の意義の検討 
2） IIIB, IV 期非小細胞肺癌症例における CBDCA+GEM Bi-weekly 療法の意義の検討 
3） 肺がん患者における末梢リンパ球を用いた免疫治療法および予後予測法の開発  
4） 進行期肺癌患者のプラチナ製剤を含む化学療法時における塩酸アザセトロンとグラニセトロンの有効

性の無作為割り付け比較試験 
5） 肺癌化学療法時の骨髄抑制と骨塩量の関係についての検討 
7. 肺真菌感染症治療法の開発 
1） 肺アスペルギル症患者におけるボリコナゾールとイトラコナゾールの有効性比較の無作為割り付け多

施設共同研究 
8. 気管支喘息治療法の開発 
1） 気管支喘息患者の SABA レスキューユースにおける ADL の評価, 多施設共同研究 
9. COPD, 肺線維症，肺がんにおける Pro-renin の関与 
1） 呼吸器疾患での手術標本 (気胸，肺がん等) や気管支鏡生検組織を用いて Pro-renin の発現や関連蛋

白の発現を調べ，COPD, 間質性肺炎，肺がんの病態における Pro-renin の関与を明らかにする。 
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2．名簿 
教授： 
講師： 

湊口信也 
大野 康 

Shinya Minatoguchi 
Yasushi Ohno 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 大野 康. 学びのヒント 2013-2014 呼吸器病態学分野, 岐阜大学消費生活協同組合；2013 年. 
2） 大野 康. 第 5 章, 大学生のための病気の知識−大学生に比較的多い病気を中心に, 肺の病気：山本眞由美

監修. 岐阜県大学保健管理研究会企画. 大学生の健康ナビ−キャンパスライフの健康管理〈2014〉，岐阜新

聞社；岐阜新聞情報センター；2014 年． 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 大野 康．大学生のための病気と知識—大学生に比較的多い病気を中心に，ナビ岐阜新聞 2012 年；5 章：

102－105． 
 

総説（欧文） 
なし 

 
原著（和文） 

1） 大野 康. ブデソニド/ホルメテロール配合剤がもたらす喘息治療の新ステージ, Medical Tribune 2013
年；特別企画. 

2） 森下めぐみ, 大野 康, 柳瀬恒明, 伊藤文隆, 遠渡純輝, 湊口信也. 経過中に出産を経験した肺類上皮血管

内皮腫の 1 例, 日本呼吸器学会誌 2014 年；3 巻：685－689. 
3） 舟口祝彦, 大野 康, 湊口信也, 藤原久義. アトピー性皮膚炎モデルマウスの皮膚炎症状に対する『じゃば

ら』果汁の効果, 臨床免疫・アレルギー科 2014 年；62 巻：455－458． 
 

原著（欧文） 
1） Endo J, Iihara H, Yamada M, Yanase K, Kamiya F, Ito F, Funaguchi N, Ohno Y, Minatoguchi S, Itoh Y. 

A randomized controlled non-inferiority study comparing the antiemetic effect between intravenous 
granisetron and oral azasetron based on estimated 5-HT3 receptor occupancy. Anticancer Res. 
2012;32:3939-3947. IF 1.872 

2） Baila B, Ohno Y, Nagamoto H, Kotosai K, Yabuuchi Y, Funaguchi N, Ito F, Endo J, Mori H, Takemura 
G, Fujiwara T, Fujiwara H, Minatoguchi S. Tetomilast attenuates elastase-induced pulmonary 
emphysema through inhibition of oxidative stress in rabbits. Biol Pharm Bull. 2012;35:494-502. IF 1.778 

3） Ono K, Iwama M, Kawasaki M, Tanaka R, Watanabe T, Onishi N, Warita S, Kojima T, Kato T, Goto Y, 
Arai M, Nishigaki K, Takemura G, Noda T, Watanabe S, Minatoguchi S. Motion of left atrial 
appendage as a determinant of thrombus formation in patients with a low CHADS2 score receiving 
warfarin for persistent nonvalvular atrial fibrillation. Cardiovasc Ultrasoun. 2012;10:50. IF 1.283 

4） Mori H, Yamada O, Ohno Y, Kaito D, Yanase K, Ito F, Endo J, Morishita M, Funaguchi N, Minatoguchi 
S. Paraneoplastic neurological syndrome in a patient with squamous cell lung cancer. Internal Med. 
2013;52:1967-1970. IF 0.967 

5） Hayashi S, Tanaka H, Kajiura Y, Ohno Y, Hoshi H. Stereotactic body radiotherapy for very elderly 
patients (age, greater than or equal to 85 years) with stage I non-small cell lung cancer. Radiat Oncol. 
2014;9:138. IF 2.360 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：大野 康, 研究分担者：湊口信也；科学研究費補助金基盤研究(C)：エリスロポイエチ

ンによる COPD 再生治療；平成 22－24 年度；4,160 千円(2,470：910：780 千円) 

2）受託研究 
1） 大野 康：気腫病変を有する慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者を対象とした OPC-6535 の第Ⅱ相, 国際

共同, 多施設, 無作為化, 二重盲検, プラセボ対照, 並行群間容量検討試験；平成 21－24 年度；

22,176 千円：大塚製薬(株) 
2） 大野 康：タダラフィル(アドシルカ錠)特定使用成績調査(長期使用に関する調査)；平成 22－26 年

度；94.5 千円：日本新薬(株) 
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3） 大野 康：トラクリア錠 62.5 mg 特定使用成績調査(長期)；平成 21－26 年度；157.5 千円：アクテ

リオンファーマシューティカルズジャパン(株) 
4） 大野 康：ペメトレキセド非小細胞肺癌特定使用成績調査；平成 21－24 年度；189 千円：日本イー

ライリリー(株) 
5） 大野 康：アズマネックスツイストヘラー特定使用成績調査(長期使用)；平成 22－26 年度；94.5 千

円：シェリングプラウ(株) 
6） 大野 康：トラクリア錠 62.5 mg 特定使用成績調査(長期)(追加配分)；平成 20－26 年度；315 千円：

アクテリオンファーマシューティカルズジャパン(株) 
7） 大野 康：リコモジュリン点滴静注用 12800 特定使用成績調査(固定癌 DIC に対する調査)；平成 22

－25 年度；94.5 千円：旭化成ファーマシ(株) 
8） 大野 康：オキシコチン錠 40 mg/日以上投与症例に関する特定使用成績調査；平成 22－24 年度；

157.5 千円：塩野義製薬(株) 
9） 大野 康：ヴォリブリス錠 2.5 mg 使用成績調査；平成 23－26 年度；315 千円：グラクソ・スミス

クライン(株) 
10） 大野 康：ペメトレキセド非小細胞肺癌特定使用成績調査(追加配分)；平成 23－24 年度；189 千円：

日本イーライリリー(株) 
11） 大野 康：ザーコリカプセル 特定使用成績調査(全例調査)－ALK 融合遺伝子陽性の非小細胞肺癌

に対する調査－(プロトコール No. A8081031)(追加配分)；平成 24－27 年度；283.5 千円：ファイザ

ー(株) 
12） 大野 康：ザーコリカプセル 特定使用成績調査(全例調査)－ALK 融合遺伝子陽性の非小細胞肺癌

に対する調査－(プロトコール No. A8081031)；平成 24－27 年度；94.5 千円：ファイザー(株) 
13） 大野 康：ランマーク皮下注 120mg 長期使用に関する特定使用成績調査；平成 24－28 年度；472.5

千円：第一三共(株) 
14） 大野 康：ネクサバール錠 副作用報告；平成 24 年度；21 千円：バイエル薬品(株) 
15） 大野 康：トラクリア錠 62.5 mg 特定使用成績調査(長期)(追加配分)；平成 24－26 年度；630 千円：

アクテリオンファーマシューティカルズジャパン(株) 
16） 大野 康：クラビット点滴静注バッグ 500mg/100mL, 点滴静注 500mg/20mL 使用成績調査；平成

23－25 年度；105 千円：第一三共(株) 
17） 大野 康：アズマネックスツイストヘラー使用成績調査；平成 22－25 年度；105 千円：シェリング

プラウ(株) 
18） 大野 康：ユナシン－S(キット)静注用特定使用成績調査－肺炎, 肺膿瘍, 腹膜炎に対する高用量(1

日 6g 超)投与に関する調査－(プロトコール No.:A9231002)；平成 25－26 年度；472.5 千円：ファイ

ザー(株) 
19） 大野 康：タルセバ, アバスチン有害事象詳細報告；平成 25－26 年度；63 千円：中外製薬(株) 
20） 大野 康：フィズリン錠 30mg 使用成績調査(全例調査)；平成 25－27 年度；21 千円：大塚製薬(株) 
21） 大野 康：ジオトリフ錠特定使用成績調査(-EGFR 遺伝子変異陽性の手術不能又は再発非小細胞肺癌

患者、長期使用下における調査-)；平成 26－29 年度；486 千円：日本ベーリンガーインゲルハイム(株) 
22） 大野 康：アレセンサカプセル使用成績調査(全例調査)；平成 26－29 年度；129.6 千円：中外製薬(株) 
23） 大野 康：フルティフォーム特定使用成績調査(長期使用に関する調査)；平成 26－28 年度；324 千

円：杏林製薬(株) 
24） 大野 康：フィルグラスチム BS 注シリンジ「モチダ」使用成績調査；平成 26－27 年度；64.8 千円：

持田製薬(株) 
25） 大野 康：ジオトリフ錠特定使用成績調査(-EGFR 遺伝子変異陽性の手術不能又は再発非小細胞肺癌

患者、長期使用下における調査-)；平成 26－29 年度；486 千円：日本ベーリンガーインゲルハイム(株) 

3）共同研究 
1） 湊口信也, 大野 康：in vivo および in vitro 試験による閉塞性呼吸器疾患におけるテトミラストの

効果の検証；平成 25－27 年度；2,000 千円：大塚製薬(株) 

5．発明・特許出願状況 
なし 
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6．学会活動 
1）学会役員 
大野 康： 
1） 日本呼吸器学会代議員・プログラム委員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
3） 日本肺癌学会評議員・気管支鏡所見分類委員(～現在)  
4） 日本肺癌学会肺癌取扱い規約委員会・画像診断委員(～現在) 
5） 日本呼吸器内視鏡学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
大野 康： 
1） 第 120 回日本結核病学会東海地方学会(平成 24 年 11 月，岐阜) 
2） 第 102 回日本呼吸器学会東海地方学会(平成 24 年 11 月，岐阜) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
大野 康： 
1） 第 49 回日本放射線学会秋季臨床大会, 第 27 回胸部放射線研究会(平成 25 年 10 月，名古屋，「間質

性肺炎」臨床コメンテーター(シンポジスト)) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 垣内大蔵：第 218 回日本内科学会東海地方会優秀演題賞(平成 24 年度) 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
1） 大野 康，湊口信也：エリスロポイエチンによる COPD 再生治療：平成 22－24 年度科学研究費助

成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 3 月) 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

呼吸器領域の中でも肺癌，COPD, 気管支喘息, 感染症を中心に研究を行った。動物実験では再生医学

を用いた治療薬の開発, ヒトでは新たな診断法の開発, 治療法の開発を行った。成果は国内, 海外雑誌に

出版され, 国際学会でも発表し, 多くの研究費を獲得した。臨床研究として超音波内視鏡, 蛍光内視鏡等

を用いた肺癌の診断を行い。県内外から依頼を受け, 症例の蓄積を行っている。 
 
現状の問題点及びその対応策 

呼吸病態学は小人数にて多くの研究を行っているが, デスクやスペースを確保することが困難な状態

である。また, 臨床, 教育, 研究のいずれにも多くの時間を費やすため, 研究に十分な時間があるとは言

い難い。研究スペースの確保と研究者の増員が急務である。 
 
今後の展望 

急速な高齢化社会の到来により肺癌，COPD, 肺線維症，呼吸器感染症は増加の一途を辿っている。

それぞれの病気のメカニズム, 病態を動物実験, 臨床研究を通じて解明し, 診断, 治療に応用していくこ

とが重要である。今後, 呼吸器疾患分野において, 細胞死 (アポトーシス), 細胞変性 (オートファジー) 
および細胞, 組織の再生を行うことがますます重要なテーマとなることが予測される。さらに，レニン

の前駆体である Pro-renin は各種臓器の線維化や細胞障害のメカニズムに関与する可能性が示唆されて
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おり，肺組織の線維化や気腫化，癌化にも関与する可能性があり，生検組織や手術標本を用いて正常組

織部分とこれらの各種病態での関連蛋白の発現やや遺伝子の発現を調べることを目標とする。我々はこ

の点を十分認識し, 細胞, 分子生物学的手法を駆使し新しいデバイスを導入して, さらに活発な研究活

動を行っていく。 
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（5）高度先進外科学分野 

1．研究の概要 
冠動脈バイパス術におけるグラフト選択は重要な課題であり，長期予後を決定する。内胸動脈は既に長

期開存率が良好であることが証明されているが，その使用には数の制限，年齢による制限がある。一方静

脈グラフトの長期開存率は不良であるが，未だに有用なグラフトである。その静脈グラフトの長期開存の

改善のために，内皮増殖，内膜増殖を抑制できれば画期的な研究になる。教室では動脈バイパスモデルを

作製し，抗癌剤，抗生物質の投与が内膜増殖を抑制することを証明した。今後臨床応用への発展を図る。

また縦隔炎の制御は臨床上も重要であり，当教室ではカブトムシディフェンシンというペプチドを用いて

局所制御に取り組んでおり良好な結果を得ている。一方大動脈瘤の瘤拡大の制御は臨床においても重要で

あり，ラット腹部大動脈瘤モデルを作製し FGF 徐放シートによって制御できることを明らかにして，現

在論文作成中である。 
消化器外科では，肝切除後の肝再生促進に関する検討を多方面から行っている。ラット肝切除モデルを

用いて漢方薬または PGI2 の投与による肝再生促進効果を確認した。また肝循環の効果的な制御による肝

再生促進効果を検討している。門脈を二期的に処理することで肝再生が促進されることを明らかにしてお

り，病的肝 (肝硬変，脂肪肝) にもこの方法が応用できるか否かを検討し良好な結果を得ている。 
肺葉切除後の肺動脈血管床減少による右心負荷はしばしば遭遇する合併症である。動物での肺葉切除モ

デルを作製し，G-CSF を用いた肺切除後の肺再生効果を検討した結果，右心負荷の軽減，右室心筋重量

増加の抑制ができ，肺動脈新生の証明ができた。現在，大量肺切除後にエリスロポエチン投与による右心

不全を改善することを明らかにし論文作成中である。 
以上，臨床上の課題に対して基礎実験を行いつつ，心臓血管外科，呼吸器外科，消化器外科の領域で臨

床応用を目指した研究を行っている。 

2．名簿 
教授： 
臨床教授： 
准教授： 
臨床准教授： 
講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
臨床講師： 
医員： 
医員： 

竹村博文 
岩田 尚 
關野考史 
島袋勝也 
村瀬勝俊 
白橋幸洋 
石田成吏洋 
木村真樹 
名知 祥 
關野誠史郎 
中嶋慎治 
山本裕崇 

Hirofumi Takemura 
Hisashi Iwata 
Takafumi Sekino 
Katsuya Shimabukuro
Katsutoshi Murase 
Koyo Shirahashi 
Narihiro Ishida 
Masaki Kimura 
Sho Nachi 
Seishiro Sekino 
Shinji Nakashima 
Hirotaka Yamamoto 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 竹村博文．［ワンポイント・アドバイス］内視鏡によるグラフト採取：高本眞一監修，坂田隆造編．心臓外

科 Knack&Pitfalls 冠動脈外科の要点と盲点 第 2 版，東京：文光堂；2012 年：149－150． 
2） 竹村博文．［ワンポイント・アドバイス］止血材料の使い方：高本眞一監修，坂田隆造編．心臓外科 Knack& 

Pitfalls 冠動脈外科の要点と盲点 第 2 版，東京：文光堂；2012 年：161－162． 
3） 竹村博文．鵜飼法による Heartstring へのマウント方法：川副浩平責任編集．わが国でうまれた心臓血管

外科手術 先達の創意工夫に学ぶ，東京：メジカルビュー社；2013 年：72－73． 
4） 竹村博文．樹枝状グラフトを用いた弓部置換法：川副浩平責任編集．わが国でうまれた心臓血管外科手術

先達の創意工夫に学ぶ，東京：メジカルビュー社；2013 年：120－121． 
5） 岩田 尚．第 1 章呼吸器外科・看護の総論 (5)胸腔鏡下手術・ロボット手術：岡田守人編．ナースのため

のパーフェクトガイド 呼吸器外科の術前術後ケア，大阪：メディカ出版；2014 年：49－58． 
 

著書（欧文） 
なし 

 
総説（和文） 

1） 竹村博文．岐阜大学医学部附属病院医療機器センターの役割，岐阜大学医学部記念会館だより 2012 年；

97 巻：8－11. 
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2） 大西佳文，村瀬勝俊．Zollinger-Ellison 症候群，消化器内視鏡 2012 年；24 巻：1770－1771. 
3） 竹村博文．[オープニングリマークス] 冠動脈血行再建術の進歩と問題点‐CABG の進歩と問題点‐，日本

冠疾患学会雑誌 2013 年；19 巻：277. 
 

総説（欧文） 
1） Takemura H. Selection of artificial valve for the patients on hemodialysis. Gen Thorac Cardiovasc 

Surg. 2013;61:314-319.  
2） Iwata H. Minimally invasive pulmonary surgery for lung cancer, up to date. Gen Thorac Cardiovasc 

Surg. 2013;61:449-454.  
3） Takemura H. Robot-Assisted Coronary Artery Bypass. Circ J. 2014;78:313-314. IF 3.685 

 
原著（和文） 

1） 石田成吏洋，島袋勝也，松野幸博，竹村博文．左前側方開胸アプローチ，左内胸動脈－橈骨動脈 I-composite 
graft を用いた redo CABG の 1 例，日本冠疾患学会雑誌 2012 年；18 巻：36－38． 

2） 木村真樹，山田卓也，加藤喜彦，關野考史，阪本研一，竹村博文．脾臓合併膵体尾部切除術を施行した甲

状腺乳頭癌の膵尾部転移の 1 例，日本消化器外科学会雑誌 2012 年；45 巻：203－209． 
3） 松本真介，森 義雄，滝谷博志，岩田 尚，白橋幸洋．関節リウマチに合併した多房性胸腺囊胞，胸部外

科 2012 年；65 巻：205－208． 
4） 木村真樹，關野考史，荒川信一郎，小椋弘樹，東 敏弥，關野誠史郎，名知 祥，村瀬勝俊，竹村博文．

75 歳以上の高齢者に対する膵頭十二指腸切除術の安全性の検討，日本外科系連合学会誌 2013 年；38 巻：

203－208． 
5） 東 敏弥，關野考史，木村真樹，關野誠史郎，村瀬勝俊，竹村博文．双孔式 S 状結腸ストーマに発生した

傍ストーマヘルニアに対し腹腔鏡下に modified Sugerbaker technique で修復した 1 例，日本内視鏡外科

学会雑誌 2014 年；19 巻：91－95． 
6） 松井雅史，岩田 尚，白橋幸洋，水野吉雅，荒川友希，竹村博文．肺切除後創感染に対し Vacuum Assisted 

Closure (VAC) therapy system が有効であった 1 例，日本呼吸器外科学会雑誌 2014 年；28 巻：601－
607． 

7） 水野吉雅，三ツ田翔平，山本裕崇，白橋幸洋，岩田 尚，竹村博文．胸腔鏡下右中葉切除術を施行した iceberg 
tumor growth pattern を呈した気管支型肺平滑筋腫の 1 例，日本呼吸器外科学会雑誌 2014 年；28 巻：

933－936． 
 

原著（欧文） 
1） Matsuno Y, Ishida N, Fukumoto Y, Shimabukuro K, Takemura H. Simultaneous endovascular 

aneurysm repair and distal gastrectomy in a patient with concomitant abdominal aortic aneurysm and 
advanced gastric cancer. Ann Vasc Dis. 2012;5:69-72.  

2） Miyahara T, Umeda Y, Yoshikawa S, Matsuno Y, Iwata H, Takemura H. Selective blockade of apoptosis 
by in vivo electroporation-mediated gene transfer combined with portal infusion of plasmid DNA 
attenuates liver cirrhosis. Minerva Chir. 2012;67:249-255. IF 0.707 

3） Mizuno Y, Iwata H, Shirahashi K, Takamochi K, Oh S, Suzuki K, Takemura H. The importance of 
intraoperative fluid balance for the prevention of postoperative acute exacerbation of idiopathic 
pulmonary fibrosis after pulmonary resection for primary lung cancer. Eur J Cardio-Thorac. 
2012;41:e161-165. IF 3.048 

4） Matsuno Y, Shimabukuro K, Ishida N, Fukumoto Y, Takemura H. Staged hybrid debranching and 
thoracic endovascular aneurysm repair for multiple aortic aneurysms after conventional open repair of 
the descending aorta: a case report. Ann Vasc Dis. 2012;5:225-228.  

5） Matsuno Y, Ishida N, Shimabukuro K, Takemura H. An unusual case of the right subclavian artery 
aneurysm resulting from long-term repetitive blunt chest trauma. J Vasc Surg. 2012;56:219-222. IF 2.980 

6） Matsuno Y, Ishida N, Fukumoto Y, Shimabukuro K, Takemura H. Acute type A aortic dissection 
complicated by persistent left superior vena cava. Asian Cardiovasc Thorac Ann. 2012;20:466-468.  

7） Matsuno Y, Shimabukuro K, Ishida N, Takemura H. Off-pump complete pericardiectomy for an 
unusual case of annular constrictive pericarditis. Ann Thorac Surg. 2012;94:e45-47. IF 3.631 

8） Matsuno Y, Ishida N, Fukumoto Y, Shimabukuro K, Takemura H. Successful repair of abdominal 
aortic aneurysm with double inferior vena cava: a case report. Gazzetta Medica Italiana Archivio per 
le Scienze Mediche. 2012;171:665-668.  

9） Mizuno Y, Iwata H, Shirahashi K, Matsui M, Takemura H. Persistent spontaneous pneumothorax for 
four years: a case report. Prague Med Rep. 2012;113:303-308.  

10） Hatano Y, Otsuka S, Chousa M, Saito S, Nollet KE, Ohto H, Shimabukuro K, Takemura H, Hara A. 
Fatal delayed hemolytic transfusion reaction associated with anti-Di(b) and anti-E. Transfus Apher 
Sci. 2012;47:263-268. IF 1.072 

11） Matsuno Y, Fukumoto Y, Ishida N, Shimabukuro K, Takemura H. Mycotic left main coronary artery 
aneurysm following double-valve replacement for active infective endocarditis. Ann Thorac Cardiovasc 
Surg. 2013;19:70-72. IF 0.687 

12） Iwata H, Shirahashi K, Mizuno Y, Matsui M, Takemura H. Surgical technique of lung segmental 
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resection with two intersegmental planes. Interact Cardiov Th. 2013;16:423-425. IF 1.109 
13） Iwata H, Shirahashi K, Mizuno Y, Matsui M, Yamamoto H, Takemura H. Left lower apical 

segmentectomy after video-assisted left upper lobectomy for relapse in lung cancer: benefit to avoid 
completion pneumonectomy. Gen Thorac Cardiovasc Surg. 2013;61:359-361.  

14） Goshima S, Kanematsu M, Kondo H, Kawada H, Kojima T, Sakurai K, Watanabe H, Shimabukuro K, 
Matsuno Y, Ishida N, Takemura H, Bae KT. Preoperative planning for endovascular aortic repair of 
abdominal aortic aneurysms: feasibility of nonenhanced MR angiography versus contrast-enhanced 
CT angiography. Radiology. 2013;267:948-955. IF 6.214 

15） Ishida N, Shimabukuro K, Matsuno Y, Arakawa Y, Takemura H. Tumorectomy with right thoracotomy 
for synchronous left atrial myxomas from Carney complex: report of a case. Surg Today. 2014;44:185- 
187.  IF  1.208 

16） Mizuno Y, Iwata H, Shirahashi K, Takemura H. One-stage bilateral pulmonary resections for 
pulmonary metastases. Gen Thorac Cardiovasc Surg. 2014;62:53-57.  

17） Tawada C, Oshitani Y, Kimura M, Seishima M. Successful treatment of anal and perianal condyloma 
acuminata with imiquimod. Acta Derm-Venereol. 2014;94:118-119. IF 4.244 

18） Ishida N, Shimabukuro K, Matsuno Y, Ogura H, Takemura H. Single coronary artery with bicuspid 
aortic valve stenosis and aneurysm of the ascending aorta: report of a case. Surg Today. 2014;44:550- 
552. IF 1.208 

19） Wu H, Iwata H, Kimura M, Sekino T, Yamada T, Takemura H. Use of Shigyaku-san to improve liver 
function and regeneration after hepatectpmy in rats. Chirurgia. 2014;27:143-149.  

20） Iwata H, Shirahashi K, Mizuno Y, Yamamoto H, Takemura H. Feasibility of segmental resection in 
non-small-cell lung cancer with ground-glass opacity. Eur J Cardio-Thorac. 2014;46:375-379. IF 3.048 

21） Ishida N, Shimabukuro K, Matsuno Y, Higashi T, Takemura H. Mitral valve repair for Staphylococcus 
lugdunensis infective endocarditis: report of a case. Surg Today. 2014;44:1946-1948. IF 1.208 

22） Yano M, Iwata H, Hashizume M, Shigemitsu K, Adachi K, Tokui T, Matsuyama T. Adverse events of 
lung tissue stapling in thoracic surgery. Ann Thorac Cardiovas. 2014;20:370-377. IF 0.687 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：岩田 尚，研究分担者：白橋幸洋，水野吉雅，松井雅史；科学研究費補助金基盤研究(C)：

肺気腫症に対する肺切除後の残存肺組織再生に関する実験的検討；平成 22－24 年度；3,800 千円

(3,000：400：400 千円) 
2） 研究代表者：關野考史，研究分担者：村瀬勝俊，木村真樹，關野誠史郎；学術研究助成基金助成金

挑戦的萌芽研究：細菌性腹膜炎に対するマイクロバブル生理食塩水による腹腔内灌流洗浄の有効

性；平成 23－24 年度；2,400 千円(1,500：900 千円) 
3） 研究代表者：島袋勝也，研究分担者：松野幸博，竹村博文；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：

Bartonella henselae を用いた重症虚血肢に対する治療法の確立；平成 24－26 年度；4,100 千円

(2,900：600：600 千円) 
4） 研究代表者：村瀬勝俊，研究分担者：木村真樹，關野誠史郎；学術研究助成基金助成金挑戦的萌芽

研究：熱変成性生分解化合物を用いたステントレス胆管吻合法の開発；平成 24－25 年度；1,900 千

円(1,000：900 千円) 
5） 研究代表者：石田成吏洋；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：慢性虚血心におけるエリスロポエ

チン投与下大網充填術による新たなる外科治療の確立；平成 24－25 年度；3,300 千円(2,300：1,000
千円) 

6） 研究代表者：松野幸博，研究分担者：竹村博文，島袋勝也；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：
低酸素応答システムを標的とした超音波遺伝子導入による病的心筋リモデリングの制御；平成 25－
27 年度；3,800 千円(2,400：600：800 千円) 

2）受託研究 
1） 竹村博文，島袋勝也，福本行臣，松野幸博，石田成吏洋：アンプラーグ特定使用成績調査；平成 21

－25 年度；787,500 円：田辺三菱製薬(株) 
2） 竹村博文，關野考史：StageⅢb 大腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としての UFT/Leucovor 

in 療法と TS-1/Oxaliplatin 療法のランダム化比較第Ⅲ相試験；平成 22－32 年度；605,770 円：大

鵬薬品工業(株) 
3） 山田卓也，關野考史，木村真樹，加藤喜彦：ベクティビックス特定使用成績調査‐KRAS 遺伝子野

生型の切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌に関する調査‐；平成 22－24 年度；157,500 円：武田

薬品(株) 
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4） 竹村博文，島袋勝也，松野幸博，石田成吏洋：ゴア TAG 胸部大動脈ステントグラフトシステム使用

成績調査(全例調査)；平成 23－28 年度；1,155 千円：日本ゴア(株) 
5） 竹村博文，岩田 尚，白橋幸洋，松井雅史：タコシール組織接着用シート特定使用成績調査；平成

25 年度；157,500 円：CSL ベーリング(株) 
6） 竹村博文，關野考史，島袋勝也，村瀬勝俊，石田成吏洋，松野幸博，木村真樹，名知 祥，關野誠

史郎：タコシール組織接着用シート使用成績調査；平成 25 年度；168,000 円：CSL ベーリング(株) 
7） 竹村博文，關野誠史郎：エルプラット点滴静注液 50mg，100mg，200mg 副作用・感染症自発報

告調査；平成 26 年度；21,600 円：(株)ヤクルト本社 
8） 關野考史，村瀬勝俊，木村真樹，關野誠史郎：ユナシン－S (キット) 静注用 特定使用成績調査 －

肺炎，肺腫瘍，腹膜炎に対する高用量(1 日 6g 超)投与に関する調査－；平成 26－27 年度；97,200
円：ファイザー(株) 

9） 兼村信宏，關野考史，島袋勝也：クリオシールシステム使用成績調査；平成 26－27 年度；216,600
円：旭化成メディカル(株) 

3）共同研究 
1） 木村真樹：医療技術習熟用模擬シミュレーターの開発；平成 23－28 年度；200 千円：(株)タナック 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
竹村博文： 
1） 日本外科学会代議員(～現在) 
2） 日本外科学会指定施設指定委員会/指導医選定委員会委員(～現在) 
3） 日本胸部外科学会評議員(～現在) 
4） 日本胸部外科学会総務・渉外委員会委員(平成 24 年度) 
5） 日本胸部外科学会選挙管理委員会委員(平成 26 年度) 
6） 日本胸部外科学会 COI 委員会委員(平成 26 年度) 
7） 日本心臓血管外科学会理事(平成 24 年 4 月～現在) 
8） 日本心臓血管外科学会評議員(～現在) 
9） 日本心臓血管外科学会学会誌編集委員会副委員長(平成 26 年 4 月～現在) 

10） 日本心臓血管外科学会「啓発活動」推進部会部会長(平成 25 年 4 月～現在) 
11） 日本心臓血管外科学会広報啓発委員会委員長(平成 24 年 4 月～現在) 
12） 日本心臓血管外科学会専門医制度委員会委員(平成 24 年 4 月～現在) 
13） 日本心臓血管外科学会将来構想・企画委員会委員(平成 24 年 6 月～現在) 
14） 日本心臓血管外科学会規約改定委員会委員(平成 24 年 4 月～現在) 
15） 日本心臓血管外科学会 COI(利益相反)委員会委員(平成 24 年 7 月～現在) 
16） 日本心臓血管外科学会施設集約化委員会委員(平成 24 年 4 月～平成 26 年 3 月) 
17） 日本心臓血管外科学会理念検討委員会委員(平成 24 年 4 月～平成 26 年 3 月) 
18） 日本循環器学会社員(～現在) 
19） 日本循環器学会専門医実務委員会委員(平成 24 年 6 月～現在) 
20） 日本循環器学会東海支部評議員(～現在) 
21） 日本血管外科学会評議員(～現在) 
22） 日本血管外科学会東海北陸地方会世話人(～現在) 
23） 日本冠動脈外科学会理事(平成 26 年 1 月～現在) 
24） 日本冠動脈外科学会評議員(～現在) 
25） 日本冠疾患学会評議員(～現在) 
26） 日本冠疾患学会編集委員会委員(平成 24 年 9 月～平成 26 年 1 月) 
27） 日本冠疾患学会編集委員会副委員長(平成 26 年 2 月～現在) 
28） 日本冠疾患学会合同プログラム小委員会委員(平成 25 年 12 月～現在) 
29） 日本冠疾患学会ハートチームのあり方検討委員会委員(平成 25 年 12 月～現在) 
30） 日本冠疾患学会 FJCA 委員会委員(平成 24 年 9 月～現在) 
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31） 日本脈管学会評議員(～現在) 
32） 日本ロボット外科学会監事(～現在) 
33） 日本甲状腺外科学会評議員(～現在) 
34） 関西胸部外科学会評議員(～現在) 
35） 東海外科学会評議員(～現在) 
36） 日本 Advanced Heart & Vascular Surgery/OPCAB 研究会幹事(～現在) 
37） 日本心臓血管外科手術データベース機構(JCVSDO)幹事(～現在) 
38） 3 学会構成心臓血管外科専門医認定機構委員(平成 24 年 1 月～現在) 
 
岩田 尚： 
1） 日本外科学会代議員(～現在) 
2） 日本胸部外科学会評議員(～現在) 
3） 日本呼吸器外科学会評議員(～現在) 
4） 日本呼吸器外科学会編集委員会委員(～現在) 
5） 日本呼吸器外科学会国際委員会委員(平成 25 年 5 月～現在) 
6） 日本呼吸器外科学会手術教育部会部員(平成 25 年 5 月～現在) 
7） 日本内視鏡外科学会評議員(～現在) 
8） 関西胸部外科学会評議員(～現在) 
9） 東海外科学会評議員(～現在) 
 
關野考史： 
1） 東海外科学会評議員(～現在) 
2） 日本外科学会代議員(平成 26 年 2 月～現在) 
 
島袋勝也： 
1） 日本血管外科学会評議員(～現在) 
2） 日本脈管学会評議員(～現在) 
3） 日本血管外科学会東海北陸地方会世話人(～現在) 
4） 東海外科学会評議員(～現在) 
 
村瀬勝俊： 
1） 日本臨床外科学会評議員(～現在) 
2） 日本肝胆膵外科学会評議員(～現在) 
 
木村真樹： 
1） 日本肝胆膵外科学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
竹村博文： 
1） 第 218 回岐阜外科集談会(平成 24 年 6 月，岐阜) 
2） 第 8 回循環器治療：内科外科 Joint Forum(平成 24 年 9 月，名古屋) 
3） 第 219 回岐阜外科集談会(平成 24 年 10 月，岐阜) 
4） 岐阜弁膜症ワークショップ(平成 24 年 11 月，岐阜) 
5） 第 18 回岐阜胸部疾患治療研究会(平成 25 年 3 月，岐阜) 
6） 岐阜弁膜症ワークショップ(平成 25 年 10 月，岐阜) 
7） 第 143 回日本循環器学会東海地方会(平成 26 年 7 月，岐阜) 
8） 第 30 回健脚を血管病から守る公開シンポジウム(平成 26 年 9 月，岐阜) 
 
岩田 尚： 
1） 第 76 回岐阜県肺癌研究会・第 86 回岐阜胸部疾患読影研究会(平成 25 年 7 月，岐阜) 
2） 中部胸腔鏡セミナー2014(平成 26 年 9 月，岐阜) 
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村瀬勝俊： 
1） 第 85 回岐阜県膵･胆道研究会(平成 25 年 9 月，岐阜) 

3）学術雑誌 
竹村博文： 
1） 日本冠疾患学会雑誌；編集委員(平成 24 年 9 月～平成 26 年 1 月) 
2） 日本冠疾患学会雑誌；編集委員会副委員長(平成 26 年 2 月～現在) 
3） 日本心臓血管外科学会雑誌；編集委員会副委員長(平成 26 年 4 月～現在) 
 
岩田 尚： 
1） 日本呼吸器外科学会雑誌；編集委員(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
竹村博文： 
1） 第 12 回葉山ハートセミナー(平成 24 年 3 月，神奈川，シンポジウム「ACS に対する CABG 戦略」

シンポジスト) 
2） 岐阜県眼科医会談話会(平成 24 年 6 月，岐阜，講演「最近の心臓大血管外科-オフポンプバイパス手

術、ステント治療、小切開手術-」演者) 
3） 第 218 回岐阜外科集談会(平成 24 年 6 月，岐阜，特別講演「鏡視下手術を教室のテーマとして-教育

と臨床の実際-」座長) 
4） West Japan MICS Summit ～Lessons from experts～(平成 24 年 6 月，大阪，ビデオライブおよび

ラウンドテーブルディスカッション「MICS-MITRAL up-to-date in Japan」座長) 
5） 第 11 回福島周術期循環動態研究会(平成 24 年 7 月，福島，特別講演「冠動脈バイパス術の術中グラ

フト評価-内胸動脈バイパスを極める-」演者) 
6） 第 17 回日本冠動脈外科学会学術大会(平成 24 年 7 月，東京，ランチョンセミナー「Building of succe 

ssful robotic revascularization program」座長) 
7） 心臓血管外科サマースクール 2012(平成 24 年 8 月，神奈川，模擬手術ライブデモンストレーション

「上行大動脈、大動脈弁置換術(人工心肺・心筋保護を含む)」コメンテーター) 
8） 心臓血管外科サマースクール 2012(平成 24 年 8 月，神奈川，ウェットラボ実技初期研修医コース「人

工血管・大動脈弁置換術」講師) 
9） 第 8 回循環器治療：内科外科 Joint Forum(平成 24 年 9 月，名古屋，講演「透析患者の弁膜症に対

する手術適応と弁選択における EBM REVIEW」演者) 
10） 第 219 回岐阜外科集談会(平成 24 年 10 月，岐阜，教育講演「外科領域における抗菌薬の使い方につ

いて」座長) 
11） 第 219 回岐阜外科集談会(平成 24 年 10 月，岐阜，教育講演「急性期栄養管理の基本と実際」座長) 
12） 第 65 回日本胸部外科学会定期学術集会(平成 24 年 10 月，福岡，ランチョンセミナー「当科におけ

る弓部大動脈瘤治療の変遷」演者) 
13） 第 65 回日本胸部外科学会定期学術集会(平成 24 年 10 月，福岡，Case Report Award(成人心臓)「再

冠動脈バイパス術における高周波心外膜エコーの役割」コメンテーター) 
14） CCT2012 Surgical(平成 24 年 11 月，神戸，Surgical Live Demonstration「ウシ心膜を用いた大動

脈弁再建術」「MICS 僧帽弁形成術」コメンテーター) 
15） 第 2 回熊本 Cardiovascular Forum(平成 24 年 11 月，熊本，特別講演「冠動脈バイパスにおけるク

オリティーコントロール」演者) 
16） 第 26 回日本冠疾患学会学術集会(平成 24 年 12 月，東京，冠動脈外科技術講習会「in-situ 動脈グラ

フトで OPCAB を完遂する」Basic コース「冠動脈バイパス術者としての第一歩」講師) 
17） 第26回日本冠疾患学会学術集会(平成24年12月，東京，外科ワークショップ「CABG周術期の stroke

対策-術前評価と治療戦略-」座長) 
18） 第 84 回岐阜循環器疾患研究会(平成 25 年 2 月，岐阜，特別講演「虚血性心筋症の外科治療」座長) 
19） 第 43 回日本心臓血管外科学会学術総会(平成 25 年 2 月，東京，ワークショップ「遠隔成績から見た

弁形成手術を検証する」座長) 
20） 再生医療と創薬の最前線第 1 回シンポジウム(平成 25 年 3 月，岐阜，講演「心臓血管外科の最新治

療」座長) 
21） 第 18 回岐阜胸部疾患治療研究会(平成 25 年 3 月，岐阜，特別講演「呼吸器外科医からみたびまん性
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肺疾患‐怖くてチャレンジングな疾患‐」座長) 
22） 岐阜外科トロンボモデュリン研究会(平成 25 年 3 月，岐阜，特別講演「炎症と凝固からみた重症患

者の治療戦略」座長) 
23） 第 37 回東海プロスタグランディン研究会(平成 25 年 5 月，名古屋，特別講演「重症虚血肢に対する

治療戦略はいかにあるべきか‐静脈グラフトの可能性を追求する‐」座長) 
24） 第 16 回日本 AHVS/OPCAB 研究会(平成 25 年 7 月，福岡，特別講演「Technique Overview of MICS 

CABG」座長」 
25） 第 18 回日本冠動脈外科学会学術大会(平成 25 年 7 月，福岡，第 9 回 OPCAB コンテスト審判) 
26） Japan MICS Summit in Osaka(平成 25 年 7 月，大阪，ディスカッション「MICS を始める際のピ

ットフォール～それぞれの立場から」座長) 
27） 第 33 回可茂循環器セミナー(平成 25 年 7 月，岐阜，特別講演「最新の心臓大血管手術」演者) 
28） 関中央病院開院 130 周年記念祝賀会(平成 25 年 7 月，岐阜，記念シンポジウム「関市の医療を考え

る～これまで、これから～」パネリスト) 
29） 心臓血管外科サマースクール 2013(平成 25 年 8 月，神奈川，初期研修医コース「手術手技体験 実

技Ⅰ・実技Ⅱ」指導教官) 
30） 心臓血管外科サマースクール 2013(平成 25 年 8 月，神奈川，模擬手術ライブデモンストレーション

「CABG」術者) 
31） 岐阜弁膜症ワークショップ(平成 25 年 10 月，岐阜，基調講演「大動脈弁手術の最近の動向」演者) 
32） 岐阜弁膜症ワークショップ(平成 25 年 10 月，岐阜，特別講演「大動脈弁形成術」座長) 
33） 東北信心臓血管外科懇話会(平成 25 年 11 月，長野，特別講演「冠動脈バイパス術の品質管理と最近

の取り組み(MICS、open stent)」演者) 
34） the 4th Sendai/New Tokyo LIVE(平成 25 年 11 月，宮城，講演「日本の心臓外科治療のエビデンス

を作る」演者) 
35） 第 27 回日本冠疾患学会学術集会(平成 25 年 12 月，和歌山，冠動脈外科技術講習会 Basic course「ITA

採取と吻合の基本手技」講師) 
36） 第 27 回日本冠疾患学会学術集会(平成 25 年 12 月，和歌山，冠動脈外科技術講習会 Premium course

「OPCAB を極める」講師) 
37） 第 27 回日本冠疾患学会学術集会(平成 25 年 12 月，和歌山，外科パネルディスカッション「RA，

GEA，SVG の遠隔成績」座長) 
38） 第 28 回心臓血管外科ウインターセミナー学術集会(平成 26 年 1 月，長野，イブニングセミナー「オ

フポンプ CABG プレコン中に LAD を切断し、救命し得た 1 例」演者) 
39） 第 44 回日本心臓血管外科学会学術総会(平成 26 年 2 月，熊本，招請講演「Improving Results in 

Coronary Surgery : Surgical Skill or Standardized Procedure?」座長) 
40） 第 38 回北陸血管症例検討会(平成 26 年 3 月，金沢，特別講演「弓部大動脈瘤に対する治療戦略」演

者) 
41） 第 25 回日本心エコー図学会学術集会(平成 26 年 4 月，金沢，ライブセッション「ビデオライブ」コ

メンテーター) 
42） 東海心臓外科フォーラム(平成 26 年 5 月，名古屋，Lecture「拡張型・虚血性心筋症に対する外科的

介入」座長) 
43） 揖斐郡医師会学術講演会(平成 26 年 5 月，岐阜，特別講演「最新の心臓大血管手術」演者) 
44） 第 33 回十八会講演会(平成 26 年 5 月，岐阜，講演「心臓手術における低侵襲への試み」演者) 
45） 第 222 回岐阜外科集談会(平成 26 年 5 月，岐阜，特別講演「直腸癌に対する腹腔鏡下手術」座長) 
46） 第 87 回岐阜循環器疾患研究会(平成 26 年 6 月，岐阜，特別講演「僧帽弁逆流を完璧に制御するため

の僧帽弁形成法の工夫」座長) 
47） 第 44 回可茂循環器セミナー(平成 26 年 6 月，岐阜，特別講演「冠動脈疾患の治療～バイパス術とカ

テーテル治療の比較」座長) 
48） 第 57 回関西胸部外科学会学術集会(平成 26 年 6 月，大阪，シンポジウム「瀰漫性多枝冠動脈病変に

対する外科的冠血行再建術の工夫と遠隔成績」座長) 
49） JAPAN MICS SUMMIT 2014(平成 26 年 6 月，大阪，ビデオライブ「MICS up-to-date」座長) 
50） 第 19 回日本冠動脈外科学会学術大会(平成 26 年 7 月，東京，ランチョンセミナー「ITA-LAD 吻合

のストラテジー」演者) 
51） 第 19 回日本冠動脈外科学会学術大会(平成 26 年 7 月，東京，Video Symposium「次世代に向けた

CABG の展望－MICS, Robotic, Hybrid CABG などの新たな手術手技のアイデア」座長) 
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52） 第 19 回日本冠動脈外科学会学術大会(平成 26 年 7 月，東京，Invited Lecture「The future of surgical 
coronary revascularization」座長) 

53）心臓血管外科サマースクール 2014(平成 26 年 8 月，神戸，「初期研修医コース」指導教官) 
54） Complex Cardiovascular Therapeutics 2014(平成 26 年 10 月，神戸，講演「この症例は、是非××

科でやって欲しい LMT」演者) 
55） 第 76 回日本臨床外科学会総会(平成 26 年 11 月，福島，ワークショップ「超高齢者に対する冠動脈

外科治療戦略」座長) 
56） 第 223 回岐阜外科集談会(平成 26 年 11 月，岐阜，特別講演「食道がん治療の変遷」座長) 
57） the 5th Sendai/New Tokyo LIVE(平成 26 年 12 月，東京，Session「CABG vs PCI; Current Status」

コメンテーター) 
58） 第 28 回日本冠疾患学会学術集会(平成 26 年 12 月，東京，冠動脈外科技術講習会 Advanced course

「美しい冠動脈吻合の秘訣」講師) 
59） 第 28 回日本冠疾患学会学術集会(平成 26 年 12 月，東京，外科シンポジウム「MICS-CABG の適応、

方法、位置づけ」座長) 
 
岩田 尚： 
1） 第 29 回日本呼吸器外科学会総会(平成 24 年 5 月，秋田，ビデオシンポジウム「当科の区域切除術の

検討」シンポジスト) 
2） 第 29 回日本呼吸器外科学会総会(平成 24 年 5 月，秋田，ランチョンセミナー「解剖に沿った根治的

区域切除術～質の高い低侵襲手術を目指して～」演者) 
3） 第 29 回日本呼吸器外科学会総会(平成 24 年 5 月，秋田，ブースセミナー「VATS Lobectomy におけ

る当科の工夫～安全安心に手術器械を使用するために～」講師) 
4） 第 25 回日本内視鏡外科学会総会(平成 24 年 12 月，横浜，シンポジウム「原発性肺癌における hybrid 

VATS 区域切除術」シンポジスト) 
5） 本巣地域医療連携講演会(平成 25 年 1 月，岐阜，特別講演「肺癌の疫学と治療」演者) 
6） 肺区域切除講習会(平成 25 年 4 月，上海(中国)，講義「肺区域切除術の基本」演者) 
7） 肺区域切除講習会(平成 25 年 4 月，上海(中国)，Animal Lab「犬を用いた左肺区域切除術」講師) 
8） 肺区域切除講習会(平成 25 年 4 月，上海(中国)，ビデオクリニック座長) 
9） 日本呼吸器外科学会第 20 回中部・北陸地区胸腔鏡手術セミナー(平成 25 年 6 月，静岡，講義「胸腔

鏡下手術を安全にかつ緻密に行うための工夫」演者) 
10） 第 56 回関西胸部外科学会学術集会(平成 25 年 6 月，広島，教育講演「肺腺癌の区域切除の問題点」

演者) 
11） 第 56 回関西胸部外科学会学術集会(平成 25 年 6 月，広島，Young Investigator Award「呼吸器」審

査員) 
12） 第 76 回岐阜県肺癌研究会・第 86 回岐阜胸部疾患読影研究会(平成 25 年 7 月，岐阜，特別講演「胸

腔鏡下肺癌手術の現状と問題点」座長) 
13） 平成 25 年度第 4 回岐阜大学病院研修医セミナー(平成 25 年 7 月，岐阜，講演「縫合セミナー」演者) 
14） 呼吸器外科サマースクール 2013(平成 25 年 7 月，神戸，「アドバンスコース(研修医)」講師) 
15） 呼吸器外科サマースクール 2013(平成 25 年 7 月，神戸，「ベーシックコース開胸グループ(学生)」講

師) 
16） 第 36 回呼吸器外科胸腔鏡セミナー(平成 25 年 8 月，静岡，「安全な胸腔鏡手術のために-新しいデバ

イスに触れる」講師) 
17） 第 29 回中濃臨床懇話会(平成 25 年 9 月，岐阜，特別講演「原発性肺癌に対する外科治療の現状と将

来」演者) 
18） 第 26 回日本小切開・鏡視外科学会(平成 25 年 11 月，東京，シンポジウム「原発性肺癌における hybrid 

VATS 区域切除術」シンポジスト) 
19） 第 111 回大岐医会(平成 25 年 11 月，岐阜，講演「原発性肺癌に対する外科治療の現状と今後」演者) 
20） 第 13 回岐阜胸部外科フォーラム特別講演会(平成 25 年 11 月，岐阜，特別講演「呼吸器外科ロボッ

ト手術を上手に行うための工夫」座長) 
21） 第 26 回日本内視鏡外科学会総会(平成 25 年 11 月，福岡，シンポジウム「臨床病期Ⅰ期原発性肺癌

の手術アプローチごとの再発形式、予後に関する検討」シンポジスト) 
22） 第 3 回ヘルスケア産業・医療機器等開発人材養成セミナー(現場実践コース)(平成 26 年 2 月，岐阜，

講義「内視鏡外科手術トレーニングセンターの紹介」演者) 
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23） 第 114 回日本外科学会定期学術集会(平成 26 年 4 月，京都，ディベート「区域切除は、Hybrid か

Complete VATS か？」「Hybrid」演者) 
24） 広島胸腔鏡下肺区域切除セミナー(平成 26 年 4 月，広島，講演「当院における胸腔鏡下肺区域切除

について」演者) 
25） 第 27 回岐阜プライマリ・ケアカンファレンス(平成 26 年 5 月，岐阜，特別講演「肺癌の外科治療の

最前線」演者) 
26） 第 31 回日本呼吸器外科学会総会(平成 26 年 5 月，東京，ランチョンセミナー「胸腔鏡下肺癌手術に

おける Tips-手技の工夫と Energy Device の使用法-」演者) 
27） 第 57 回関西胸部外科学会学術集会(平成 26 年 6 月，大阪，シンポジウム「胸腔鏡下肺がん手術のト

ラブル予防と対策」座長) 
28） 第 13 回岐阜呼吸器治療セミナー(平成 26 年 9 月，岐阜，教育講演「肺癌外科治療の最新の知見」演

者) 
29） 第 1 回呼吸器外科胸腔鏡教育セミナー(平成 26 年 10 月，東京，講義「VATS 手技セミナー2」演者) 
 
關野考史： 
1） 第 11 回養老地域医療連携セミナー(平成 24 年 2 月，岐阜，講演「最新の大腸癌治療」演者) 
2） 第 37 回日本外科系連合学会学術集会(平成 24 年 6 月，福岡，ビデオシンポジウム「腹腔鏡下結腸右

半切除 D3 リンパ節郭清における工夫」シンポジスト) 
3） 第 10 回岐阜平成消化管疾患研究会(平成 24 年 7 月，岐阜，講演「最適な大腸癌外科治療をめざして」

演者) 
4） 第 2 回岐阜消化器外科症例検討会(平成 24 年 9 月，岐阜，特別講演「直腸がんにおける腹腔鏡下手

術の現状と今後の展望～ISR の手技の工夫を含めて～」座長) 
5） Colorectal Cancer Meeting in GIFU(平成 25 年 3 月，岐阜，ディスカッション「Aggressive approach

としての抗 EGFR 抗体薬をどう使いこなすか？」ディスカッサー) 
6） 第 286 回東海外科学会(平成 25 年 10 月，岐阜，若手奨励賞「消化器 2」審査員) 
7） Chugai Colorectal Cancer Seminar(平成 26 年 12 月，岐阜，特別講演「直腸癌・肛門管扁平上皮癌

に対する化学放射線療法」座長) 
 
島袋勝也： 
1） 第 83 回岐阜循環器疾患研究会(平成 24 年 6 月，岐阜，教育講演「胸部・腹部大動脈瘤に対するステ

ントグラフト治療の適応と限界」演者) 
2） 第 39 回岐阜糖尿病病診連携懇話会(平成 25 年 3 月，岐阜，特別講演「胸部・腹部大動脈瘤に対する

ステントグラフト治療法」演者) 
3） 揖斐郡医師会学術講演会(平成 25 年 3 月，岐阜，特別講演「当科における胸部・腹部大動脈瘤およ

び閉塞性動脈硬化症に対する治療の現状」演者) 
4） TEVAR and EVAR meeting with Aichi Medical University and Fujita Health University(平成 25

年 4 月，愛知，講演「当科で経験した胸部・胸腹部領域における TEVAR の検討」演者) 
5） 第 14 回養老地域医療連携セミナー(平成 26 年 9 月，岐阜，講演「大動脈瘤治療の最前線と下肢静脈

瘤治療について」演者) 
6） ステントグラフト研究会 In GIFU 2014(平成 26 年 10 月，岐阜，講演「当院におけるステントグラ

フト内挿術の経験」演者) 
7） 名古屋胸部大動脈治療研究会(平成 26 年 11 月，名古屋，講演「慢性解離性大動脈瘤に対する治療戦

略」演者) 
 
村瀬勝俊： 
1） 第 76 回日本臨床外科学会総会(平成 26 年 11 月，福島，ワークショップ「膵頭十二指腸切除術後早

期退院にむけての取り組み」演者) 
 
白橋幸洋： 
1） 第 30 回呼吸器外科胸腔鏡セミナー(平成 24 年 1 月，静岡，胸腔鏡手術手技に関する講義/アニマル

ラボ指導) 
2） 第 32 回呼吸器外科胸腔鏡セミナー(平成 24 年 7 月，静岡，胸腔鏡手術手技に関する講義/アニマル

ラボ指導) 
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3） 第 56 回関西胸部外科学会学術集会(平成 25 年 6 月，広島，シンポジウム「当科における病理病期Ⅰ

期原発性肺癌に対する区域切除術の適応と予後」シンポジスト) 
4） 第 57 回関西胸部外科学会学術集会(平成 26 年 6 月，大阪，シンポジウム「当科の原発性肺癌に対す

る胸腔鏡下手術手技の安全性と安定化」シンポジスト) 
 
石田成吏洋： 
1） 第 8 回循環器治療：内科外科 Joint Forum(平成 24 年 9 月，名古屋，講演「出血性消化管疾患を合

併した慢性維持透析導入後大動脈弁狭窄症の一例」演者) 
2） 第 26 回日本冠疾患学会学術集会(平成 24 年 12 月，東京，外科ワークショップ「CABG 周術期にお

ける動脈硬化性病変由来の脳梗塞予防」演者) 
3） 岐阜弁膜症ワークショップ(平成 25 年 10 月，岐阜，講演「自己心膜を用いた大動脈弁再建術の一手

術例」演者) 
4） 第 86 回岐阜循環器疾患研究会(平成 26 年 2 月，岐阜，教育講演「心臓手術における周術期合併症軽

減と手術低侵襲化への取り組み」演者) 
5） 第 10 回循環器治療：内科外科 Joint Forum(平成 26 年 6 月，名古屋，講演「低左心機能、中等度僧

帽弁閉鎖不全を合併した重症三枝病変症例の長期成績」演者) 
6） 第 76 回日本臨床外科学会総会(平成 26 年 11 月，福島，ワークショップ「75 歳以上の超高齢者にお

ける待機的初回単独冠動脈バイパス術の術後早期成績の検討」演者) 
 
木村真樹： 
1） 第 37 回日本外科系連合学会学術集会(平成 24 年 6 月，福岡，パネルディスカッション「75 歳以上

の高齢者に対する膵頭十二指腸切除術は安全である」パネリスト) 
 
關野誠史郎： 
1） 第 37 回日本外科系連合学会学術集会(平成 24 年 6 月，福岡，パネルディスカッション「80 歳以上

の超高齢者における結腸・直腸癌に対する腹腔鏡下手術の検討」パネリスト) 
2） 第 62 回日本輸血・細胞治療学会総会(平成 26 年 5 月，奈良，シンポジウム「消化器外科領域におけ

る自己フィブリン糊の使用経験」シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 小椋弘樹：第 284 回東海外科学会若手奨励賞(平成 24 年度) 
2） 豊田和孝，岡本 淳，川村和也，小林 洋，竹村博文，藤江正克：心拍同期機能を有したマスタ・

スレーブ型手術ロボットシステムの開発(位置同期性能および同期縫合操作性の評価)，日本機械学会

論文集(C 編) 2011 年；77 巻 778 号：195-207：日本機械学会賞(論文)(平成 24 年度) 
3） 栃井航也：第 113 回日本外科学会定期学術集会 Young Researcher Award(平成 25 年度) 

9．社会活動 
竹村博文： 
1） 岐阜県身体障害者厚生相談所身体障害者医学判定非常勤医師(～現在) 
2） 岐阜県社会福祉審議会委員(～現在) 
3） 岐阜市社会福祉審議会委員(～現在) 
4） 西日本医科学生体育連盟理事(平成 25 年度) 
 
關野考史： 
1） 岐阜地域医師会連携パス大腸がん運営委員(～現在) 
 
島袋勝也： 
1） 岐阜県医師会糖尿病医療連携研究会委員(～現在) 

10．報告書 
1） 白橋幸洋：肺気腫に対する伸縮性コラーゲンのラッピング法の開発：平成 21－23 年度科学研究費助

成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 5 月) 
2） 松野幸博：骨髄由来平滑筋細胞を標的とした病的血管リモデリングに対する遺伝子治療：平成 22－
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23 年度科学研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 5 月) 
3） 水野吉雅：MRSA  DNA ワクチンによる人工血管感染予防：平成 22－23 年度科学研究費助成事業 

(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 5 月) 
4） 木村真樹：成人間生体部分肝移植におけるうっ血を伴うグラフト肝再生の改善：平成 22－23 年度科

学研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 24 年 5 月) 
5） 岩田 尚：肺気腫症に対する肺切除後の残存肺組織再生に関する実験的検討：平成 22－24 年度科学

研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書(平成 25 年 5 月) 
6） 關野考史：細菌性腹膜炎に対するマイクロバブル生理食塩水による腹腔内灌流洗浄の有効性：平成

23－24 年度科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)研究成果報告書(平成 25 年 5 月) 
7） 村瀬勝俊：熱変成性生分解化合物を用いたステントレス胆管吻合法の開発：平成 24－25 年度科学研

究費助成事業(学術研究助成基金助成金)研究成果報告書(平成 26 年 5 月) 
8） 石田成吏洋：慢性虚血心におけるエリスロポエチン投与下大網充填術による新たなる外科治療の確

立：平成 24－25 年度科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)研究成果報告書(平成 26 年 5 月) 

11．報道 
1） 竹村博文：美濃加茂の木沢記念病院 心臓血管手術に成功 50 代男性大動脈弁を人工弁に「新たな

一歩、責任は大」：中日新聞(2012 年 1 月 25 日) 
2） 岩田 尚：「研究室から 大学はいま」からだにやさしい肺がん手術：岐阜新聞(2012 年 2 月 28 日) 
3） 岩田 尚：内視鏡手術支援「ダ・ヴィンチ」使用 呼吸器外科の手術成功 美濃加茂 県内初、木

沢記念病院で：岐阜新聞(2012 年 3 月 15 日) 
4） 岩田 尚：3D 内視鏡カメラ装着 医療ロボでミリ単位操作 肺がん切除手術に成功 岐阜大付属と

木沢記念病院チーム 執刀医「患者負担の軽減期待」：中日新聞(2012 年 3 月 16 日) 
5） 岩田 尚：最先端の外科手術 高校生 44 人が体験 岐阜大医学部講座：中日新聞(2012 年 8 月 13 日) 
6） 岩田 尚：「ブラックジャックを探せ」呼吸器疾患に立ち向かう岩田医師 胸腔鏡で地方に最先端医

療を：夕刊フジ(2012 年 12 月 21 日) 
7） 島袋勝也：「研究室から 大学はいま」動脈瘤の新たな治療法応用：岐阜新聞(2013 年 1 月 29 日) 
8） 竹村博文：地域医療担い 130 年 関中央病院が記念式典：岐阜新聞(2013 年 7 月 28 日) 
9） 岩田 尚：医師志す高校生が模擬手術 岐阜大病院 外科セミナーに 36 人：読売新聞(2013 年 7 月

29 日) 
10） 岩田 尚：外科医を目指して 高校生たち手術模擬体験 岐阜大病院 電気メスや縫合練習：中日新

聞(2013 年 7 月 30 日) 
11） 岩田 尚：外科医のやりがい実感 高校生が岐阜大病院で体験セミナー 模擬手術、内視鏡操作に

挑戦：岐阜新聞(2013 年 8 月 4 日) 
12） 竹村博文：人工弁使わず心臓手術 大動脈弁形成、岐阜大病院が県内初 心膜で代用感染症リスク

低減：岐阜新聞(2013 年 8 月 7 日) 
13） 村瀬勝俊：「研究室から 大学はいま」2 段階で門脈閉塞し肝切除：岐阜新聞(2013 年 11 月 12 日) 
14） 岩田 尚：手術ロボットで肺がん切除 米国人医師が指導 美濃加茂木沢記念病院：中日新聞(2013

年 11 月 21 日) 
15） 岩田 尚：手術ロボで肺がん手術 美濃加茂の木沢記念病院 米の名医指導「痛み減少」：岐阜新聞

(2013 年 12 月 21 日) 
16） 岩田 尚：病院の実力～岐阜編 79 肺がん 薬剤の種類 増加 ロボット手術 他院と連携：読売新

聞(2014 年 8 月 3 日) 
17） 岩田 尚：高校生が外科手術"体験" 岐阜大病院セミナー 切開装置を操作：岐阜新聞(2014 年 8 月

9 日) 

12．自己評価 
評価 

新研修医制度や地域医療における医師不足が医局運営にも影を落としており，研究と臨床の両立が迫

られている。その中で心臓血管外科，消化器外科，呼吸器外科領域で研究が進んでいる。心臓血管外科

領域では腹部動脈瘤発生機序からみた瘤拡大抑制，縦隔炎に対する抗菌剤以外の治療法の模索を行って

きた。呼吸器外科領域では肺葉切除後の右心不全予防の研究が進んできた。消化器外科領域では拡大肝

切除の肝再生促進の研究で様々な要因を用いた研究が進んできた。これらの研究課題で科学研究費を含

めて外部資金も獲得してきた。 
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現状の問題点及びその対応策 
社会人大学院の増加で研究は進んでいるが，大学院専属の学生に比べて研究に費やせる時間が制限さ

れる。臨床系医師が研究するにあたっては基礎教室と十分な連携と協力を頂きながら研究を行わなけれ

ばならない。今後も大学院生数の確保が重要で，基礎教室ともさらなる連携を図り内外に報告できる研

究成果を上げていかなければならない。 
 

今後の展望 
これまでの教室の研究成果を踏まえつつ，新しい研究テーマに展開していきたい。動物実験施設は充

実しており，自由な研究環境は整っていると考える。多くの大学院生が今後も集まり，心臓血管外科，

消化器外科，呼吸器外科それぞれの領域がお互いに刺激し合い総合的外科教室としての研究を進めてい

きたい。 
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（6）整形外科学分野 

1．研究の概要 
1）EWS/Fli-1 と VEGF の関連の解明 

EWS/Fli-1 は VEGF の発現を促進していることを示した。加えて RNA 干渉を用いて VEGF-A の発現

を抑制することにより, ヒト Ewing 肉腫の担癌マウスモデルにおいて腫瘍増大抑制効果が得られること

を示した。 
2）EWS/Fli-1 を標的とした small interfering RNA(siRNA)の治療効果の解明 

EWS/Fli-1 を標的とした siRNA を合成し, RNA 干渉を用いてヒト Ewing 肉腫細胞の EWS/Fli-1 の発

現を抑制した。さらにヒト Ewing 肉腫細胞およびその担癌マウスモデルにおける抗腫瘍効果を示した。 
3）Aurora kinase と CDK の抑制による抗腫瘍効果の検討 

Aurora kinase 及び CDK の二重阻害剤である JNJ-7706621(JNJ)は細胞周期を停止させることによ

り Ewing 肉腫細胞の増殖を抑制した。JNJ により分裂期の細胞は, チェックポイント機構の破綻をきた

し, 染色体分離が行われないまま分裂期後期へと進んでいた。分裂期制御タンパクの細胞内局在の異常に

より細胞質分裂が障害されたと考えられた。  
4）EWS/ATF1 トランスジェニックマウスの作製と遺伝子機能の解析 

明細胞肉腫に特異的に発現する EWS/ATF1 を組み込んだ EWS/ATF1 発現トランスジェニックマウス

を作製し, 軟部腫瘍を形成するモデルマウスの樹立に成功した。そしてモデルマウスの解析結果から

c-FOS 蛋白が明細胞肉腫において特異的に過剰発現していることを明らかにした。 
5）遺伝性多発性外骨腫の実態把握と遺伝子多型に関する基盤研究 

岐阜大学で新たに外骨腫外来を開設し, 患者集約とともに遺伝子サンプルを採取し解析を行なった。 
6）遺伝性多発性外骨腫の実態把握と遺伝子多型に関する基盤研究 

岐阜大学で外骨腫専門外来を開設し, 患者集約とともに遺伝子サンプルを採取し解析を行なっている。 
7）多発性外骨腫と骨粗鬆症との相関に関する研究 

外骨腫専門外来に訪れた患者を対象に, 骨密度を測定し, 血液検査とともに疾患と骨粗鬆症に関する関

係を解析中。 
8）変形性膝関節症とコンドロイチン硫酸の相関に関する研究 

コンドロイチン硫酸鎖長の相関関係およびコンドロイチン硫酸合成酵素群の遺伝子異常スクリーニン

グをおこなうシステムの確立を目指している。 
9）椎間板細胞外基質代謝におけるカルパインの役割と解明 

ウシおよびヒトの椎間板を用い, 炎症・椎間板変性という局面においてカルパインが椎間板基質分解に

いかに関与するかについて研究を進めている。 
10）ヒト腰椎荷重負荷における椎間板・椎間関節の形態変化に関する研究 

ヒト腰椎の立位荷重状態をシミュレートする装置を使用し, CT 撮影によって得られた腰椎画像を 3 次

元解析し, 椎間板・椎間関節の 3 次元的形態変化を解析した。 
11）腰椎装具の体幹位置覚, スポーツパフォーマンスに与える影響の検討 

腰椎装具がもつ体幹位置覚向上効果がスポーツパフォーマンス(ゴルフ, ウォーキング等）にいかなる影

響をあたえるかを 3 次元画像解析により検証した。 
12）腰椎変性側彎症に対する後方椎体間固定術による変形矯正の 3 次元解析 

腰椎変性側彎症に対するブーメラン型スペーサーを用いた後方椎体間固定術による変形矯正が椎間板

角, 椎間関節形態に与える効果を 3 次元画像解析により検証している。 
13）ヒト頚椎の屈曲伸展動態における硬膜管・頚部脊髄の 3 次元動態解析 

脊髄造影検査後のファンクショナル CT を用い, ヒト頚椎の屈曲伸展動態における硬膜管・頚部脊髄の

3 次元動態解析を各種病態との関連にて検証している。 
14）椎間板のアンチエイジングを具現し得る新しい生物学的治療の開発 

カルパインが椎間板細胞の細胞外マトリックス分解に関与することに着目し, その働きを制御するこ

とにより椎間板の老化予防を図る新しい生物学的治療を開発している。 
15）腰椎経椎間孔後方椎体間固定術前術後の椎間孔形態 3 次元解析 

片側進入による腰椎経椎間孔後方椎体間固定術は低侵襲が特徴であるが, その術前術後の進入反対側

椎間孔形態 3 次元解析を行い, 椎間孔狭窄発生のリスクなど, 合併症の軽減を図る尺度を検証している。 
16）腰椎低侵襲後方除圧術の中期長期成績に与える因子の検討 

腰部脊柱管狭窄症に対する腰椎低侵襲後方除圧術(片側進入両側除圧)の中期長期成績について, 椎間板

変性, 側弯, 多椎間罹患, 年齢等の多因子を対象に多変量解析による検証を行っている。 
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17）超音波を用いた頸椎前方・後方除圧術御後の脊髄形態変化 
頚椎変性疾患における脊髄前方除圧法, 後方除圧法の意義を術中超音波による脊髄形態観察および臨

床成績との関連を調査し, 検証している。  
18）ゴルフスイングにおける体幹装具が腰椎挙動に与える影響の 3 次元解析 

ゴルフスイングは非対称な腰椎回旋動作であり, 椎間関節への過負荷による腰痛発症が問題となって

いる。体幹装具装着による腰椎 3 次元運動への影響の解析を行い, 腰痛発症予防への効果の検証を行って

いる。 
19）頚椎前方除圧固定体位における頚椎形態の 3 次元解析 

頚椎前方除圧固定体位における軸椎下の回旋挙動を頚椎変性疾患を有する臨床症例を対象に解析を行

い, 正確かつ安全な除圧術を施行するうえでの指標を作成している。 
20）明細胞肉腫に対するマイクロ RNA を標的とした新治療法の確立 

明細胞肉腫に特異的に発現する EWS/ATF1 によるマイクロ RNA 発現プロファイルの変化をマイクロ

アレイで解析し，治療標的となりうるマイクロ RNA の探索を行っている。 
21）逆動力学的三次元解析による人工股関節置換術後の歩行およびインプラント応力の解析 

人工股関節置換術後の歩行を 3 次元的に解析し，逆動力学的に詳細な解析を行っている。 
22）多発性外骨腫症の発症メカニズムに関する研究 

疾患モデルマウスを使用し, 発生を詳細に調査することにより, その発症メカニズムの解明を試みて 
いる。 

23）変形性関節症とヘパラン硫酸の相関に関する基礎研究 
ヘパラン硫酸を関節軟骨特異的に欠損させることによって, 変形性関節症へどのような影響が見られ

るのかを研究する。 
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度；2,000 千円 
2） 研究代表者：大野貴敏；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：悪性軟部腫瘍に対する新たな分子標

的治療法の開発；平成 24－26 年度；5,330 千円(2,860：2,210：260 千円) 
3） 研究代表者：松本 和；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：コンドロイチン硫酸合成酵素に着目

した変形性膝関節症の新たな病態の解明；平成 24－26 年度；4,100 千円(1,400：1,900：800 千円) 
4） 研究代表者：松本嘉寛，研究分担者：松本 和；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：軟骨肉腫幹

細胞に注目した、新規軟骨肉腫治療法の開発；平成 23－26 年度；4,100 千円(1,700：800：800：800
千円) 

5） 研究代表者：川﨑晴久，研究分担者：西本 裕，他；平成 24 年度総務省戦略的情報通信研究開発推

進制度：意志合意形成に基づくロボットハンド遠隔操作システムの研究開発；平成 24 年度；19,981
千円 

6） 研究代表者：瀧上伊織；科学研究費補助金研究活動スタート支援：骨粗鬆症に及ぼすヘパラン硫酸

の役割の解明；平成 23－24 年度；2,300 千円(1,200：1,100 千円) 
7） 瀧上伊織；研究科長・医学部長裁量経費(重点的配分)：X 線透視画像を用いた人工膝関節の生体内三

次元動態解析；平成 24 年度；770 千円 
8） 研究代表者：松本 和；文部科学省科学研究補助金基盤研究(C)：コンドロイチン硫酸合成酵素に着

目した変形性膝関節症の新たな病態の解明；平成 24－26 年度；4,100 千円(1,400：1,900：800 千円) 
9） 研究代表者：伊藤芳毅，研究分担者：石丸大地；文部科学省研究補助金基盤研究(C)：遺伝性多発外

骨腫症モデルマウスを用いた骨軟骨腫発生に関するヘパラン硫酸の機能解析；平成 25－27 年度；

3,800 千円(1,400：1,200：1,200 千円) 
10） 研究代表者：永野昭仁；文部科学省科学研究補助金若手研究(B)：淡明細胞肉腫に対するマイクロ

RNA を標的とした新治療法の確立；平成 26－27 年度；3,770 千円(1,820：1,950 千円) 
11） 研究代表者：松本 和；研究科長・医学部長裁量経費(重点的配分)：変形性関節症の発症におけるヘ

パラン硫酸の役割についての研究；平成 26 年度；800 千円 
12） 研究代表者：岩本幸英，研究分担者：大野貴敏；厚生労働科学研究費補助金：高悪性度骨軟部腫瘍

に対する標準治療確立のための研究；平成 23－25 年度；740 千円(250：220：270 千円) 

2）受託研究 

1） 大野貴敏：Ewing 肉腫に対する新たな診断、治療法の開発；平成 25 年度；300 千円：武田薬品(株) 
2） 大野貴敏：骨軟部肉腫に対する分子標的治療；平成 25 年度；500 千円：協和発酵キリン株式会社 
3） 大野貴敏：淡明細胞肉腫に対するマイクロ RNA を標的とした新治療法の確立；平成 26 年度；500

千円：武田薬品(株) 
4） 研究代表者：岩本幸英，研究分担者：大野貴敏：高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のため

の研究；平成 26 年度；650 千円 

3）共同研究 
1） 青木隆明：片脚式歩行支援機の評価開発；平成 24－26 年度；0 千円：今仙技術研究所 
2） 伊藤芳毅：人工関節全置換術における表面酸化処理ジルコニウム合金(OXIUM)の耐摩耗性に関する

多施設共同研究；平成 24－29 年度；6,000 千円：スミス・アンド・ネフュー オーソペデックス株

式会社 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 

清水克時： 
1） 日本軟骨代謝学会理事(～現在) 
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2） 日本小児整形外科学会理事(～現在) 
3） 日本小児整形外科学会評議員(～現在) 
4） 愛知骨軟部組織移植振興財団理事(平成 24 年 6 月～現在(再任)) 
5） (財)整形災害外科学研究助成財団理事(～平成 25 年 5 月) 
 
西本 裕： 
1） 日本整形外科学会代議員(～現在) 
2） 中部日本整形外科災害外科学会評議員(～現在) 
 
秋山治彦： 
1） 日本整形外科学会代議員(～平成 25 年 8 月) 
2） 中部整形外科災害外科学会評議員(～平成 25 年 8 月) 
3） 日本人工関節学会幹事・評議員・金属対金属人工股関節合併症調査委員(～平成 25 年 8 月) 
4） 日本骨代謝学会評議員(～平成 25 年 8 月) 
5） 日本軟骨代謝学会評議員(～平成 25 年 8 月) 
6） 厚生労働省体内埋植型医療機器患者登録システムの在り方に関する検討会構成員(～平成 25 年 8 月) 
7） 日本人工関節学会 日本人工関節登録制度運営委員会事務局委員(平成 25 年 9 月～現在) 
8） 第 27 回日本整形外科学会専門医試験口頭試験委員(平成 25 年 9 月～現在) 
9） 日本軟骨代謝学会理事(平成 25 年 9 月～現在) 

10） 岐阜県整形外科集談会会長(平成 25 年 9 月～現在) 
11） 岐阜整形外科セミナー顧問：大橋俊郎先生の会(平成 25 年 9 月～現在) 
12） 岐阜人工関節フォーラム顧問：大橋俊郎先生の会(平成 25 年 9 月～現在) 
13） 東海整形外科外傷研究会顧問(平成 25 年 9 月～現在) 
14） 東海小児整形外科懇話会顧問(平成 25 年 9 月～現在) 
15） 東海脊椎脊髄病研究会顧問(平成 25 年 9 月～現在) 
16） 東海足と靴の研究会顧問(平成 25 年 9 月～現在) 
17） 東海人工関節研究会顧問(平成 25 年 9 月～現在) 
18） 東海地区整形外科教育研修会世話人(平成 25 年 9 月～現在) 
19） 整形外科集談会東海地方会世話人(平成 25 年 9 月～現在) 
20） 東海地区整形外科研修会世話人(平成 25 年 9 月～現在) 
21） 東海運動器フォーラム世話人(平成 25 年 9 月～現在) 
22） Orthopedic Research Club 世話人(平成 25 年 9 月～現在) 
23） 岐阜東洋医学研究会幹事(平成 25 年 9 月～現在) 
24） 日本骨折治療学会評議員(～現在) 
25） 東海関節鏡研究会顧問(～現在) 
26） Hip Forum 世話人(平成 26 年 7 月) 
27） 第 26 回日本整形外科学会専門医試験口頭試験委員(平成 25 年) 
28） 第 27 回日本整形外科学会専門医試験口頭試験委員(平成 26 年) 
29） 第 32 回日本骨代謝学会学術集会プログラム選定委員(平成 26 年度) 
 
大野貴敏： 
1） 中部日本整形外科災害外科学会評議員(～現在) 
2） 日本運動器移植・再生医学研究会幹事(～現在) 
3） 日本骨軟部肉腫治療研究会幹事(～現在) 
4） 東海骨軟部腫瘍研究会幹事(～現在) 
5） 骨軟部腫瘍治療法検討会幹事(～現在) 
6） 日本整形外科学会骨軟部腫瘍委員(平成 25 年 7 月～現在) 

 
伊藤芳毅： 
1） 東海足と靴の研究会幹事(～現在) 
2） 中部日本整形外科災害外科学会評議員(～現在) 
3） 日本人工関節学会評議員(～現在) 
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4） 日本股関節学会評議員(～現在) 
5） 東海関節外科研究会幹事(～現在) 
6） 東海小児整形外科懇話会常任幹事(～現在) 
7） 東海人工関節研究会常任世話人(～現在) 
8） 関西膝関節鏡研究会幹事(～現在) 
9） 東海股関節研究会代表幹事(～現在) 

10） 岐阜人工関節フォーラム幹事(～現在) 
 
青木隆明： 
1） 日本リハビリテーション医学会代議員(～現在) 
2） 日本義肢装具学会評議員会則検討委員(～現在) 
3） 日本義肢装具学会評議員(～現在) 
4） 日本リハビリテーションネットワーク研究会理事(～現在) 
5） 整形外科リハビリテーション学会顧問(～現在) 
6） 日本リハビリテーション医学会中部東海地方会幹事(～現在) 
7） 岐阜リハビリテーション研究会代表幹事(～現在) 
8） 人工関節フォーラム幹事(～現在) 
9） 運動器科学学会編集委員(～現在) 

10） 日本リハビリテーション医学会国際委員会委員長(～現在) 
11） 中部整形外科災害外科学会評議員(～現在) 
12） 日本運動器科学学会編集委員(～現在) 

松本 和： 
1） 日本軟骨代謝学会評議員(平成 24 年 3 月～現在) 
2） 軟骨代謝学会評議員(平成 24 年 3 月～現在) 
3） 岐阜人工関節フォーラム幹事(平成 26 年～現在) 
 
寺林伸夫： 
1） 東海関節鏡研究会幹事(～現在)  

2）学会開催 

青木隆明： 
1） 第 12 回岐阜リハビリテーション研究会(平成 26 年 2 月) 
2） 第 13 回岐阜リハビリテーション研究会(平成 26 年 11 月) 

3）学術雑誌 

清水克時： 
1） Journal of Orthopaedic Science；Deputy Editor(平成 24 年～現在)   
2） Orthopaedics Today；Editor(～現在) 
3） Journal of Bone and Joint Surgery British Volume；Reviewer(～現在) 
4） Journal of Orthopaedic Surgery；Editor(～現在) 
5） 臨床整形外科；編集委員(～現在) 
 
秋山治彦： 
1） 骨粗鬆症治療；編集委員(平成 25 年 9 月～現在) 
2） JBMR 日本語版；編集委員(平成 25 年 9 月～現在) 
 
大野貴敏： 
1） Cancer；Reviewer(～現在) 
2） International Journal of Cancer Research；Reviewer(～現在) 
3） Molecular Cancer Therapeutics；Reviewer(～現在) 
4） Molecular Medicine；Reviewer(～現在) 
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5） Carcinogenesis；Reviewer(～現在) 
6） J. Orthopaedic Science；Editorial Board Member(平成 21 年 4 月～現在) 
7） International J. Clinical Oncology；Editorial Board Member(平成 24 年 3 月～現在) 
8） Case Reports in Orthopaedics；Editorial Board Member(平成 25 年 4 月～現在) 
 
松本 和： 
1） Current Orthopaedic Practice；Reviewer(～現在)   
2） SPINE；Reviewer(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
清水克時： 
1） OSTEOPOROSIS Faca to Face Seminar in GIFU(平成 24 年 1 月, 岐阜, 座長) 
2） 整形外科リバーサイドフォーラム(平成 24 年 1 月, 岐阜, 特別講演「痛みをとるということ－慢性痛

の薬物治療の方向性－」座長) 
3） 第 247 回南予一水会(平成 24 年 3 月, 特別講演「脊椎感染症に対する二期的手術法」演者) 
4） 第 25 回日本軟骨代謝学会(平成 24 年 3 月，愛知，ランチョンセミナー「運動器の慢性の痛みにおけ

る課題と対応」座長) 
5） 痛みと炎症 2012(平成 24 年 3 月, 岐阜, 特別講演「脊椎がんに対する新しい根治手術の開発」座長) 
6） 岐阜県テリボン発売記念講演会(平成 24 年 3 月, 岐阜, 特別講演「成長期から考える骨粗鬆症予防と

治療-PTH を中心に-」座長) 
7） 第 2 回岐阜県慢性疼痛講演会(平成 24 年 4 月, 岐阜, 特別講演「運動器慢性疼痛に対する保存療法の

実際」座長) 
8） 第 85 回日本整形外科学会学術総会(平成 24 年 5 月, 京都, ランチョンセミナー22「日常診療に生か

す頸椎症性脊髄症診療ガイドライン」座長) 
9） 第 14 回岐阜大学整形外科教育研修会(平成 24 年 5 月, 岐阜, 特別講演「最近の脊柱側彎症の診断と

治療」座長) 
10） 岐阜骨粗鬆症研修会(平成 24 年 6 月, 岐阜, 特別講演「骨代謝動態を考慮した骨粗鬆症治療薬の選択

～骨モデリングの安全域を保つために～」座長) 
11） 第 22 回日韓合同整形外科シンポジウム(平成 24 年 6 月, 栃木, ランチョンセミナーB「Lumbar 

foraminal stenosis-clinical diagnosis and endoscopic treatment-」座長) 
12） 第 45 回東海地区整形外科教育研修会(平成 24 年 6 月, 愛知, 座長) 
13） 運動器フォーラム in Gifu(平成 24 年 7 月, 岐阜, 特別講演「なぜ高い骨密度でも骨折するのか-タイ

プ別骨粗鬆症例に対するテーラーメイド治療の実際-」座長) 
14） 第 45 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会(平成 24 年 7 月, 東京, ランチョンセミナー7：座

長) 
15） 熊本県臨床整形外科医会教育研修講演会(平成 24 年 7 月, 熊本, 特別講演「脊椎感染症に対する二期

的手術法」演者) 
16） 長良リバーサイドセミナー(平成 24 年 8 月, 特別講演「脊椎感染症に対する二期的手術法」演者) 
17） 整形外科長良リバーサイドフォーラム(平成 24 年 9 月, 岐阜, 特別講演「日本人変股症に対する人工

関節置換術～疼痛管理も含めて～」座長) 
18） 岐阜腰痛フォーラム(平成 24 年 9 月, 岐阜, 特別講演「障害神経から見た腰部脊柱管狭窄症の病態」

座長) 
19） 薬剤起因性消化管傷害を考える会～日常診療の落とし穴～(平成 24 年 10 月, 岐阜, 特別講演「変形

性膝関節症の基礎と臨床」座長) 
20） 第 46 回東海地区整形外科教育研修会(平成 24 年 10 月, 愛知, 講演「中高年の後弯変形の手術適応-

骨粗鬆症を含む-」座長) 
21） 岐阜地区リウマチ教育研修会(平成 24 年 10 月, 岐阜, 座長) 
22） 第 47 回日本脊髄障害医学会(平成 24 年 10 月, 静岡, イブニングセミナー「脊椎インストゥルメンテ

ーションの過去・現在・未来」座長) 
23） 第 27 回日本整形外科学会基礎学術集会(平成 24 年 10 月, 名古屋, 教育研修講演Ⅰ：座長) 
24） 岐阜地区医療連携セミナー(平成 24 年 11 月, 岐阜, 特別講演「連携パスは分析しなければ意味がな

い～地域全体の医療ケアを向上させた大腿骨頸部骨折連携パスの分析～」座長) 
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25） 第 2 回岐阜運動器疾患の疼痛を考える会(平成 24 年 11 月, 岐阜, 特別講演「慢性腰痛に対する各種

新規鎮痛薬の位置付け」座長) 
26） 岐阜トシリズマブ講演会(平成 24 年 11 月, 岐阜, 特別講演「リウマチの新しい動きとクリニックの

役割-リウマチ診療におけるエコーの有用性-」座長) 
27） 第 23 回日本小児整形外科学会学術集会(平成 24 年 11 月, 福岡, ランチョンセミナー「小児の膝関

節：診断と治療」座長) 
 
秋山治彦： 
1） 第 8 回岡山骨・関節セミナー(平成 25 年 9 月，岡山，特別講演「股関節外科治療における最新トピ

ックス」演者) 
2） 第 3 回レギュラトリーサイエンス学会学術大会(平成 25 年 9 月，東京，シンポジウム：高齢化社会

を支える医療機器開発の最前線とレギュラトリーサイエンスの役割「人工関節登録の Up-to-date」
演者) 

3） 岐阜人工関節フォーラム(平成 25 年 9 月，岐阜，特別講演「股関節外科治療における最新トピック

ス」演者) 
4） 第 28 回日本整形外科学会基礎学術集会(平成 25 年 10 月，パネルディスカッション 3「セメント人

工股関節置換術における基礎から臨床への feedback「臼蓋側 IBG 法(KT plate)における力学的検討」」

演者) 
5） 第 3 回岐阜県慢性疼痛講演会(平成 25 年 11 月，特別講演「新しくなった腰痛診療ガイドライン概説

と各種薬剤の使い分け」座長) 
6） 岐阜地域医療連携セミナー(平成 25 年 11 月，岐阜，特別講演「大腿骨頚部骨折地域連携パスの分析

結果から見える今後の課題」座長) 
7） 第 24 回股関節研究セミナー(平成 25 年 11 月，広島，平成 22 年度研究助成金による研究成果報告「人

工関節(股および膝)の耐用性と安全性評価のための全国的登録体制の確立」演者) 
8） 第 2 回 PTH 骨粗鬆症治療研究会(平成 25 年 12 月，長崎，特別講演「PTH と PTHrP～骨軟骨代謝

への作用～」演者) 
9） 岐阜県医師会労災指定医部会秋季研修総会(平成 25 年 12 月，美濃，特別講演「変形性股関節症と人

工股関節置換術」演者) 
10） Oswteoporosis Forum 2014 in Gifu(平成 26 年 1 月, 岐阜, 特別講演「骨粗鬆症治療の発展〜基礎か

ら臨床まで〜」座長) 
11） 整形外科長良リバーサイドフォーラム(平成 26 年 1 月, 岐阜, 特別講演「関節疾患の疼痛制御-最小

侵襲手術と疼痛管理-」座長) 
12） 女性の骨粗鬆症を考える会(平成 26 年 2 月, 岐阜, 特別講演「多様化した骨粗鬆症治療薬の選択〜合

併症にも注目して〜」座長)  
13） The 8th Bone Research Seminar(平成 26 年 2 月, 東京, セッション 1「骨芽細胞」座長) 
14） 第 44 回日本人工関節学会(平成 26 年 2 月, 沖縄, 招待講演 1「1st and 2nd generation HXLPE hip 

and knee implants: Lessons from retrieval analysis」「The National Joint Registry of England 
and Wales. What does the Refistry do and what does it tell us?」座長) 

15） 第 44 回日本人工関節学会(平成 26 年 2 月, 沖縄, 特別企画 1 レジストリーの現状「人工関節登録

調査の実施要領」「How does the National Joint Registry assess outlier performance?」座長) 
16） 第 44 回日本人工関節学会(平成 26 年 2 月, 沖縄, 特別企画 1 レジストリーの現状「日本人工関節

登録制度とその課題」演者)  
17） 第 44 回日本人工関節学会(平成 26 年 2 月, 沖縄, 特別企画 2「我が国で 20 年以上前より使用されて

きた人工関節手術の成績とその分析」座長) 
18） 第 27 回日本軟骨代謝学会(平成 26 年 2 月, 京都, 一般講演 3「腱・椎間板・半月板」座長) 
19） 骨・関節フォーラム in 岐阜 2014(平成 26 年 3 月, 岐阜, 特別講演「実臨床からみた骨粗鬆症と薬

物治療の重要性」座長) 
20） 岐阜県 Bone Conference(平成 26 年 3 月, 岐阜, 特別講演「骨粗鬆症性骨折の問題点」座長) 
21） 第 58 回日本リウマチ学会総会・学術集会(平成 26 年 4 月, ワークショップ W19「骨軟骨と滑膜・変

形性関節症」座長) 
22） 第 3 回岐阜運動器疾患の疼痛を考える会(平成 26 年 4 月, 岐阜, 「慢性痛の捉え方と集学的アプロー

チの実際」座長) 
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23） 第 16 回岐阜大学整形外科教育研修会(平成 26 年 5 月，特別講演「臨床応用をめざした低侵襲軟骨再

生治療法の開発」座長) 
24） 第 87 回日本整形外科学会学術総会(平成 26 年 5 月, ランチョンセミナー27「骨粗鬆症治療薬ラッシ

ュの中での各製剤のオーバービュー：骨形成促進剤の役割」座長) 
25） 第87回日本整形外科学会学術総会(平成26年5月, 招待講演23「Acetabular Component Positioning 

Using Anatomical Landmarks of the Acetabulum」「Preoperative Planning for Complex Total Hip 
Arthroplasty Using Rapid Prototype Model」座長) 

26） 整形外科リバーサイドフォーラム(平成 26 年 6 月, 岐阜, 特別講演「分子標的治療薬による RA 治療：

その使い分けは？」座長) 
27） Osteoporosis Seminar in Gifu(平成 26 年 7 月, 岐阜, 「骨粗鬆症治療薬ラッシュの中での各薬剤の

最新レビュー〜正しく使い分けて骨折を予防するために〜」座長) 
28） 第 2 回 Gifu Joint Seminar(平成 26 年 8 月, 岐阜, 講演 2「膝スポーツ外傷・障害の治療-最新の動

向- 〜急性期から保存期まで」座長) 
29） 11th Meeting of Bone Biology Forum(平成 26 年 8 月，裾野，Session III「Mechanism of bone 

destruction in Rheumatoid Arthritis」「Arid5b promotes chondrogenesis via the recruitment of 
histone demethylase Phf2 to Sox9-regulated chondrogenic gene promoters」座長) 

30） 第 4 回岐阜県慢性疼痛講演会(平成 26 年 9 月, 岐阜, 特別講演「腰痛治療の最前線〜腰曲がりのサイ

エンス〜」座長) 
31） 岐阜骨疾患・骨代謝研究会(平成 26 年 9 月, 岐阜, 特別講演「全身性リウマチ性疾患と骨粗鬆症につ

いて」「ビスホスホネートによる骨粗鬆症治療のブラックボックス」座長) 
32） 整形外科長良リバーサイドフォーラム(平成 26 年 9 月, 岐阜, 特別講演「スポーツ外傷・障害 –診

療の実際-」座長) 
33） ISTA2014 Kyoto(平成 26 年 9 月, Session 1「Hip Robotics and Navigation」, Session 3「Hip 

Revision I」座長) 
34） 岐阜骨粗鬆症治療セミナー(平成 26 年 10 月, 岐阜, 特別講演「骨粗鬆症の分子機序」座長) 
35） 第 50 回東海地区整形外科教育研修会(平成 26 年 10 月, 「慢性痛の神経メカニズム-基礎および臨床

医学的観点から-」座長) 
36） 岐阜地域医療連携セミナー(平成 26 年 10 月, 岐阜, 特別講演「名古屋八事地区における整形地域医

療連携-地域連携パス作成から NPO 設立へ-」座長) 
37） 第 13 回岐阜リハビリテーション研究会(平成 26 年 11 月, 岐阜, 「阪神淡路大震災から 19 年」座長) 
38） Osteoporosis Forum in Gifu(平成 26 年 11 月, 岐阜，「骨粗鬆症治療に関する最新の話題」座長) 
39） 動作解析研究会(平成 26 年 11 月, 岐阜，講演 1「股関節疾患患者における機器を用いた動作解析」

講演 2「股関節疾患の歩行動作を考える」座長) 
40） Orthopedic Research Club(平成 26 年 11 月, 木更津, 「骨肉腫同種移植も出るマウスによる、新規

治療開拓に向けた研究」「Bcl6 による骨代謝制御」座長) 
41） 岐阜県骨粗鬆症病診連携を考える会(平成 26 年 12 月, 岐阜, 「病院勤務医が考える骨粗鬆症治療と

病診連携」座長) 
 
西本 裕： 
1） 岐阜県認定上級指導者インテレクチュアルトレーナー養成講習会(平成 24 年 6 月，岐阜，講演「ア

スリートの外傷･障害と対策」演者) 
2） 羽島郡スポーツ少年団認定員養成講習会(平成 24 年 6 月，平成 25 年 6 月，平成 26 年 5 月，岐阜，

講演「スポーツ指導者に必要な医学的知識」演者) 
3） 岐阜県ドーピング防止研修会(平成 25 年 8 月，平成 26 年 6 月，平成 26 年 8 月，岐阜，講演「ドー

ピングを犯さないために」演者) 
4） 第 3 回岐阜県保健担当者会議(平成 26 年 12 月，岐阜，「学校における運動器検診を実施するに当た

って」演者) 
 
大野貴敏：  
1） 整形外科リバーサイドフォーラム(平成 24 年 6 月, 岐阜, 特別講演「骨粗鬆症診療の進歩と宇宙での

骨量減少」座長) 
2） 第 32 回 日本整形外科学会骨軟部腫瘍特別研修会(平成 24 年 10 月, 名古屋, 特別講演「軟部腫瘍の
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治療」演者) 
3） 岐阜地域医療連携セミナー (平成 24 年 11 月, 岐阜, 特別講演「骨形成促進剤 フォルテオ導入のこ

つ」座長) 
4） 第 6 回金沢骨軟部腫瘍セミナー(平成 24 年 12 月, 金沢, 特別講演「EWS 融合遺伝子のバイオロジー

に基づいた治療の展望」演者) 
5） スポーツ整形 Up to Date -若年者～高齢者の健康向上を目指して-(平成 25 年 2 月，岐阜，特別講演

Ⅰ「柔道におけるスポーツ傷害・障害」座長) 
6） 愛知県整形外科医会教育研修講演会(平成 25 年 4 月，名古屋，「骨軟部腫瘍診療の要点と盲点」演者) 
7） 痛みの臨床 in Gifu(平成 25 年 5 月, 岐阜，「脊椎脊髄疾患に伴う痛みの治療－質的診断をふまえて

－」座長) 
8） 第 9 回本巣地域医療連携講演会(平成 25 年 9 月，本巣，「骨軟部腫瘍と骨粗鬆症治療について」演者) 
9） 長良リバーサイドフォーラム(平成 25 年 9 月，岐阜，「矢状面アラインメント異常を伴う高齢者の腰

痛に対する診断、薬物治療、手術治療」宮本 敬 座長) 
10） 第 28 回日本整形外科学会基礎学術集会(平成 25 年 10 月，千葉，ポスター「26 軟部腫瘍：病態・

治療」座長) 
11） 岐阜地域医療連携セミナー(平成 25 年 11 月，岐阜，「当院におけるフォルテオの導入状況」座長) 
12） 第 30 回豊川市・新城市整形外科医会学術講演会(平成 25 年 11 月，豊川，「骨軟部腫瘍診療の要点と

盲点」演者) 
13） 第 31 回骨軟部腫瘍治療法検討会(平成 26 年 6 月，名古屋，座長) 
14） 第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会(平成 26 年 7 月，大阪，シンポジウム 3「分子標的

治療約の時代へ：基礎編」座長) 
15） 第 12 回東海小児整形外科研修会(平成 26 年 12 月，名古屋，「小児の骨軟部腫瘍」演者) 
 
伊藤芳毅： 
1） 第 23 回名古屋股関節セミナー(平成 24 年 2 月, 名古屋, 講演「カップサポータを用いた臼蓋再建術」

演者) 
2） 第 24 回名古屋股関節セミナー(平成 24 年 6 月, 名古屋, 講演「変形性股関節症に対する関節温存手

術(総論)」演者) 
3） 第 28 回中濃整形外科研修会(平成 24 年 9 月, 美濃加茂, 講演「形成不全性股関節症に対する THA」

演者) 
4） 市民公開講座『運動器の 10 年・骨と関節の日 健康セミナー』(平成 24 年 10 月, 大垣, 講演「ロコ

モティブシンドロームの要因としての骨折と治療」演者) 
5） 第 26 回岐阜リウマチ研究会(平成 25 年 2 月，岐阜，座長) 
6） 第 43 回日本人工関節学会(平成 25 年 2 月，京都，ポスター「セメントレスステム 1」座長) 
7） 岐阜 HTO セミナー(平成 25 年 4 月，岐阜，座長) 
8） 第 86 回日本整形外科学術総会(平成 25 年 5 月，広島，ポスター「股関節 7」座長) 
9） Gifu Joint Seminar(平成 25 年 7 月，岐阜，座長) 

10） 第 11 回東海小児整形外科研修会(平成 25 年 12 月，名古屋，座長) 
 
青木隆明：  
1） 日本リハビリテーション学会市民公開講座(平成 24 年 4 月, 名古屋市, 講演「日々の暮らしから見た

認知症の早期発見と予防」座長) 
2） 日本超音波医学会第 34 回中部地方会学術集会(平成 25 年 9 月，岐阜，特別講演「整形外科分野での

超音波の利用」演者) 
3） 第 27 回東濃整形外科懇話会(平成 25 年 10 月，多治見，特別講演「高齢者における日常診療の運動

療法の評価」演者) 
4） 第 27 回東濃整形外科懇話会(平成 25 年 10 月，多治見，特別講演「高齢者における日常診療の運動

療法の評価」演者) 
5） 彦根骨粗鬆症講演会(平成 26 年 3 月，彦根，特別講演「骨粗鬆症の薬物治療の考え方」演者) 
6） 第 51 回日本リハビリテーション医学会学術集会(平成 26 年 6 月，名古屋，主題「関節リウマチ」座

長) 
7） 市民公開講座(平成 26 年 6 月，岐阜，特別講演「いつまでも歩こう 膝痛と腰痛に対する予防法」
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座長) 
8） 第 44 回糖尿病よろず相談会(平成 26 年 10 月，岐阜，「サルコペニアとリハビリテーション」座長) 
9） 全日本鍼灸学会認定研修会(平成 26 年 11 月，稲沢，特別講演「鍼灸師が知っておきたいリハビリテ

ーションの知識」演者) 
10） 第 9 回日本リハビリテーション医学会専門医会学術集会(平成 26 年 11 月，鹿児島，教育講演「障害

者スポーツ選手への帯同と対応」演者) 
 
松本 和： 
1） 第 32 回中濃整形外科研修会(平成 26 年 9 月, 美濃加茂, 講演「私の考える変形性膝関節症の治療」

演者) 
2） 市民公開講座(平成 26 年 9 月, 岐阜, 講演「膝の健康講座」演者) 
 
寺林伸夫： 
1） 第 20 回東海関節鏡研究会(平成 26 年 1 月, 名古屋, セッション, 座長) 
2） 第 36 回東海スポーツ外傷研究会(平成 26 年 2 月, 名古屋, セッション, 座長) 
3） 第 2 回 Gifu Joint Seminar(平成 26 年 8 月, 岐阜, 講演,「肩関節外科におけるリバース型人工肩関

節の導入と安全性について」座長) 
4） 第 5 回岐阜整形外科エコセミナー(平成 26 年 11 月, 岐阜, 特別講演「整形外科外来診療に活かす超

音波ガイド下インターベンション」座長) 

8．学術賞等の受賞状況 

1） 伊藤 聡, 上木 論, 西本 裕, 毛利哲也, 青木隆明, 石槫康彦, 水元 淳, 川崎晴久：第 42 期支部

賞研究賞 2011 計測自動制御学会 脳卒中急性期患者を対象とした手指リハビリ支援システムの開

発研究(平成 24 年 1 月) 
2） 寺林伸夫, 渡邉恒夫, 松本 和, 瀧上伊織, 伊藤芳毅, 清水克時, 秋山治彦：日本整形外科超音波学会 

優秀論文賞 変形性膝関節症に対する中膝動脈血流評価：日本整形外科超音波学会会誌 2014；25
巻：42－47(平成 26 年 7 月） 

9．社会活動 
清水克時： 
1） ツアーオブジャパン美濃ステージ大会参与(～現在) 
 
秋山治彦： 
1） 平成 26 年度科研費審査委員(平成 25 年 9 月～現在) 
2） 公益財団法人日本股関節研究振興財団評議員(平成 26 年 6 月〜現在) 
3） 愛知骨軟部組織移植振興財団理事(平成 26 年 6 月〜現在) 
4） 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員(平成 26 年 12 月〜現在) 
5） 岐阜県社会福祉審議会委員(平成 26 年 7 月〜現在) 
6） 厚生労働省体内埋植型医療機器患者登録システムの在り方に関する検討会構成員(～現在) 
7） 科学研究費委員会専門委員(平成 26 年 12 月〜現在) 
 
西本 裕： 
1） 岐阜県社会保険診療報酬支払基金診療報酬請求審査委員会委員(～現在) 
2） 岐阜県スポーツドクター協議会理事(～現在) 
3） 岐阜県体育協会スポーツ医科学委員(～平成 25 年 3 月) 
4） 岐阜労働局労災保険診療協議会委員(～現在) 
5） 岐阜県国民健康保険等柔道整復療養費審査委員会委員(平成 24 年 4 月～現在) 
6）岐阜県体育協会スポーツ医科学協議会委員(平成 25 年 4 月～現在) 
7） 岐阜市松籟団地自主防災隊(平成 25 年 4 月～現在) 
8） 岐阜県体育協会理事(平成 25 年 6 月～現在) 
9） 岐阜県スポーツ推進審議会委員(平成 26 年 10 月～現在) 

10） 平成 24 年度岐阜県高校総体ボクシング競技医務(平成 24 年 5 月 20 日) 
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11） 平成 24 年度国民体育大会ボクシング競技岐阜県最終選考会医務(平成 24 年 8 月 24 日) 
12） 第 67 回国民体育大会ぎふ清流国体ボクシング競技会医事委員(平成 24 年 10 月 3－8 日) 
13） 平成 24 年岐阜県高等学校新人体育大会空手道競技救護(平成 24 年 10 月 20 日) 
14） 第 25 回いびがわマラソン救護係(平成 24 年 11 月 11 日) 
15） 平成 25 年度岐阜県高校総体ボクシング競技医務(平成 24 年 5 月 17 日) 
16） 第 28 回長良川国際トライアスロン大会救護(平成 25 年 7 月 28 日) 
17） 平成 25 年度国民体育大会ボクシング競技岐阜県最終選考会医務(平成 24 年 8 月 15 日) 
18） 第 6 回岐阜県民スポーツ大会空手道競技救護(平成 25 年 9 月 15 日) 
19） 第 68 回国民体育大会スポーツ祭東京 2013 岐阜県選手団総務(平成 25 年 10 月 2－4 日) 
20） 平成 25 年岐阜県高等学校新人体育大会空手道競技救護(平成 25 年 10 月 13 日) 
21） 第 26 回いびがわマラソン救護係(平成 25 年 11 月 10 日) 
22） 2014 ジャパンパラ陸上競技大会医務(平成 26 年 9 月 5－7 日) 
23） 第 7 回岐阜県民スポーツ大会空手道競技救護(平成 26 年 9 月 21 日) 
24） 第 69 回国民体育大会長崎がんばらんば国体岐阜県選手団総務(平成 26 年 10 月) 
 
大野貴敏： 
1） 愛知骨軟部組織移植振興財団評議員(平成 24 年 4 月～現在) 
2） 日本整形外科学会骨軟部腫瘍委員(平成 25 年 7 月～現在) 
 
伊藤芳毅： 
1） 岐阜県社会福祉審議会委員(～現在) 
2） 岐阜市社会福祉審議会委員(～現在) 
3） 愛知骨軟部組織移植振興財団評議員(～現在) 
 
青木隆明： 
1） ドーピングコントロールオフィサー(～現在) 
2） 日本障害者水泳連盟顧問医師(～現在) 
3） アジアパラリンピック医学委員(～現在) 

 
寺林伸夫： 
1） 超音波ハンズオンセミナー2014(岐阜会場，平成 26 年 10 月 18 日，インストラクター) 

10．報告書 

1） 大野貴敏：高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のための研究：厚生労働科学研究費補助金 が
ん臨床研究事業平成 23 年度 総括・分担研究報告書：91－93(平成 24 年 3 月) 

2） 大野貴敏：高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のための研究：厚生労働科学研究費補助金 が
ん臨床研究事業平成 24 年度 総括・分担研究報告書：74－76(平成 25 年 3 月) 

3） 大野貴敏：高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のための研究：厚生労働科学研究費補助金 が
ん臨床研究事業平成 25 年度 総括・分担研究報告書：75－76(平成 26 年 3 月) 

11．報道 
1） 青木隆明 他：ACSIVE 装具の開発：朝日新聞(2014 年 7 月 4 日) 

12．自己評価： 
評価 
新入医局員が減少傾向にある中，各研究班の努力により，学会活動，論文発表などが概ね目標に達した

と思われるが，より質の高い成果をあげるべく努力を続けたい。臨床業務においては，難易度の高い手術

症例が増加しており，大学としての社会貢献を適切に果たしていると評価する。 
 

現状の問題点及びその対応策 
増加する患者数に対応するため，臨床業務の負担が増している一方で，決められた手術枠しか与えられ

ないため，手術待機期間が長くなっている。また，大学院生の数が減少し，基礎研究の activity の低下が
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懸念される。より効率的な研究・診療体制を確立する必要がある。 
 

今後の展望 
益々整形外科医のニーズが高まる中で，徐々にではあるが新入医局員が増加しつつあり，今後の研究・

診療体制の充実が期待される。関節研究分野では，変形性関節症の病態の解析を進め，新規治療法の開発

を目指す。脊椎研究分野においては，椎間板変性のメカニズムを追究する。腫瘍研究分野では，多発性外

骨腫の病態の解明や，分子標的治療の多施設共同研究をスタートさせたい。 

－138－



（7）皮膚病態学分野 

1．研究の概要 
1）難治性皮膚疾患に対するアフェレシス治療の奏効機序に関する研究 

皮膚科稀少難治性疾患の一つである好中球性皮膚症の新しい治療として，アフェレシス治療，特に好中

球・単球吸着療法の臨床的研究およびその奏効機序を研究している。この治療の作用機序を白血球のサイ

トカイン産生能および接着因子発現レベルで検討し，欧州研究皮膚科学会，日本研究皮膚科学会，日本乾

癬学会で報告した。また，欧文誌 (Ther Apher Dial および Acta Derm Venereol) でも報告している。今

後さらに臨床的および研究的観点から発展させたい。本研究は，清島真理子教授，藤澤智美助教，守屋智

枝医員，水谷陽子大学院生を中心に行っている。 
2）アトピー性皮膚炎における角層バリア機能に関する研究 

スフィンゴ脂質，とくにセラミド (Cer) は表皮角質層において皮膚バリア機能を担うことが知られて

いる。岐阜薬科大学との共同研究により，アトピー性皮膚炎の角質層のバリア機能を解析し，アトピー性

皮膚炎 (AD) および尋常性乾癬の患者角層 Cer では短鎖脂肪酸 Cer が相対的に増加していること，培養

ケラチノサイトでインターフェロン (IFN) が脂肪酸伸長酵素の発現を抑制することを見い出し，すでに

欧文誌 (J Invest Dermatol) で報告している。この研究を基にして，さらにアトピー性皮膚炎モデルマウ

スにおける角層セラミドおよびセラミド生成酵素の解析を行っている。本研究は加納宏行准教授，坂野喜

子非常勤講師により行われている。 
3）皮膚悪性腫瘍における micro RNA の発現およびその制御機構の解明 

岐阜大学連合創薬医療情報研究科との共同研究で悪性黒色腫をはじめとする皮膚悪性腫瘍における各

種 microRNA の発現プロフィールを検討している。この分野はすでにイヌなどの動物においてはがん抑

制性 microRNA を投与することによる腫瘍抑制効果が発表されており，今後の治療に発展できると考え

ている。本研究は，周 円講師，松山かなこ大学院生が行っている。 
4）皮膚筋炎における特異的自己抗体の抗体価と臨床病型および重症度どの相関に関する研究 

皮膚筋炎では抗アミノアシル tRNA 合成酵素抗体，抗 Mi-2 抗体，抗 TIF1 抗体，抗 MDA5 抗体など

種々の自己抗体が検出され，自己抗体特異的な臨床像を呈することが近年明らかになってきた。その結果

は，実際の臨床において診断および治療の選択に役立っている。さらに抗体価の経時的変化を測定するこ

とにより，抗体価と重症度との相関を検討している。この成果は適切な治療計画作成につながると期待で

きる。本研究は清島真理子教授，加納宏行准教授，周 円講師により行われている。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
講師： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員(パート)： 
医員(パート)： 
医員(パート)： 
医員(パート)： 
医員(パート)： 

清島真理子 
加納宏行 
周  円 
藤澤智美 
佐藤三佳 
加藤元一 
徳住正隆 
守屋智枝 
安達由祐子 
伊藤 満 
奥村陽子 
佐々木真喜子 
水谷陽子 
松山かなこ 
木村奈苗 

Mariko Seishima 
Hiroyuki Kanoh 
En Shu 
Tomomi Fujisawa 
Mika Sato 
Genichi Kato 
Masataka Tokuzumi 
Chie Moriya 
Yuko Adachi 
Mitsuru Ito 
Yoko Okumura 
Makiko Sasaki 
Yoko Mizutani 
Kanako Matsuyama 
Nanae Kimura 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 清島真理子．天疱瘡，類天疱瘡，疱疹状皮膚炎－私はこう治療している－：山口 徹，北村光夫，福井次

矢総編集．今日の治療指針 2012 年版，東京：医学書院；2012 年：1012－1014. 
2） 清島真理子．皮膚科領域のアフェレシス－臨床皮膚科学「治療」－：宮地良樹編．WHAT’S NEW in 皮膚

科学 2012-2013，東京：メディカルレビュー社；2012 年：164－165. 
3） 清島真理子．伝染性膿痂疹 (とびひ) ：大関武彦，古川 漸，横田俊一郎，水口 雅総編集．今日の小児
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治療指針 第 15 版，東京：医学書院；2012 年：790－791. 
4） 清島真理子．小児によくみられる皮膚疾患－プライマリケアのための鑑別診断のポイント－：塩原哲夫，

宮地良樹，渡辺晋一，佐藤伸一編集．今日の皮膚疾患治療指針 第 4 版，東京：医学書院；2012 年：8－
14. 

5） 清島真理子．妊婦に多い皮膚疾患－プライマリケアのための鑑別診断のポイント－：塩原哲夫，宮地良樹，

渡辺晋一，佐藤伸一編集．今日の皮膚疾患治療指針 第 4 版，東京：医学書院；2012 年：16－18. 
6） 清島真理子．アミロイドーシス－代謝異常症－：塩原哲夫，宮地良樹，渡辺晋一，佐藤伸一編集．今日の

皮膚疾患治療指針 第 4 版，東京：医学書院；2012 年：499－502. 
7） 清島真理子．膠様稗粒腫－代謝異常症－：塩原哲夫，宮地良樹，渡辺晋一，佐藤伸一編集．今日の皮膚疾

患治療指針 第 4 版，東京：医学書院；2012 年：502. 
8） 清島真理子．妊婦でみられる皮膚徴候にはどんなものがある？－総論－：宮地良樹編集．女性の皮膚トラ

ブル FAQ，東京：診断と治療社；2012 年：8－15. 
9） 清島真理子．生理用品による皮膚トラブルとは？－女性に特有の皮膚疾患－：宮地良樹編集．女性の皮膚

トラブル FAQ，東京：診断と治療社；2012 年：89－91. 
10） 清島真理子．エトレチナート内服療法－治療－：古江増隆編集，大槻マミ太郎専門編集．診る・わかる・

治す皮膚科臨床アセット 10－ここまでわかった乾癬の病態と治療－，東京：中山書店；2012 年：234－236. 
11） 清島真理子．皮膚は外敵から体を守る：長野 功編集．巧みな体のしくみ－ヒトの生存を脅かす要因と生

き残り戦略－ 改訂第 2 版，名古屋：三恵社；2012 年：19－28. 
12） 清島真理子．尋常性乾癬・膿疱性乾癬－自己炎症性疾患－：近藤直実，平家俊男編集．自己炎症性疾患・

自然免疫不全症とその近縁疾患，東京：診断と治療社；2012 年：96－99. 
13） 清島真理子．皮膚瘙痒症：山口 徹，北原光夫，福井次矢総編集．今日の治療指針 2013 年版，東京：医

学書院；2013 年：1035－1036. 
14） 清島真理子．皮疹から探る呼吸器，消化器疾患(肝・胆・膵を含む)：日本皮膚科学会認定皮膚科専門医講

習会テキスト(平成 25 年度第 112 回日本皮膚科学会総会教育講習会－必須コース), 東京：日本皮膚科学会

刊；2013 年：1－5. 
15） 清島真理子．Langerhans 細胞組織球症－腫瘍性疾患 D その他－：瀧川雅浩，渡辺晋一編集．皮膚疾患 

最新の治療 2013-2014，東京：南江堂；2013 年：229. 
16） 清島真理子．新生児の皮膚疾患－全身と皮膚－：橋本 隆，岩月啓氏，照井 正編集．標準皮膚科学 第

10 版，東京：医学書院；2013 年：560－562. 
17） 清島真理子．アナフィラクトイド紫斑 誤診？→本当はヒトパルボウイルス B19 感染症：宮地良樹編集．

誤診されている皮膚疾患－皮膚科＋フォトクリニックシリーズ－，東京：メディカルレビュー社；2013 年：

260－263. 
18） 清島真理子．皮膚疾患「薬疹・中毒疹」：永井良三，大田 健総編集．今日の治療と看護 改定第 3 版，東

京：南江堂；2013 年：1086－1089. 
19） 清島真理子．表皮母斑と考えたとき忘れてはならない症候群－中枢神経系・骨格系異常から疑う表皮母斑

症候群－：古江増隆総編集，土田哲也専門編集．診る・わかる・治す皮膚科臨床アセット 20－日常診療に

おいて忘れてはならない皮膚科症候群－，東京：中山書店；2013 年：128－131. 
20） 藤澤智美，清島真理子．顆粒球吸着療法－最近のトピックス－：五十嵐敦之ゲスト編集，宮地良樹，清水 

宏常任編集．1 冊でわかる最新皮膚科治療－皮膚科サブスペシャリティーシリーズ，東京：文光堂；2013
年：279－281. 

21） 清島真理子．帯状疱疹－私はこう治療している：福井次矢，高木 誠，小室一成総編集．今日の治療指針 

2014 年版，東京：医学書院；2014 年：1116－1117. 
 

著書（欧文） 
なし 

 
総説（和文） 

1） 奥村陽子，清島真理子．皮膚細菌・ウイルス感染症－伝えておきたい外用療法のコツ：匠に学ぶ皮膚科外

療法－古きを生かす、最新を使う－，Monthly Book Derma15 周年記念書籍 2012 年：89－94. 
2） 清島真理子．白血球除去療法(Leukocytapheresis:LCAP)，日本アフェレシス学会雑誌 2013 年；32 号：

130－134. 
3） 清島真理子．紫斑－見逃したくない皮膚症状～全身疾患を診断するための考え方－，Modern Physician 

2013 年；33 号：943－946. 
4） 清島真理子．BCG 肉芽腫－忘れるな！皮膚結核：真正結核・結核疹・BCG 副反応を中心に－，Visual 

Dermatology 2013 年；12 巻：952－953. 
5） 加納宏行．皮膚症状から診断する全身性血管炎・血管障害，日本臨床皮膚科医会雑誌 2013 年；30 巻：

504－508. 
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基礎と臨床の最新研究動向－，日本臨床 2013 年；71 巻(増刊 4)：553－557. 
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1）競争的資金 
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3） 研究者代表：藤澤智美；平成 24 年度岐阜大学大学院医学系研究科長・医学部長裁量経費：難治性皮

膚疾患患者に対する顆粒球吸着療法の作用機序の解明；平成 24 年度；1,000 千円 
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9） 研究者代表：藤澤智美；平成 26 年度岐阜大学大学院医学系研究科長・医学部長裁量経費：乾癬にお

ける血管内皮増殖因子産生機序の解明；平成 26 年度；1,300 千円 

2）受託研究 
1） 清島真理子：(特定使用成績調査)トラクリア錠 62.5mg(長期)全例調査；平成 22－26 年度；315,000

円：アクテリオン 
2） 清島真理子：(副作用詳細報告)「セレコックス錠」有害事象詳細調査；平成 24－25 年度；21,000 円：

アステラス製薬 
3） 清島真理子：(副作用詳細報告)「セファメジン点滴用キット 1g」有害事象詳細調査；平成 24－25

年度；21,000 円：アステラス製薬 
4） 清島真理子：(第 3 相臨床試験)中等症から重症の日本人乾癬患者を対象とした LY2439821 の有効性

及び安全性を評価する多施設共同非盲検長期投与試験；平成 24－27 年度；1,732,500 円：日本イー

ライリリー 
5） 清島真理子：(使用成績調査)ベセルナクリーム 5%(日光角化症)使用成績調査；平成 24－27 年度；

63,000 円：持田製薬 
6） 清島真理子：(有害事象詳細報告)「エンブレル」有害事象詳細報告；平成 24－25 年度；42,000 円：

武田薬品工業 
7） 清島真理子：(使用成績調査)アダカラム使用成績調査(膿疱性乾癬)(全例調査)；平成 24－28 年度；

315,000 円：JIMRO 
8） 清島真理子：(特定使用成績調査)プロトピック軟膏 0.03%小児用；平成 23－25 年度；126,000 円：

マルホ 
9） 清島真理子：(第 3 相臨床試験)TA-650；平成 24－26 年度；888,300 円：田辺三菱製薬 

10） 清島真理子：(第 2 相臨床試験)KHK4827(二重盲検比較試験)；平成 24－26 年度；2,457,000 円：協

和発酵キリン 
11） 清島真理子：(第 3 相臨床試験)KHK4827(継続長期投与試験)；平成 24－27 年度；2,419,200 円：協

和発酵キリン 
12） 清島真理子：(使用成績調査)献血グロベニン－I 静注用；平成 24－27 年度；42,000 円：日本製薬 
13） 清島真理子：(有害事象詳細調査)ネオーラルカプセル；平成 25 年度；21,000 円：ノバルティスファ

ーマ 
14） 清島真理子：(特定使用成績調査)ステラーラ皮下注 45mg シリンジ；平成 23－27 年度；259,200 円：

ヤンセンファーマ 
15） 清島真理子：(第 3 相臨床試験)中等症から重症の日本人乾癬患者を対象とした LY2439821 の有効性

及び安全性を評価する多施設共同非盲検長期投与試験；平成 24－27 年度；486,000 円：日本イーラ
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イリリー 
16） 清島真理子：(使用成績調査)サムチレール内服懸濁液 15％；平成 25－29 年度；147,000 円：グラク

ソ・スミスクライン 
17） 清島真理子：(第 3 相臨床試験)MK-3222；平成 25－31 年度；1,768,200 円：MSD 
18） 清島真理子：(第 3 相臨床試験)KHK4827(継続長期投与試験)；平成 25－28 年度；888,300 円：協和

発酵キリン 
19） 清島真理子：(使用成績調査)エムラクリーム；平成 26－28 年度；216,000 円：佐藤製薬 
20） 清島真理子：(特定使用成績調査)プログラフカプセル；平成 26－30 年度；64,800 円：アステラス製

薬 
21） 清島真理子：(使用成績調査)オプジーボ点滴静注(全例調査)；平成 26－30 年度；648,000 円：ヤン

センファーマ 

3）共同研究 
1） 清島真理子，加納宏行：皮膚筋炎関連自己抗体検出試薬の臨床的有用性の確認；平成 23－28 年度；

442,000 円；株式会社医学生物学研究所 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
清島真理子： 
1） 日本医真菌学会評議員(～現在)  
2） 日本研究皮膚科学会評議員(～現在)  
3） 日本皮膚科学会中部支部評議員(～現在)  
4） 日本乾癬学会評議員(～現在)  
5） 日本皮膚悪性腫瘍学会評議員(～現在) 
6） 日本皮膚科学会専門医制度資格認定・指導専門医制度委員会委員(～現在) 
7） 日本皮膚科学会東海地方会会長(～平成 24 年 3 月) 
8） 日本皮膚脈管・膠原病研究会世話人(～現在) 
9） 日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会評議員(～現在) 

10） 日本アフェレシス学会評議員(～現在) 
11） 日本褥瘡学会中部支部評議員(～現在) 
12） 日本皮膚病理組織学会理事(平成 25 年～現在) 
13） 日本小児皮膚科学会評議員(平成 26 年～現在) 
14） 日本皮膚科学会血管炎・血管障害ガイドライン委員会改訂委員(平成 26 年～現在) 
 
加納宏行： 
1） 日本褥瘡学会評議員(～現在) 
2） 日本皮膚科学会東海地方会評議員(～平成 25 年 7 月)  
3） 日本褥瘡学会教育委員会ガイドライン策定作業部会ガイドライン改訂委員(～現在) 
4） 第 16 回日本褥瘡学会学術総会運営委員(～平成 26 年 8 月) 
5） 日本皮膚科学会創傷・熱傷ガイドライン委員会改訂委員(平成 26 年 8 月～) 
 
周 円： 
1） 日本皮膚科学会東海地方会評議員(平成 25 年 8 月～) 

2）学会開催 
清島真理子： 
1） 東海地区(愛知・岐阜・三重)合同皮膚科医会(平成 24 年 2 月，名古屋) 
2） 第 261 回日本皮膚科学会東海地方会(平成 24 年 9 月，名古屋) 
3） 2013 年日本褥瘡学会公認 第 1 回中部地方会教育セミナー(平成 25 年 3 月，岐阜) 
4） 第 9 回日本褥瘡学会中部地方会学術集会(平成 25 年 3 月，岐阜) 
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5） 第 270 回日本皮膚科学会東海地方会(平成 26 年 12 月，名古屋) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
清島真理子： 
1） 山梨県皮膚科医会学術講演会(平成 24 年 2 月，甲府，特別講演「乾癬治療最前線～しなやかな治療

戦略～」演者) 
2） 第 51 回大阪皮膚科医会・学術講演会(平成 24 年 2 月，大阪，特別講演「皮膚細菌感染症－困った時

のために」演者) 
3） 日本女医会総会学術講演会(平成 24 年 5 月，岐阜，特別講演「難知性皮膚疾患の治療最前線－しな

やかな治療戦略－」演者) 
4） 第 179 回日本皮膚科学会信州地方会(平成 24 年 7 月，松本，特別講演「自己炎症性症候群－診断の

ポイント」演者) 
5） 第 76 回日本皮膚科学会東部支部学術大会(平成 24 年 9 月，札幌，ランチョンセミナー「伴存疾患を

見据えた乾癬治療」座長) 
6） 日本臨床皮膚科医会東海北陸ブロック学術集会(平成 24 年 10 月，名古屋，特別講演「乾癬治療最前

線－最近のトピックス」演者) 
7） 第 63 回日本皮膚科学会中部支部学術大会(平成 24 年 10 月，大阪，スイーツセミナー「アトピー性

皮膚炎の治療ストラテジー」座長) 
8） 第 100 回兵庫県皮膚科医会学術講演会(平成 25 年 3 月，神戸，招請講演「最近のウイルス発疹症－

ヒトパルボウイルス B19 感染症を中心に－」演者) 
9） 第 9 回日本褥瘡学会中部地方会学術集会(平成 25 年 3 月，岐阜，特別講演「高齢者医療の中での褥

瘡チーム医療」座長) 
10） 第 29 回日本臨床皮膚科医会総会・臨床学術大会(平成 25 年 4 月，名古屋，ランションセミナー「皮

膚科医がおこなう今日からのスキンケア指導」座長) 
11）第 112 回日本皮膚科学会総会(平成 25 年 6 月，横浜，教育講習会「皮疹から探る呼吸器，消化器疾

患(肝・胆・膵を含む)」演者) 
12） 第 112 回日本皮膚科学会総会(平成 25 年 6 月，横浜，教育講習会「皮疹から探る呼吸器，消化器疾

患(肝・胆・膵を含む)」座長) 
13） 第 28 回日本乾癬学会(平成 25 年 9 月，東京，ランチョンセミナー「膿疱性乾癬に対する GMA/GCAP

治療の実際：膿疱性乾癬に対する GMA/GCAP 治療の幕開け」演者) 
14） The 17th Annual Meeting of the Korean Society for Psoriasis(平成 25 年 9 月，Seoul(Korea), 特別

講演「Optimal management of psoriasis: Are there any biomarkers/predictors of treatment 
efficacy and adverse effects?」演者) 

15） 第 64 回日本皮膚科学会中部支部学術大会(平成 25 年 11 月，名古屋，ランチョンセミナー「乾癬治

療と患者 QOL－「早く、きれいに、親切に、適切な医療費で治す」ことができているのか：乾癬の

治療効果をどのように評価するか」演者) 
16） 第 64 回日本皮膚科学会中部支部学術大会(平成 25 年 11 月，名古屋，Quality Indicator 講演「Quality 

Indicator を考える－皮膚良性腫瘍を対象として：皮膚良性腫瘍」演者) 
17） 第 64 回日本皮膚科学会中部支部学会(平成 25 年 11 月，名古屋，ランチョンセミナー「全身性炎症

疾患としての乾癬の積極的治療の必要性と治療の工夫」座長) 
18） 第 30 回日本臨床皮膚科医会・臨床学術大会(平成 26 年 4 月，横浜，セミナー「皮膚科医が知ってい

ると役に立つ情報」座長) 
19） 第 113 回日本皮膚科学会総会(平成 26 年 5 月，京都，ランチョンセミナー「日光角化症の診断と治

療」座長) 
20） 第 113 回日本皮膚科学会総会(平成 26 年 5 月，京都，教育講演「急性発疹症－最近の話題」座長) 
21） 第 64 回日本皮膚科学会高知地方会(平成 26 年 7 月，高知，特別講演「乾癬治療最前線－しなやかな

治療戦略」演者) 
22） 第 29 回日本乾癬学会(平成 26 年 9 月，高知，シンポジウム「皮膚科における顆粒球・単球吸着療法

演者) 
23） 第 35 回日本アフェレシス学会(平成 26 年 9 月，東京，シンポジウム「アフェレシス－皮膚科領域で
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のさらなる臨床応用をめざして」演者) 
24） 第 35 回日本アフェレシス学会(平成 26 年 9 月，東京，ランチョンセミナー「アフェレシスによる物

質除去の原理～凝固因子第 13 因子に与える影響」座長) 
25） 第 35 回日本アフェレシス学会(平成 26 年 9 月，東京，シンポジウム「皮膚疾患に対するアフェレシ

ス－現在と未来－」座長) 
26） 第 65 回日本皮膚科学会中部支部学術大会(平成 26 年 10 月，大阪，教育講演「足の皮膚疾患と患者

指導：フットケアの懇切丁寧な指導」座長) 
27） 第 44 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会(平成 26 年 11 月，仙台，スイーツセミナー「アダカ

ラム治療の最適化にむけた症例の検討」演者) 
 
加納宏行： 
1） 東海地区(愛知・岐阜・三重)合同皮膚科医会(平成 24 年 2 月，名古屋，特別講演「アトピー性皮膚炎：

最近の話題」演者) 
2） 第 24 回日本アレルギー学会春季臨床大会(平成 24 年 5 月，大阪，ミニシンポジウム「特異な皮疹を

呈したインスリン製剤中の硫酸プロタミンによる薬疹」演者) 
3） 第 9 回日本褥瘡学会中部地方会学術集会(平成 25 年 3 月，岐阜，ランチョンセミナー「知らなきゃ

損する！褥瘡診療ストラテジー－あなたに伝えたい真実、そして都市伝説－」座長) 
4） 第 29 回日本臨床皮膚科医会(平成 25 年 4 月，名古屋，シンポジウム「皮膚症状から診断する全身性

血管炎・血管障害」演者) 
5） 第 64 回日本皮膚科学会中部支部学会(平成 25 年 11 月，名古屋，Quality Indicator 講演「いわゆる

下腿潰瘍の QI：下腿潰瘍・循環障害」演者) 
6） 第 16 回日本褥瘡学会(平成 26 年 8 月，名古屋，教育講演「高齢者の皮膚特性を考慮した褥瘡診療」

演者) 
7） 第 16 回日本褥瘡学会(平成 26 年 8 月，名古屋，シンポジウム「高齢者医療と褥瘡」座長) 
8） 平成 26 年度日本皮膚科学会東海地方会(平成 26 年 12 月，名古屋，生涯教育講演「皮膚科医として

身に付けておきたい褥瘡の考え方」演者) 
 
周 円： 
1） 日本褥瘡中部地方会(平成 25 年 3 月，岐阜，教育セミナー「DESIGN-R と褥瘡治癒過程」演者) 
 
藤澤智美： 
1） 第 20 回ダニと疾患のインターフェースに関するセミナー(平成 24 年 7 月，新野，ワークショップ

「Rickettsia africae による旅行者感染」演者) 
2） Psoriasis 2013－4th Congress of the Psoriasis International Network(平成 25 年 7 月，Paris 

(France)，Workshop「Maintenance therapy with granulocyte/monocyte adsorption apheresis for 
generalized pustular psoriasis：How would I treat it？」演者) 

3） 第 34 回日本アフェレシス学会(平成 25 年 11 月，軽井沢，シンポジウム「顆粒球単球吸着療法によ

る膿疱性乾癬の維持療法：最近の皮膚科アフェレシスの話題」演者) 
4） 第 64 回日本皮膚科学会中部支部学会(平成 25 年 11 月，名古屋，スイーツセミナー「顆粒球単球吸

着療法のエビデンス：膿疱性乾癬に対するアダカラムの最適化を求めて」演者) 
5） 第 35 回日本アフェレシス学会(平成 26 年 9 月，東京，シンポジウム「皮膚疾患における好中球・単

球吸着療法－掌蹠膿疱症を中心として」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 清島真理子：日本女医会吉岡弥生賞(医学に貢献された部門) 
2） 藤澤智美：第 3 回 2013 年度「鳥居・帝國乾癬研究奨励賞」国外学会発表部門 

9．社会活動 
清島真理子： 
1） 岐阜県医師会男女参画委員会副委員長(～現在) 
2） 厚生労働省医師国家試験試験委員(～現在) 
3） 日本専門医制評価・認定機構(研修施設訪問調査)サーベイヤー(～平成 25 年 10 月) 
4） 岐阜県公害審査委員会委員(平成 24 年 11 月～現在) 
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5） ぎふ輝く女性ネットワーク【パネルディスカッション】働く女性応援グループ「仕事と家庭の両立

支援」(平成 24 年 7 月 13 日) 
6） あいち乾癬患者友の会 第 10 回総会・学習懇談会 相談医(平成 24 年 7 月 22 日) 
7） 平成 24 年度難病ふれあい教室(平成 24 年 10 月 20 日) 
8） 平成 25 年度難病なんでも医療相談テレフォン・メールサービス(平成 25 年 5 月 24 日) 
9） 平成 25 年度難病医療講演会(平成 25 年 10 月 18 日) 

10） 平成 26 年度難病ふれあい教室(平成 26 年 10 月 19 日) 
11） 国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業(平成 26 年 12 月 21 日) 
12） 日本女性科学者の会理事(平成 26 年 7 月～) 
 
加納宏行： 
1） 岐阜県特定疾患等対策協議会員(～現在)  
 
奥村陽子： 
1） 日本臨床皮膚科医会・岐阜皮膚科医会「皮膚の日」市民講座(平成 24 年 11 月 10 日) 
 
周 円： 
1） 日本臨床皮膚科医会・岐阜皮膚科医会「皮膚の日」市民講座(平成 25 年 11 月 10 日) 
 
藤澤智美： 
1） ぎふ中日文化センター2014 年開講講座：ドクターが教える肌の常識・非常識，女性の肌トラブル編

(第 1 回平成 26 年 5 月 29 日・第 2 回平成 26 年 6 月 5 日・第 3 回平成 26 年 7 月 3 日) 
2） ぎふ中日文化センター2014 年開講講座：ドクターが教える肌の常識・非常識，秋冬編(第 1 回平成

26 年 10 月 2 日・第 2 回平成 26 年 11 月 6 日・第 3 回平成 26 年 12 月 4 日) 
3） 市民公開講座「乾癬の治療」(平成 26 年 11 月 30 日) 
 
佐藤三佳： 
1） 日本臨床皮膚科医会・岐阜皮膚科医会「皮膚の日」市民講座(平成 26 年 11 月 9 日) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
1） 加納宏行：たかが水虫？治療する意識大切「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2012 年 5 月 21 日) 
2） 加納宏行：蕁麻疹とアレルギー「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2012 年 7 月 30 日) 
3） 加納宏行：褥瘡(寝だこ・床ずれ)「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2012 年 10 月 1 日) 
4） 加納宏行：皮膚バリアと免疫、深い関係「研究室から－大学はいま」：岐阜新聞(2012 年 10 月 23 日) 
5） 清島真理子：皮膚の病気－正しい知識持って、最適な治療選んで：読売新聞(2013 年 1 月 6 日) 
6） 加納宏行：レイノー現象と強皮症「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2013 年 2 月 11 日) 
7） 奥村陽子：口唇ヘルペス「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2013 年 4 月 8 日) 
8） 清島真理子：水虫とはどんな病気なのか、教えて下さい：TBS ラジオ健康番組(2013 年 6 月 10 日) 
9） 清島真理子：水虫にかかりやいのは、どんな人でしょうか：TBS ラジオ健康番組(2013 年 6 月 11 日) 

10） 清島真理子：水虫と診断されたら、どんな治療をするのでしょうか：TBS ラジオ健康番組(2013 年 6
月 12 日) 

11） 清島真理子：水虫に症状が似ている、別の病気があるそうですね：TBS ラジオ健康番組(2013 年 6
月 13 日) 

12） 清島真理子：水虫の予防について、教えて下さい：TBS ラジオ健康番組(2013 年 6 月 14 日) 
13） 奥村陽子：伝染性軟属腫(みずいぼ)教えてホームドクター」：岐阜新聞(2013 年 6 月 17 日) 
14） 奥村陽子：紫外線対策について(みのひだ情報局)：NHK 岐阜放送局(2013 年 7 月 26 日) 
15） 奥村陽子：異所性蒙古斑「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2013 年 8 月 19 日) 
16） 奥村陽子：水疱性類天疱瘡「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2013 年 10 月 21 日) 
17） 奥村陽子：イチゴ状血管腫「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2013 年 12 月 30 日) 
18） 清島真理子：3 月は要注意？しもやけの予防について：CBC ラジオ(2014 年 2 月 18 日) 
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19） 周 円：糖尿病足病変の早期発見「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2014 年 2 月 24 日) 
20） 周 円：薬の副作用、薬疹「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2014 年 4 月 28 日) 
21） 周 円：足のうっ滞「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2014 年 6 月 30 日) 
22） 清島真理子：知っていますか？「かんせん」のこと－新たな薬剤登場で進歩する乾癬治療(2014 年 8

月 20 日) 
23） 佐藤三佳：<ほくろのがん>悪性黒色腫「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2014 年 9 月 8 日) 
24） 佐藤三佳：ダニが引き起こす<疥癬>「教えてホームドクター」：岐阜新聞(2014 年 9 月 8 日) 
25） 清島真理子：乾癬：患者さんを悩ます慢性の皮膚疾患「患者さんの Quality of Life の向上を目指し

て」：朝日新聞(2014 年 9 月 26 日) 
26） 藤澤智美：膿疱症治療に好中球を研究「研究室から－大学はいま」：岐阜新聞(2014 年 11 月 11 日) 

12．自己評価 
評価 

平成 24 年から 26 年の 3 年間に 3 件の科学研究費を獲得した。英文原著は国際英文誌に 35 報掲載さ

れ，平成 18－20 年の 20 報，平成 21－23 年の 29 報と比較して増加している。研究費獲得，学会活動，

論文作成，社会活動，報道面とも一定の成果を得ることができたと評価している。 
 
現状の問題点及びその対応策 

診療および学生教育に費やす時間が長く，研究者が研究活動に全力投球できる十分な研究環境が整え

られていないため，研究の質的および量的低下が問題である。研究活動の効率化および研究補助員の確

保により研究成果をあげるよう努力したい。 
 
今後の展望 
「難治性皮膚疾患に対するアフェレシス治療の奏効機序に関する研究」および「皮膚筋炎特異的自己抗

体の抗体価と臨床型および重症度との相関に関する研究」はすでに研究結果が集積しつつあり，今度は

解析を行い，成果を発表したい。一方，「アトピー性皮膚炎における角層バリア機能に関する研究」およ

び「皮膚悪性腫瘍における microRNA の研究」は臨床応用への第一歩となる基礎的研究であり，長期的

な見通しに立って十分な研究成果を積み重ねたい。 
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（8）泌尿器科学分野 

1．研究の概要 
1）尿路生殖器腫瘍の治療と予後に関する基礎的・臨床的研究 

①前立腺癌の抗癌剤耐性機序の基礎的研究 
ホルモン療法耐性前立腺癌に対する抗癌剤治療の確立を目指し，培養細胞及び実験動物を用いた抗

癌剤耐性に関連した遺伝子の同定と，その発現阻止についての基礎研究を行っている。 
②前立腺癌治療に関する臨床的研究 

日本における前立腺癌に対するヨウ素 125 密封小線源永久挿入療法に関する前向きコホート研究お

よび限局性前立腺癌に対するホルモン療法の有効性に関する観察研究を行っている。 
③転移性腎細胞癌に対する 1 次インターロイキン 2+インターフェロン併用/2 次アキシチニブ逐次療

法群と 1 次スニチニブ/2 次アキシチニブ逐次療法群の有効性・安全性に関するランダム化比較試験 
④筋層浸潤性膀胱癌に対する膀胱全摘除術 術前補助化学療法の有用性及び安全性に関する研究 

2）尿路感染症の基礎的・臨床的研究 
①大規模調査による起因菌の臨床的研究 

関連施設を含めて毎年複雑性尿路感染症の起因菌を収集し，また，臨床背景や臨床病状との関連を

研究している。さらに 4 年毎に女子急性単純性膀胱炎の総合調査を継続中である。 
②薬剤耐性菌の出現状況，耐性機序の解明 

臨床例より得られた起因菌を用いて，突然変異などの遺伝子レベルでの薬剤耐性機序を研究してい

る。また，抗菌剤の使用と遺伝子変異との関連も研究している。 
③尿路感染症に対する薬物療法についての臨床的研究 

関連病院と協力し尿路感染症に対する各種抗菌剤の有効性について検討を行っている。 
④三学会合同抗菌薬感受性サーベイランスへの参加 

日本化学療法学会，日本感染症学会および日本臨床微生物学会が合同で行っている三学会合同抗菌

薬感受性サーベイランスに参加し，複雑性尿路感染症分離株の収集を行っている。 
3）男子尿道炎の基礎的・臨床的研究 

①分子生物学的手法を用いた起炎菌の検出法の開発 
現在までに解明されていない非淋菌性尿道炎の起炎菌の同定と，その診断法の開発，特に核酸増幅

を用いた手法を研究している。 
②薬剤耐性菌淋菌の疫学研究 

関連施設を含めて年次的に臨床分離株を収集し，それらの抗菌剤感受性を測定し，年次的な変移を

研究している。 
③薬剤耐性 Mycoplasma genitalium の薬剤耐性機序の解明 

非淋菌性尿道炎起炎菌として注目さえている M. genitalium のマクロライド系およぶキノロン系薬

剤の耐性機序を遺伝子レベルで研究している。 
④男子尿道炎に対する薬物療法についての臨床的研究 

関連病院と協力し男子尿道炎に対する各種抗菌剤の有効性について検討を行っている。 
⑤三学会合同抗菌薬感受性サーベイランスへの参加 

日本化学療法学会，日本感染症学会および日本臨床微生物学会が合同で行っている三学会合同抗菌

薬感受性サーベイランスに参加している。 
4）腎移植における臨床的研究 

①免疫抑制剤の適正化 
拒絶反応を防ぎ，日和見感染症を引き起こさない適正な免疫抑制剤の投与方法に関する臨床的研究

を行っている。 
②移植腎の病理学的研究 

移植腎に対して定期的な生検を施行して，移植腎機能に及ぼす潜在的な拒絶反応，ウイルス感染を

病理像から研究している。さらに，病理組織像から移植腎の長期生着を目指したテーラーメイドな免

疫抑制療法を行っている。 
5）鏡視下手術手技の開発研究 

腹腔鏡下副腎摘出術，腹腔鏡下腎摘出術は，すでに標準術式となりつつある本手技を安全かつ確実

に行うための手技および本術式を応用した新たな術式の開発，ならびに器具，器材の開発研究を行っ

ている。 
6）排尿障害分野における臨床的研究 
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男性前立腺肥大症患者の下部尿路症状に対する薬剤の効果について，前立腺肥大症に伴う過活動膀

胱症状，前立腺肥大症患者に合併する夜間頻尿，前立腺肥大症に対する治療抵抗性の不定愁訴に対す

る薬物療法を自覚的，他覚的に評価し，最適な投与方法を検討している。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
講師： 
講師： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 

出口 隆 
仲野正博 
横井繁明 
安田 満 
土屋朋大 
清家健作 
水谷晃輔 
菊地美奈 
堀江憲吾 
高木公暁 
亀山紘司 
河田 啓 
高井 学 

Takashi Deguchi 
Masahiro Nakano 
Shigeaki Yokoi 
Mitsuru Yasuda 
Tomohiro Tsuchiya 
Kensaku Seike 
Kosuke Mizutani 
Mina Kikuchi 
Kengo Horie 
Kimiaki Takagi 
Koji Kameyama 
Kei Kawada 
Manabu Takai 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 出口 隆．膀胱炎 Cystitis：山口 徹，北原光夫，福井次矢総編集．TODAY’S THERAPY 2012 今日

の治療指針，東京：医学書院；2012 年：958－959．  
2） 出口 隆監修．病気がみえる 8 巻 腎・泌尿器，東京：メディックメディア；2012 年：244－257． 
3） 出口 隆．性感染症(尿道炎)：山口 徹，北原光夫，福井次矢総編集．TODAY’S THERAPY 2013 今

日の治療指針，東京：医学書院；2013 年：990－991. 
4） 出口 隆．107G53：第 107 回医師国家試験問題解説，東京：メディックメディア；2013 年：433－434. 
5） 出口 隆．107I37：第 107 回医師国家試験問題解説，東京：メディックメディア；2013 年：523. 
6） 出口 隆．包茎，亀頭包皮炎：福井次矢，高木 誠，小室一成総編集.  TODAY’S THERAPY 2014 今

日の治療指針，東京：医学書院；2014 年：1058－1059. 
7） 出口 隆．性感染症：槇野博史，秋澤忠男，山縣邦弘編集．腎疾患・透析 最新の治療 2014-2016，東

京：南江堂；2014 年：233－237. 
8） 出口 隆．第 4 章 尿路性器感染症：抗菌薬使用の基礎 I. 抗菌薬の基礎知識：2014 年 卒後教育テキ

スト，東京：日本泌尿器科学会；2014 年：85－90. 
9） 出口 隆．108A46：第 108 回医師国家試験問題解説，東京：メディックメディア；2014 年：67－69. 

10） 安田 満．第 4 章 尿路性器感染症：抗菌薬使用の基礎 I. 抗菌薬の基礎知識：2014 年 卒後教育テキ

スト，東京：日本泌尿器科学会；2014 年：91－99. 
 

著書（欧文） 
なし 

 
総説（和文） 

1） 出口 隆．【腎臓症群(第 2 版)下-その他の腎臓疾患を含めて-】 各種病態にみられる腎障害 感染症 気腫

性腎盂腎炎，日本臨床 2012 年；別冊 新領域別症候群シリーズ No. 18：669－672． 
2） 出口 隆．性感染症 診断・治療ガイドライン 2011 を読んで 非クラミジア性非淋菌性尿道炎について，

泌尿器外科 2012 年；25 巻：1815－1820． 
3） 出口 隆.【高齢者における感染症】高齢者に多くみられる尿路感染症の特徴と疫学，Geriatric Medicine 

2012 年；11 巻：1279－1284． 
4） 出口 隆．【泌尿器科の変遷-過去から未来へ-】感染症 男子尿道炎の新たな起炎菌と新たな耐性菌，泌尿

器外科 2012 年；25 巻特別号；590－592． 
5） 出口 隆．診断法と治療法の進歩がもたらした落とし穴 性感染症の場合，SRL 感染症フォーラム講演集

2012 年；16 巻：18－23． 
6） 横井繁明．泌尿器科領域におけるトラブルシューティング(第 28 回) T3a 右腎癌を腹腔鏡下に摘出する場

合のトラブルシューティング，泌尿器外科 2012 年；25 巻：369－371． 
7） 安田 満．抗菌薬の選択と使い方 尿路・泌尿器・婦人科領域 非淋菌性尿道炎における抗菌薬の選択と

使い方，化学療法の領域 2012 年；28 巻：318－324． 
8） 安田 満．【Q&A で学ぶ尿路性器感染症 基礎知識と最近の話題】男子性器感染症の基礎知識，泌尿器ケ

ア 2012 年；17 巻：182－184． 
9） 安田 満．【Q&A で学ぶ尿路性器感染症 基礎知識と最近の話題】泌尿器科領域の性感染症の基礎知識，
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泌尿器ケア 2012 年；17 巻：185－188． 
10） 安田 満．【性感染症 update-検査・診断・治療の最新知見-】 性感染症の検査・診断・治療の実際 マイ

コプラズマおよびウレアプラズマ感染症，Medical Technology 2012 年；40 巻：276－280． 
11） 安田 満．【泌尿器科ベッドサイドマニュアル】ベッドサイドトラブル対処法 院内感染，臨床泌尿器科 

2012 年；66 巻：165－169． 
12） 安田 満．Pros & Cons 膀胱炎治療薬の投与日数について，感染症道場 2012 年；1 巻：34－37． 
13） 安田 満．【腎疾患治療マニュアル 2012-13】 泌尿器科疾患 前立腺炎・精巣炎・精巣上体炎，腎と透析 

2012 年；72 巻増刊：489－491． 
14） 安田 満．【古くて新しい前立腺炎の臨床】慢性前立腺炎/慢性骨盤疼痛症候群に対する治療 1 交感神経

遮断薬，臨床泌尿器科 2012 年；66 巻：853－857． 
15） 出口 隆．【感染症症候群(第 2 版)[下]-症候群から感染性単一疾患までを含めて-】 性感染症 性感染症(概

論)，日本臨床 2013 年；別冊 感染症症候群(下)：455－460． 
16） 出口 隆．【泌尿器疾患の病態と診断・治療(III)】 尿路・性器感染症，医学と薬学 2013 年；70 巻：455

－462． 
17） 出口 隆．【妊婦の実地内科日常診療 内科外来での診かた・薬の使いかた・留意すること】 セミナー 妊

婦の内科疾患の実地診療のすすめかた ポイントと留意点 尿路感染症，Medical Practice 2013 年；30
巻：1586－1588． 

18） 出口 隆．【後期研修医がおさえておきたい泌尿器疾患 TOP 30】 疾患 尿路感染症(膀胱炎と腎盂腎炎)、
前立腺炎、精巣上体炎，泌尿器外科 2013 年；26 巻 特別号：179－195． 

19） 出口 隆. 【学会好事 日本性感染症学会第 25 回学術大会】，Urology Today 2013 年；20 巻：102－103． 
20） 仲野正博, 出口 隆．【陰茎癌の診断と治療】 ガイドラインからみた陰茎癌に対する治療方針，泌尿器外

科 2013 年；26 巻：917－926． 
21） 安田 満, 丹羽 隆．【切り取って使える保存版泌尿器科薬剤ノート(1)排尿障害・結石・感染の薬】 性感

染症に用いられる薬，泌尿器ケア 2013 年；18 巻：968－972． 
22） 安田 満．【感染症症候群(第 2 版)-症候群から感染性単一疾患までを含めて-[上]】 マイコプラズマ感染症、
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：出口 隆，研究分担者：安田 満，中根慶太；科学研究費補助金基盤研究(C)：淋菌に

おけるアジスロマイシン耐性化の経時的変化および耐性化機序の解析；平成 22－24 年度；4,060 千

円(1,040：1,820：1,200 千円) 
2） 研究代表者：出口 隆，研究分担者：安田 満；科学研究費補助金基盤研究(C)：男子尿道炎におけ

る病原体抗菌薬耐性サーベイランスの構築；平成 25－27 年度；5,070 千円(1,950：1,560：1,560 千

円) 
3） 研究代表者：加藤 卓；科学研究費補助金若手研究(B)：膀胱癌における塩酸ゲムシタビン耐性に関

与する miR の同定と作用機構の解明；平成 25－26 年度；4,030 千円(2,470：1,560 千円) 
4） 研究代表者：安田 満，研究分担者：出口 隆；科学研究費補助金基盤研究(C)：淋菌咽頭感染の効

果的な治療法；平成 26－28 年度；5,070 千円(1,430：1,430：2,210 千円) 
5） 研究代表者：水谷晃輔；科学研究費補助金若手研究(B)：前立腺癌由来エクソソームの解析；平成 26

－27 年度；3,900 千円(1,950：1,950 千円) 
6） 出口 隆，北市清幸，伊藤 晋，安田 満；平成 26 年度臨床研究推進支援経費(岐阜大学医学系研

究科長・医学部長，岐阜薬科大学長，岐阜大学医学部附属病院長)：男子淋菌性尿道炎に対する

azithromycin SR の細菌学的効効を予測する pharmacokinetics-pharmacodynamics (PK-PD)パラ

メーターの検討；50 万円 

2）受託研究 
1） 出口 隆：スーテントカプセル 12.5 mg 特定使用成績調査-腎細胞癌に対する調査；平成 20－25

年度；378,000 円：ファイザー(株) 
2） 出口 隆：スーテントカプセル 12.5mg 特定使用成績調査-腎細胞癌に対する調査(追加分)；平成

20－25 年度；630,000 円：ファイザー(株) 
3） 出口 隆：RAD001(継続投与試験)第 3 相臨床試験；平成 20－24 年度；1,950,930 円：ノバルティ

スファーマ(株) 
4） 出口 隆：RAD001(継続投与試験)第 3 相臨床試験(変更契約)；平成 20－24 年度；535,500 円：ノ

バルティスファーマ(株) 
5） 出口 隆：RAD001(継続投与試験)第 3 相臨床試験(変更契約)；平成 20－24 年度；995,400 円：ノ

バルティスファーマ(株) 
6） 出口 隆：ゾシン静注用 2.25, 4.5 使用成績調査；平成 22－24 年度；105,000 円：大正富山(株) 
7） 出口 隆：アフィニトール錠 5mg 特定使用成績調査；平成 22－25 年度；472,500 円：ノバルティ

スファーマ(株) 
8） 出口 隆：アフィニトール錠 5mg 特定使用成績調査(追加分)；平成 23－25 年度；472,500 円：ノ

バルティスファーマ(株) 
9） 出口 隆：アフィニトール錠 5mg 特定使用成績調査(追加分)；平成 23－25 年度；1,050 円：ノバ

ルティスファーマ(株) 
10） 出口 隆：トーリセル点滴静注用 25 mg 特定使用成績調査；平成 22－24 年度；283,500 円：ファ

イザー(株) 
11） 出口 隆：トーリセル点滴静注用 25mg 特定使用成績調査(追加分)；平成 23－26 年度；126,000

円：ファイザー(株) 
12） 出口 隆：フリバス錠 特定使用成績調査；平成 22－24 年度；126,000 円：旭化成(株) 
13） 出口 隆：グラセプターカプセル 有害事象詳細調査；平成 24－25 年度；21,000 円：アステラス製

薬株式会社 
14） 出口 隆：グラセプターカプセル 腎移植に対する特定使用成績調査；平成 21－26 年度；157,500

円：アステラス製薬株式会社 
15） 出口 隆：アクトス 有害事象詳細報告；平成 24－25 年度；21,000 円：武田薬品工業株式会社 
16） 出口 隆：バップフォー特定使用成績調査；平成 24－25 年度；315,000 円：大鵬薬品工業株式会社 
17） 出口 隆：テラビシン注射用 有害事象詳細調査；平成 24－25 年度；21,000 円：Meiji Seika ファ

ルマ株式会社 
18） 出口 隆：DR－3355 注射剤 比較試験(第Ⅲ相)；平成 24－26 年度；1,197,000 円：第一三共株式会

社 
19） 出口 隆：ベタニス錠使用成績調査；平成 24－26 年度；105,000 円：アステラス製薬株式会社 
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20） 出口 隆：ベタニス錠使用成績調査プロトコル；平成 24－26 年度；105,000 円：アステラス製薬株

式会社 
21） 出口 隆：JIJ-212082 第Ⅱ相試験；平成 24－27 年度；430,500 円：ヤンセンファーマ株式会社 
22） 出口 隆：JIJ-212082 第 3 相臨床試験；平成 24－30 年度；52,500 円：ヤンセンファーマ株式会社 
23） 出口 隆：ランマーク皮下注 120mg 特定使用成績調査；平成 24－28 年度；472,500 円：第一三共

株式会社 
24） 出口 隆：ベタニス錠特定使用成績調査プロトコル No.B；平成 24－26 年度；105,000 円：アステ

ラス製薬株式会社 
25） 出口 隆：JIJ-212082 第 3 相臨床試験；平成 24－30 年度；1,281,000 円：ヤンセンファーマ株式

会社 
26） 出口 隆：ゴナックス皮下注用 80mg；平成 25－28 年度；94,500 円：アステラス製薬株式会社 
27） 出口 隆：タコシール組織接着用シート；平成 25－26 年度；105,000 円：CSL ベーリング 
28） 出口 隆：リプレガル特定使用成績調査；平成 25－27 年度；63,000 円：大日本住友製薬 
29） 出口 隆：グラセプターカプセル 特定使用成績調査；平成 25－28 年度；252,000 円：アステラス

製薬株式会社 
30） 出口 隆：グラセプターカプセル 特定使用成績調査；平成 25－28 年度；157,500 円：アステラス

製薬株式会社 
31） 出口 隆：「ジオン注」副作用・感染症調査；平成 26－27 年度；43,200 円：田辺三菱製薬株式会社 
32） 出口 隆：JNJ-56021927 第 1 相臨床試験；平成 26－32 年度；1,002,240 円：ヤンセンファーマ株

式会社 
33） 出口 隆：サイモグロブリン点滴静注用 25mg の安全性及び有効性の検討(腎移植後の急性拒絶反応

の治療)(前例調査)(特定使用成績調査)；平成 26－29 年度；97,200 円：サノフィ株式会社 
34） 出口 隆：グラセプターカプセル 特定使用成績調査；平成 25－28 年度；324,000 円：アステラス

製薬株式会社 

3）共同研究 
1） 出口 隆：全自動尿中有形成分分析装置 UF-1000i とアルカリ界面活性剤溶液を用いた、臨床細菌

尿検体におけるグラム陽性・陰性菌の簡易鑑別法に関する研究開発；平成 23－25 年度；273,000 円：

シスメックス株式会社 
2） 出口 隆：マイクロチップ PCR－電気泳動技術を用いた性感染症起炎菌の迅速検査時ステムの研

究；平成 26－27 年度；500,000 円：和光純薬工業株式会社 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
出口 隆： 
1） 日本泌尿器科学会評議員(～現在) 
2） 日本泌尿器科学会広報委員会委員(～現在) 
3） 日本化学療法学会西日本支部幹事(～現在) 
4） 日本化学療法学会評議員(～現在) 
5） 日本性感染症学会常任理事(～現在) 
6） 日本感染症学会評議員(～現在) 
7） 日本泌尿器内視鏡学会評議員(～現在) 
8） 尿路感染症研究会幹事(～現在) 
9） 日本泌尿器科学会東海地方会会長(～現在) 

10） 泌尿器科分子・細胞研究会世話人(～現在) 
11） 東海ストーマリハビリテーション研究会世話人(～現在) 
12） J-POPS 運営委員(～現在) 
13） 日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会評議員(～現在) 
14） 日本泌尿器科学会専門医制度審議会委員(平成 26 年 4 月〜現在) 
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仲野正博： 
1） 日本泌尿器内視鏡学会評議員(～現在) 
2） 日本泌尿器科学会東海地方会運営委員(～現在) 
3） 前立腺密封小線源永久挿入治療研究会プログラム委員(平成 26 年～現在) 
 
伊藤慎一： 
1） 日本移植学会評議員(～現在) 
2） 腎移植血管外科研究会世話人(～現在) 
3） 日本臓器移植ネットワーク中日本支部運営委員(～現在) 
4） 日本臨床腎移植学会評議員(～現在) 

横井繁明： 
1） 日本泌尿器内視鏡学会評議員(～現在)  
2） 泌尿器腹腔鏡技術認定医審査委員(～現在) 
 
安田 満： 
1） 日本化学療法学会評議員(～現在) 
2） 日本化学療法学会幹事(平成 26 年 6 月〜現在) 
3） 日本感染症学会評議員(平成 26 年 10 月〜現在) 
4） 日本性感染症学会評議員(～現在)  
5） 日本化学療法学会抗菌薬臨床評価ガイドライン改訂委員会委員(～現在) 
6） 三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス実務委員会調整委員(～現在) 
7） JAID/JSC 感染症治療ガイド・ガイドライン作成委員会性感染症委員(～現在) 
8） 日本泌尿器内視鏡学会尿路ステント部会委員(～現在) 
9） 日本化学療法学会泌尿器感染症臨床評価法の改訂委員会委員(～現在) 

10） 日本化学療法学会尿路性器感染症に関する臨床試験実施のためのガイドライン改訂委員会委員(～現

在) 
 
水谷晃輔： 
1） 泌尿器分子・細胞研究会評議員(平成 26 年 4 月～現在) 

2）学会開催 
出口 隆： 
1） 日本性感染症学会第 25 回学術大会(平成 24 年 12 月，岐阜) 
2） 第 3 回東海 STI 研究会(平成 24 年 12 月，岐阜) 
3） 第 262 回日本泌尿器科学会東海地方会(平成 25 年 12 月，名古屋) 

3）学術雑誌 
出口 隆： 
1） J Infect Chemother；Editorial Board(～現在) 
2） Int J Urol；Editorial Board(～現在) 
3） 泌尿器科紀要；編集委員(～現在) 
4） 日本性感染症学会；編集委員長(平成 25 年 12 月～) 
 
安田 満： 
1） 日本性感染症学会；編集委員(～現在)  

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
出口 隆： 
1） 第 100 回日本泌尿器科学会総会(平成 24 年 4 月，横浜，シンポジウム 3−3「泌尿器科感染症につい

て再考する」座長) 
2） 第 60 回日本化学療法学会学術総会(平成 24 年 4 月，長崎，Meet the Expert 2「男子尿道炎」演者) 
3） 第 62 回日本泌尿器科学会中部総会(平成 24 年 11 月，富山，ランチョンセミナー6「前立腺肥大症の
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薬物療法 −ブロッカーから新しい治療薬の可能性まで−」座長) 
4） 日本性感染症学会第 25 回学術大会(平成 24 年 12 月，岐阜，特別講演 2「エイズ発生動向とエイズ

施策について」座長) 
5） 第 3 回東海 STI 研究会(平成 24 年 12 月，岐阜，特別講演「淋菌感染症の話題」座長) 
6） The 14th Biennial Meeting of the Asia-Pacific Society for Sexual Medicine (平成 25 年 6 月，金沢，

ランチョンセミナー3「Management of prostatitis」座長) 
7） 第 27 回日本泌尿器内視鏡学会総会(平成 25 年 11 月，名古屋，イブニングセミナー5「内視鏡手術、

処置、検査における周術期感染予防 経尿道的操作時の感染予防」演者) 
8） 日本性感染症学会第 26 回学術大会(平成 25 年 11 月，岐阜，教育セミナー1「性器マイコプラズマの

すべて 性器マイコプラズマの性感染症における役割」演者) 
9） 第 63 回日本泌尿器科学会総会(平成 25 年 11 月，名古屋，サテライトシンポジウム 3「尿路感染症

update：最新のトピックスとエビデンス」座長) 
10） 第 102 回日本泌尿器科学会総会(平成 26 年 4 月，神戸，ランチョンセミナー8 座長) 
11） 第 62 回日本化学療法学会西日本支部総会，第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，第 84

回日本感染症学会西日本地方会学術集会(平成 26 年 10 月，岡山，教育講演 8「緑膿菌感染症：臨床・

研究における新展開」座長) 
12） 第 64 回日本泌尿器科学会中部総会(平成 26 年 10 月，浜松，卒後教育プログラム 抗菌薬使用の基

礎「抗菌薬の基礎知識」講師) 
13） 第 64 回日本泌尿器科学会中部総会(平成 26 年 10 月，浜松，シンポジウム 3「下部尿路疾患に対す

る健康食品について」座長) 
14） 第 156 回日本泌尿器科学会広島地方会(平成 26 年 11 月，広島，特別講演「尿路・性器感染症の治療

に役立つ抗菌薬の基礎知識」講師) 
15） 日本性感染症学会第 27 回学術大会(平成 26 年 12 月，神戸，イブニングセミナー1 STI 検査の最前

線「性器マイコプラズマの検出」演者) 
 
仲野正博： 
1） 第 24 回多地点合同メデイカルカンファレンス(平成 24 年 9 月，岐阜，「陰茎癌診療を考える-現状と

課題-」ガイドライン，抗がん剤治療，最近の話題について 座長・演者)  
2） 第 10 回前立腺密封小線源永久挿入療法研究会(平成 26 年 1 月，東京，シンポジウムⅠ 密封小線源

値治療の直腸障害克服への取り組み，「追加発言：I-125 密封小線源療法後の痔核硬化療法に対する

注意喚起」演者) 
3） 第 16 回ヨウ素 125 シード線源挿入による前立腺密封小線源療法技術講習会(平成 26 年 6 月，東京，

看護部門，司会) 
 
横井繁明： 
1） 第 100 回日本泌尿器科学会総会(平成 24 年 4 月，横浜，教育セミナー「日本における進行性腎細胞

がん治療の現状 当院での工夫 —2 症例の経過を通じて-」演者) 

安田 満： 
1） 第 100 回日本泌尿器科学会総会(平成 24 年 4 月，横浜，シンポジウム 3-3「泌尿器科感染症につい

て再考する  抗菌薬側の要因から再考する −操薬−」演者) 
2） 第 60 回日本化学療法学会総会(平成 24 年 4 月，長崎，シンポジウム 10「高齢者、寝たきり老人の

尿路感染症に対する管理と抗菌薬治療 −泌尿器科の立場から−」演者) 
3） 第 24 回日本臨床微生物学会総会(平成 25 年 1 月，横浜，委員会報告「第 1 回 三学会合同抗菌薬感

受性サーベイランス(2009 年度)報告 ―急性単純性膀胱炎、尿道炎―」演者) 
4） 第 3 回日本性感染症学会関西支部総会(平成 25 年 3 月，神戸，特別講演「泌尿器科領域からみた性

感染症の現状と問題点」演者) 
5） 第 101 回日本泌尿器科学会総会(平成 25 年 4 月，札幌，シンポジウム 4「新しい治療戦略シリーズ 

性感染症 淋菌感染症 −現状と治療戦略−」演者) 
6） 第 61 回日本化学療法学会総会・第 87 回日本感染症学会学術講演会(平成 25 年 6 月，横浜，シンポ

ジウム 20「尿路感染症・性感染症への適切なアプローチを学ぶ 4. 尿道炎」演者) 
7） 第 31 回日本クラミジア研究会学術集会(平成 25 年 9 月，横浜，イブニングセミナー「今、ホットな

性感染症 Chlamydia trachomatis・Mycoplasma genitalium 感染症」演者) 
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8） 第 61 回日本化学療法学会西日本支部総会(平成 25 年 11 月，大阪，シンポジウム 5「臨床から提起

する感染症の基礎研究 尿路性器感染症からの要望」演者) 
9） 第 63 回日本泌尿器科学会中部総会(平成 25 年 11 月，名古屋，サテライトシンポジウム 3「尿路性

器感染症 update：最新のトピックスとエビデンス わが国における尿路性器結核の現状」演者) 
10） 日本性感染症学会第 26 回学術大会(平成 25 年 11 月，岐阜，教育講演「尿道炎 −現状と今後の課

題−」演者) 
11） 日本性感染症学会第 26 回学術大会(平成 25 年 11 月，岐阜，教育セミナー3「新たな STI 関連微生物

および性教育の啓発を考える  中・高校生への性教育の啓発」演者) 
12） 第 29 回日本環境感染学会総会・学術大会(平成 26 年 2 月，東京，シンポジウム 30 尿路感染症「尿

管ステント交換時の感染予防対策」演者) 
13） 平成 26 年度日臨技中部圏支部医学検査学会(第 53 回)(平成 26 年 9 月，富山，講演「尿路性器感染

症に関する臨床試験実施のためのガイドライン」講師)  
14） 第 62 回日本化学療法学会西日本支部総会，第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，第 84

回日本感染症学会西日本地方会学術集会(平成 26 年 10 月，岡山，シンポジウム 14 女性性器細菌

感染症に関する最近のトピックス「女性性器における Mycoplasma genitalium 感染症」演者) 
15） 第 62 回日本化学療法学会西日本支部総会，第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，第 84

回日本感染症学会西日本地方会学術集会(平成 26 年 10 月，岡山，Meet the Expert -専門医を目指し

て-「泌尿器感染症」演者) 
16） 第 62 回日本化学療法学会西日本支部総会，第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，第 84

回日本感染症学会西日本地方会学術集会(平成 26 年 10 月，岡山，シンポジウム「男性性器感染症に

対する治療を考える」司会) 
17） 第 5 回東海 STI 研究会(平成 26 年 10 月，名古屋，教育講演 1「岐阜県性感染症教育研究会の活動」

講師) 
18） 第 64 回日本泌尿器科学会中部総会(平成 26 年 10 月，浜松，卒後教育プログラム 抗菌薬使用の基

礎「尿路・性器感染症の治療時および周術期感染予防時における抗菌薬の適正使用の基本」講師)  
19） 日本性感染症学会第 27 回学術大会(平成 26 年 12 月，神戸，シンポジウム 4 性感染症治療の標準

化「淋菌感染症治療の標準化に向けて」演者) 
20） 平成 26 年度院内感染対策講習会(平成 26 年 12 月，神戸，「医療機関における感染制御の基本」講師) 
 
土屋朋大： 
1） 第 29 回腎移植・血管外科研究会(平成 25 年 6 月, 青森, シンポジウム 1「地方で腎移植を実践する-

スタッフ不足を補うヒント-」演者) 
2） 第 47 回日本臨床腎移植学会(平成 26 年 3 月, 奈良, シンポジウム 2「高齢化社会における地域連携

を活用した腎移植患者の支援 腎移植後外来フォローアップにおける地域連携の必要性と注意点」

演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 安田 満：日本化学療法学会学術奨励賞(平成 24 年度) 

9．社会活動 
出口 隆： 
1） 岐阜県身体障害者医学的判定嘱託医師(～現在) 
2） 岐阜県感染症予防対策エイズ対策部会委員(～現在) 
3） 岐阜県ジン・アイバンク協会副理事長(～現在) 
4） 性の健康医学財団理事(～現在) 

10．報告書 
1） 安田 満，三鴨廣繁，出口 隆：岐阜県における数的な実態把握のための解析 調査対象医療機関

の検討：厚生労働科学研究費補助金 新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 性感染症

に関する予防、治療の体系化に関する研究 (H21-新興-一般-001)平成 23 年度総括研究報告書(小野寺

班)：139−144(平成 24 年 5 月) 
2） 安田 満，三鴨廣繁，出口 隆：岐阜県における数的な実態把握のための解析：厚生労働科学研究

費補助金 新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 性感染症に関する予防、治療の体系
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化に関する研究 (H21-新興-一般-001)平成 21 年度～平成 23 年度総合研究報告書(小野寺班)：149−
157(平成 24 年 5 月) 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

尿路性器感染症の分野では，先進的な研究成果をあげることができており評価を受けている。また東

京都健康長寿医療センター研究所老化機構研究チームとの共同研究により，前立腺癌の関する基礎的研

究で成果を得ることができた。しかしながら，他の研究課題においては着実に研究が進行しているもの

の，顕著な成果としてはあらわれておらずより一層の努力を要する。 
 

現状の問題点及びその対応策 
最大の問題点は関連施設も含めた人員不足である。さらに，臨床活動のウェイトが増したことに伴っ

て，益々研究に割ける員数と時間に影響が出ている。また，研究費の面でも，外部資金の獲得が厳しく

なっている。即効性のある対応策はなく，また，当分野だけの問題ではないと考えている。当分野とし

ては，以前 にも増して本学医学部生及び他大学の学生に積極的にアピールし，留学生や学外企業からの

社会人大学院生の積極的な受入を行なう。研究面の発展のために，学内の他分野，さらに他大学および

他の研究施設との共同研究を積極的に展開する。また，研究成果を積極的に発表して外部資金の獲得に

一層の努力を行う。 
 

今後の展望 
1）前立腺癌の薬剤耐性機構の分子生物学的研究 

タキサン系抗癌剤耐性に関する遺伝子の検索をさらに推し進める。 
2）去勢抵抗性前立腺癌の新規薬剤の効果の指標となる新規マーカーの探索研究 

アビラテロン，エンザルタミドなど去勢抵抗性前立腺癌の新たな薬剤が臨床で使用可能となり，東京

都健康長寿医療センター研究所老化機構研究チームとの共同研究により，新規薬剤の効果を予測する新

規マーカーの検索を目指す。 
3）尿路感染症の基礎的・臨床的研究 

現在の研究を進め，また，遺伝子解析による薬剤感受性判定法の開発を目指す。これらの基礎的研究

成果と PK-PD 理論に基づいた適正な抗菌化学療法の確立を目指す。 
4）男子尿道炎の基礎的・臨床的研究 

岐阜薬科大学 薬物動態学研究室との共同研究を行い，PK-PD 理論に基づいた尿道炎に対する適正な

抗菌化学療法の確立を目指す。 
5）腎移植における臨床的研究 

岐阜薬科大学 薬物動態学研究室および本学附属病院薬剤部との共同研究により，免疫抑制剤の適正

使用の確立を目指し，その成果として移植腎の長期機能維持を目指す。 
6）鏡視下手術手技の開発研究 

新たな技術および器具，器材の開発により，鏡視下手術の適応の拡大を目指す。 
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（9）麻酔・疼痛制御学分野 

1．研究の概要 
麻酔・疼痛制御学分野の主な研究課題は，周術期管理の問題点解明・安全性確立と術後痛を含む難治性

疼痛治療の開発とを主眼に置いた研究である。脳脊髄の微小循環から周術期の脳脊髄保護に関する知見の

収集 (中枢神経系モニタリングを含む) や，酸化ストレスによる血管内皮障害に伴う病態・防御機構の解

明，麻酔関連領域におけるシグナル伝達機能とその制御，難治性疼痛の対策を究明する研究を行っており，

以下のようにまとめることができる。 
1） 脳・脊髄循環に対する麻酔及びその関連薬に関する研究 
2） 麻酔関連領域における (中枢神経系等) におけるシグナル伝達機能を含む研究 
3） 酸化ストレス障害等による血管内皮障害および血管保護に関する研究 
4） 遷延性術後痛を含む難治性疼痛制御に関する研究 
5） 血小板凝集機能と周術期管理に関する研究 

過去 10 年間以上にわたり科学研究費の配分を受け，頭蓋内及び脊髄腔内有窓法を用いて脳および脊髄

の微小循環に対する麻酔薬・麻酔関連薬や生理学的刺激に対する反応の作用機序に関する活発な研究を行

い，最近は脳脊髄保護の基礎的研究まで仕事の幅を広げてきた。臨床医から見た臨床現場での疑問・問題

点をより詳細に解明すべく血管保護・神経保護等のシグナル分子機構への作用も検討し臨床応用の可能性

を示した。また，周術期管理における血小板凝集亢進と抑制に関する問題点とメカニズムを解析している。

さらに，近年注目されている遷延性術後痛に関する予防・治療法に関する研究を進めている。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
講師： 
講師： 
講師： 
講師： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 

飯田宏樹 
竹中元康 
田辺久美子 
長瀬 清 
杉山陽子 
熊澤昌彦 
福岡尚和 
山口 忍 
吉村文貴 
鬼頭和裕 
南 公人 
中西真有美 
玉木久美子 
鬼頭祐子 
大沼隆史 
阪田耕治 
木村 緑 
館 順子 
林 慶州 
上田恭平 
松原千里 
田中亜里沙 
西村温子 
岩田ちひろ 

Hiroki Iida 
Motoyasu Takenaka 
Kumiko Tanabe 
Kiyoshi Nagase 
Yoko Sugiyama 
Masahiko Kumazawa
Naokazu Fukuoka 
Shinobu Yamaguchi 
Noritaka Yoshimura 
Kazuhiro Kito 
Kimito Minami 
Mayumi Nakanishi 
Kumiko Tamaki 
Yuuko Kito 
Takashi Oonuma 
Kouzi Sakata 
Midori Kimura 
Junko Tachi 
Keishu Hayashi 
Kyohei Ueda 
Chisato Matsubara 
Arisa Tanaka 
Atsuko Nishimura 
Chihiro Iwata  

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 飯田宏樹. ペインクリニックではどのように注射をしているのですか？：宗圓 聰，紺野愼一編. 運動器の

痛みをとる. やわらげる, 東京：メジカルビュー社；2012 年：174－177.  
2） 福岡尚和, 飯田宏樹. 間質性肺炎：澄川耕二編. 麻酔前の評価・準備と予後予測, 東京：克誠堂出版；2012

年：23－27. 
3） 飯田宏樹, 加藤真有美. 禁煙：澄川耕二編. 麻酔前の評価・準備と予後予測, 東京：克誠堂出版；2012 年：

46－52. 
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4） 飯田宏樹. 鎮痛補助薬 2)SNRI：山本達郎編. 痛みの薬物治療, 東京：文光堂；2013 年：211－215. 
5） 山口 忍, 飯田宏樹. 鎮痛補助薬 3)SSRI・NaSSA：山本達郎編. 痛みの薬物治療, 東京：文光堂；2013 年：

216－219. 
6） 飯田宏樹, 松本茂美. 総論：飯田宏樹, 内野博之, 田上 正, 安部洋一郎, 福井弥己郎(聖), 樋口比登実, 岡

本健一郎, 井関雅子, 福崎 誠, 平川奈緒美, 豊川秀樹, 伊達 久, 今村佳樹, 西山隆久, 福井秀公編. ペイ

ンクリニック診断・治療ガイド－痛みからの解放とその応用－第 5 版, 東京：日本医事新報社；2013 年：

290－299. 
7） 山口 忍, 豊川秀樹. 頸椎症性神経根症：飯田宏樹, 内野博之, 田上 正, 安部洋一郎, 福井弥己郎(聖), 樋

口比登実, 岡本健一郎, 井関雅子, 福崎誠, 平川奈緒美, 豊川秀樹, 伊達久, 今村佳樹, 西山隆久, 福井秀公

編. ペインクリニック診断・治療ガイド－痛みからの解放とその応用－第 5 版, 東京：日本医事新報社；

2013 年：300－305. 
8） 竹中元康. 頸椎症(頸部脊椎症)：飯田宏樹, 内野博之, 田上 正, 安部洋一郎, 福井弥己郎(聖), 樋口比登実, 

岡本健一郎, 井関雅子, 福崎 誠, 平川奈緒美, 豊川秀樹, 伊達 久, 今村佳樹, 西山隆久, 福井秀公編. ペ
インクリニック診断・治療ガイド－痛みからの解放とその応用－第 5 版, 東京：日本医事新報社；2013 年：

326－330. 
9） 山口 忍, 篠崎未緒. 助間神経痛：飯田宏樹, 内野博之, 田上 正, 安部洋一郎, 福井弥己郎(聖), 樋口比登

実, 岡本健一郎, 井関雅子, 福崎 誠, 平川奈緒美, 豊川秀樹, 伊達 久, 今村佳樹, 西山隆久, 福井秀公編. 
ペインクリニック診断・治療ガイド－痛みからの解放とその応用－第 5 版, 東京：日本医事新報社；2013
年：388－390. 

10） 杉山陽子，飯田宏樹．脊髄くも膜下硬膜外併用麻酔と脊髄くも膜下鎮痛単独：川真田樹人編．麻酔科医の

ための周術期疼痛管理，東京：中山書店；2014 年：225－233． 
11） 飯田宏樹．痛みの基礎：土肥修司，澄川耕二編．TEXT 麻酔・蘇生学，東京：南山堂；2014 年：469－488． 
12） 飯田宏樹．ペインクリニックの対象疾患：土肥修司，澄川耕二編．TEXT 麻酔・蘇生学，東京：南山堂；

2014 年：489－499． 
13） 南 公人．局所麻酔のかけ方：飯原弘二編．脳神経外科の基本手技，東京：文光堂；2014 年：18－20． 
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総説（和文） 

1） 松本茂美, 飯田宏樹. 慢性痛に対するオピオイド－オピオイド治療の適応と患者選択－，Anet 2012 年；
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7） 飯田宏樹. 周術期禁煙と麻酔, 日臨麻会誌 2013 年；33 巻：709－718.  
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総説（欧文） 
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2012 年；33 巻：63－66.  
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た 1 例, 臨床麻酔 2013 年；37 巻：175－177.  
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release from rat glioma cells. Brain Res. 2012;1463:21-29. IF 2.828 
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4） Iwata K, Tanabe K, Sugiyama Y, Tanaka M, Takenaka M, Iida H. Anesthetic management for a 
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15） Tanabe K, Matsushima-Nishiwaki R, Kozawa O, Iida H. Dexmedetomidine suppresses interleukin-1-induced 
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16） Iida Y, Doi T, Matsushima-Nishiwaki R, Tokuda H, Ogura S, Kozawa O, Iida H. (-)-Epigallocatechin 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：内田昌良, 研究分担者：飯田宏樹, 飯田真美；科学研究費補助金基盤研究(C)：脳虚血

再灌流時の吸入麻酔薬による脳保護作用とアンドロジェンの役割；平成 22－24 年度；3,100 千円

(1,100：1,000：1,000 千円) 
2） 研究代表者：杉山陽子；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：人工呼吸管理中の肺保護における

GABA 受容体の役割；平成 23－25 年度；2,500 千円(1,000：800：700 千円) 
3） 研究代表者：赤松 繁, 研究分担者：小澤 修；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：過大侵襲に

対する凝固線溶系におけるストレス応答の分子基盤の解析；平成 23－25 年度；3,900 千円(1,700：
1,100：1,100 千円) 

4） 研究代表者：田辺久美子, 研究分担者：小澤 修；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：全身麻酔

薬の中枢神経系に対する脳保護作用の分子機序の解析；平成 23－25 年度；4,100 千円(2,200：1,100：
800 千円) 

5） 研究代表者：熊澤昌彦, 研究分担者：田辺久美子, 飯田宏樹；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：
血管平滑筋細胞における分化・増殖の分子基盤の解析；平成 23－25 年度；4,000 千円(1,500：1,400：
1,100 千円) 

6） 研究代表者：飯田宏樹, 研究分担者：竹中元康, 飯田真美；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：
NO 吸入療法による周術期中枢神経保護法の確立に向けて；平成 24－26 年度；4,200 千円(1,500：
1,300：1,400 千円) 

7） 研究代表者：福岡尚和；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：アトロピンの脳血管内皮機能への作

用；平成 25－26 年度；1,300 千円(600：700 千円) 
8） 研究代表者：飯田美紀；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：全身麻酔薬が術後創傷治癒に与える

影響―血管平滑筋細胞の遊走・増殖能から見た検討―；平成 26－27 年度；1,300 千円(600：700 千

円) 
9） 研究代表者：赤松 繁，研究分担者：小澤 修；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：敗血症の進

展における凝固・線溶系と炎症反応のクロストークの分子基盤；平成 26－28 年度；3,700 千円

(1,500：1,100：1,100 千円) 
10） 研究代表者：杉山陽子，研究分担者：飯田宏樹，田辺久美子；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：

気道炎症の収束機転における GABAB 受容体の役割；平成 26－28 年度；2,900 千円(1,100：1,000：
800 千円) 
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11） 研究代表者：長瀬 清；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：周術期ビックデータを活用した体温

管理の可視化と手術患者アウトカムの知識探索型分析；平成 26－28 年度；1,400 千円(600：500：
300 千円) 

12） 研究代表者：田辺久美子，研究分担者：小澤 修；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：血液一脳

関門の機能維持からみた中枢神経保護の分子解析；平成 26－28 年度；3,800 千円(1,500：1,500：
800 千円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
飯田宏樹： 
1） 日本麻酔学会代議員(～現在) 
2） 日本ペインクリニック学会評議員(～現在) 
3） 日本ペインクリニック学会理事(～現在) 
4） 日本臨床麻酔学会評議員(～現在) 
5） 日本疼痛学会評議員(～現在) 
6） 日本疼痛学会理事(～現在) 
7） 日本神経麻酔集中治療研究会評議員(～現在) 
8） 日本神経麻酔集中治療研究会理事(～現在) 
9） 日本区域麻酔学会評議員(～現在) 

10） 日本蘇生学会評議員(～現在) 
11） 日本脳神経モニタリング学会理事(～現在) 
12） 日本慢性疼痛学会評議員(～現在) 
 
竹中元康： 
1） 日本麻酔科学会評議員(～現在) 
2） 日本ペインクリニック学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
飯田宏樹： 
1） 日本麻酔科学会東海・北陸第 11 回学術集会(平成 25 年 9 月，岐阜) 

3）学術雑誌 
飯田宏樹： 
1） 日本ペインクリニック学会誌編集委員(～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
飯田宏樹：  
1） 第 15 回岐阜周術期循環管理研究会(平成 24 年 1 月, 岐阜, 特別講演「岡山大学病院の周術期管理の

実際と展望」座長) 
2） 岐阜麻酔学術講演会(平成 24 年 2 月, 岐阜, 特別講演「手術室の効率化と安産対策」座長) 
3） 第 41 回日本慢性疼痛学会(平成 24 年 2 月, 東京, ランチョンセミナー「運動器にかかわる慢性疼痛

の疫学審査」座長) 
4） 第 2 回岐阜県慢性疼痛講演会(平成 24 年 4 月, 岐阜, 特別講演「慢性疼痛の薬物療法～その現状と問

題点について～」座長) 
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5） 日本ペインクリニック学会第 46 回大会(平成 24 年 7 月, 松江, 招待講演「慢性痛動物モデルにおけ

る LPA を介する痛みのメカニズムと痛み治療のしくみ」座長) 
6） 日本麻酔科学会東海・北陸支部第 10 回学術集会(平成 24 年 9 月, 名古屋, 共催セミナー「ぶれない

麻酔薬デスフルラン」座長) 
7） 第 42 回日本慢性疼痛学会(平成 25 年 2 月，東京，シンポジウム「慢性痛に対するインターベンショ

ン療法」座長) 
8） 第 21 回日本集中治療医学会東海北陸地方会(平成 25 年 6 月，岐阜，ランチョンセミナー「ICU にお

ける PAD ガイドラインと The ABCDEs Bundle」座長) 
9） 日本ペインクリニック学会第 47 回大会(平成 25 年 7 月，大宮，招聘講演「Pain clinic in Korea」座

長) 
10） 日本麻酔科学会東海・北陸支部第 11 回学術集会(平成 25 年 9 月，岐阜，特別講演「坐位手術の臨床

的意義－麻酔科医との連携－」座長) 
11） 日本臨床麻酔学会第 33 回大会(平成 25 年 11 月，金沢，シンポジウム「周術期神経系モニタリング

－コツとピットフォール－」座長) 
12） 日本蘇生学会第 32 回大会(平成 25 年 11 月，東京，シンポジウム「脳脊髄虚血・保護の新知見」座

長) 
13） 日本麻酔科学会第 61 回学術集会(平成 26 年 5 月，横浜，招請講演「抗凝固療法と区域麻酔」座長) 
14） 日本麻酔科学会第 61 回学術集会(平成 26 年 5 月，横浜，招待講演「小児中枢神経疾患の脳波モニタ

リング」座長) 
15） 第 36 回日本疼痛学会(平成 26 年 6 月，大阪，イブニングセミナー「脳とこころはどのように痛みを

捉えているか～神経疼痛学に向けて」座長) 
16） 第 20 回日本脳神経モニタリング学会(平成 26 年 7 月，東京，特別講演「脊髄脊椎モニタリングの実

際とその適正化に向けて」座長) 
17） 日本ペインクリニック学会第 48 回大会(平成 26 年 7 月，東京，ランチョンセミナー「オピオイドの

特徴をいかしたがんの痛みからの解放」座長) 
 
竹中元康： 
1） 日本麻酔科学会第 60 回学術集会(平成 25 年 5 月，札幌，広報委員会企画：医学生・臨床研修医(初

期)招待企画「COPD 患者の術前・術中麻酔管理」コメンテータ) 
 
赤松 繁： 
1） 日本麻酔科学会第 60 回学術集会(平成 25 年 5 月，札幌，シンポジウム「左室拡張能障害と周術期管

理」座長)  
2） 第 22 回日本集中治療医学会東海北陸地方会総会・学術集会(平成 26 年 6 月，名古屋，教育講演「人

工呼吸管理の基礎」座長) 
 
福岡尚和： 
1） 日本麻酔科学会第 61 回学術集会(平成 26 年 5 月，横浜，「術中脊髄機能モニタリング」コメンテー

タ) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
1） 内田昌良, 飯田宏樹, 飯田真美：脳虚血再灌流時の吸入麻酔薬による脳保護作用とアンドロジェンの

役割：平成 22－24 年度科学研究補助金基盤研究(C)研究成果報告書(平成 25 年 3 月) 
2） 赤松 繁, 飯田宏樹：過大侵襲に対する凝固綿溶系におけるストレス応答の分子基盤の解析：平成

23－25 年度科学研究補助金基盤研究(C)研究成果報告書(平成 26 年 3 月) 
3） 田辺久美子, 小澤 修：全身麻酔薬の中枢神経系に対する脳保護作用の分子機序の解析：平成 23－

25 年度科学研究補助金基盤研究(C)研究成果報告書(平成 26 年 3 月) 
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4） 熊澤昌彦, 田辺久美子, 飯田宏樹：血管平滑筋細胞における分化・増殖の分子基盤の解析：平成 23
－25 年度科学研究補助金基盤研究(C)研究成果報告書(平成 26 年 3 月) 

5） 杉山陽子：人工呼吸管理中の肺保護における GABA 受容体の役割：平成 23－25 年度科学研究補助

金若手研究(B)研究成果報告書(平成 26 年 3 月) 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

大学病院はもとより関連病院の麻酔科の業務の増加などによるマンパワー不足に伴い，基礎研究に避

ける時間が減ったことが制限因子となっているが，できるだけ臨床面を科学的に捉える臨床研究をすす

めることによって，アメリカ麻酔学会・ヨーロッパ麻酔学会・国際麻酔学会議等の外国および国際学会

での発表，そして日本麻酔科学会・日本臨床麻酔学会・日本ペインクリニック学会への発表を通して，

医局員のリサーチマインドの維持は出来ていると評価している。 
 
現状の問題点及びその対応策 

医学部および病院の全面移転から 10 年以上を経て診療体制並びに研究体制も整備されてきた。しかし，

地方大学での麻酔科医のマンパワーの確保の困難さは当施設でも明らかである現状の中で附属病院の収

入増加のためには手術数の増加が必要であり，また地域救急体制の中心として，またがん拠点病院とし

ての機能から当病院で手術が必要となる患者数が増えることは必然であった。それを中央部門として支

える麻酔科医としての臨床業務の負担が増加するために，研究業務に割ける人員・時間が限られている

ことが研究を遂行している上での最も重要な実際的な問題である。現在研究を希望して大学院に入学し

ている医師にも学費を払いながら，臨床業務を義務化して遂行せざるを得ない。抜本的な改革は今後の

問題として残されている。研究費は幸いにも科学研究費の配分を受け，研究室の整備も段階的に進めて

きたので当面は円滑な研究活動が期待できる。 
 
今後の展望 

現在進めている研究を少ない研究人員・時間でどのように発展させていくかが今後も続く課題である。

地域医療の中心である当病院の社会的使命として優れた臨床医を関連する地域医療機関に派遣するとい

う仕事があるだけに，当面は著明なマンパワーの増加は期待できないので，現在も行っている他の基礎

部門との共同研究によって，より効率的に研究を遂行することが必要であると考えている。現在，グリ

ア細胞におけるシグナル伝達を中心に成果も上がっているので，この分野での活発な成果が期待される。

また，脳脊髄血管の研究においても，血管の反応性の研究を超えて組織保護に繋がるシグナル伝達を含

めたメカニズムに迫る分野へ発展させていく予定である。さらに，より一層基礎分野との研究協力を活

性化することを考慮している。 
研究室での研究遂行の遂行に充分な人員・時間が割けないところは周術期管理において日々の臨床活

動の中で，臨床研究を進め，臨床の安全性の検討を図るべき研究プロジェクトを推進している。また，

遷延性術後痛や疼痛外来での患者治療を行いながら，難治性疼痛の制御に関する方法の解明を通じて臨

床研究を維持し，社会のニーズに応えると共にリサーチマインドの維持に努め，科学的な思考のできる

臨床医を育てていくことを目標に掲げている。 
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（10）口腔病態学分野 

1．研究の概要 
臨床研究：最近の分子生物学の発展により，多くの疾患において分子生物学的機序が明らかとされて来

ている。また，近年の再生医療研究の発展も著しく，口腔医療への応用も様々な面で進展して来ている。

この現状を鑑み，当分野では，口腔病変 (口腔がん，白板症，扁平苔癬，その他歯原性腫瘍など) の解析

と，再生医療の臨床展開に軸足を置き以下の研究課題に取り組んでいる。 
1）口腔病変の分子疫学的解析 
2）口腔機能再建 (移植・再生医療)  
3）口腔乾燥症の病態と治療 
4）口腔がんの集学的治療 
5）ヒト歯胚・歯髄からの幹細胞採取と iPS 細胞化・バンク化事業 

基礎研究：口腔がんの次世代治療法開発を目指し，発がん・悪性化進展プロセスにおける epigenetic
因子の関与とその制御の可能性および顎・口腔機能の改善・再生に対する細胞工学的検討を視野に以下の

検討を行なっている。 
1）がん悪性化進展機序における DNA メチル化異常の解析 
2）再生医療の新技術開発 
3）口腔がん化学予防法の開発 
4）ヒト歯胚・歯髄からの幹細胞採取と iPS 細胞化・バンク化事業 

2．名簿 
教授： 
講師： 
講師： 
講師： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 

柴田敏之 
牧田浩樹 
加藤恵三 
畠山大二郎 
米本和弘 
玉置也剛 
飯田一規 
川口知子 
吉田浩明 
井上敬介 

Toshiyuki Shibata 
Hiroki Makita 
Keizo Kato 
Daijiro Hatakeyama 
Kazuhiro Yonemoto 
Naritaka Tamaoki 
Kazuki Iida 
Tomoko Kawaguchi 
Hiroaki Yoshida 
Keisuke Inoue 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 

 
総説（和文） 

なし 
 

総説（欧文） 
なし 

 
原著（和文） 

1） 米本和弘, 牧田浩樹, 玉置也剛, 加藤恵三, 畠山大二郎, 柴田敏之. 咬筋内から顎下部に陥頓した血管奇形

の 1 例, 日本口腔診断学会 2012 年；25 巻：22－24． 
2） 安田 聡, 市原秀記, 近藤英仁, 武内勝章, 柴田敏之. マクロ CK 血症を伴った顎関節症の 1 例, 岐阜大学

医学部紀要 2012 年；57 巻：1－4． 
3） 中島教行, 飯田一規, 畠山大二郎, 加藤恵三, 牧田浩樹, 柴田敏之. 開口訓練中に仮性浅側頭動脈瘤を生じ

た顎骨骨折の 1 例, 日本口腔診断学会誌 2013 年；26 巻：323－326. 
 

原著（欧文） 
1） Hatakeyama D, Tamaoki N, Iida K, Yonemoto K, Kato K, Makita H, Toida M, Sibata T. Simple bone 

cyst of the mandibular condyle in a child: report of a case. J Oral Maxil Surg. 2012;70:2118-2123. IF 1.280 
2） Kudo Y, Iizuka S, Yoshida M, Nguyen PT, Siriwardena SB, Tsunematsu T, Ohbayashi M, Ando T, 
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Hatakeyama D, Shibata T, Koizumi K, Maeda M, Ishimaru N, Ogawa I, Takata T. Periostin directly 
and indirectly promotes tumor lymphangiogenesis of head and neck cancer. PLoS One. 2012;7:e44488. IF 3.534 

3） Iida K, Takeda-Kawaguchi T, Hada M, Yuriguchi M, Aoki H, Tamaoki N, Hatakeyama D, Kunisada T, 
Shibata T, Tezuka K. Hypoxia-enhanced derivation of iPSCs from human dental pulp cells. J Dent Res. 
2013;92:905-910. IF 4.144 

4） Kato H, Kanematsu M, Kato Z, Teramoto T, Mizuta K, Aoki M, Makita H, Kato K. Necrotic cervical 
nodes: Usefulness of diffusion-weighted MR imaging in the differentiation of suppurative 
lymphadenitis from malignancy. Eur J Radiol. 2013;82:e28-35. IF 2.160 

5） Kato H, Kanematsu M, Makita H, Kato K, Hatakeyama D, Shibata T, Mizuta K, Aoki M. CT and MR 
imaging findings of palatal tumors. Eur J Radiol. 2014;83:e137-146. IF 2.160 

6） Yamashita T, Kato K, Long NK, Makita H, Yonemoto K, Iida K, Tamaoki N, Hatakeyama D, Shibata T. 
Effects of smoking and alcohol consumption on 5-fluorouracil-related metabolic enzymes in oral  
squamous cell carcinoma. Mol Clin Oncol. 2014;2:429-434. 

7） Tamaoki N, Takahashi K, Aoki H, Iida K, Kawaguchi T, Hatakeyama D, Inden M, Chosa N, Ishisaki A, 
Kunisada T, Shibata T, Goshima N, Yamanaka S, Tezuka K. The homeobox gene DLX4 promotes 
generation of human induced pluripotent stem cells. Sci Rep. 2014;4:7283 IF 5.078 

8） Takeda-Kawaguchi T, Sugiyama K, Chikusa S, Iida K, Aoki H, Tamaoki N, Hatakeyama D, Kunisada 
T, Shibata T, Fusaki N, Tezuka K. Derivation of iPSCs after culture of human dental pulp cells under 
defined conditions. PLoS One. 2014;9:e115392. IF 3.534 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：柴田敏之, 研究分担者：牧田浩樹, 加藤恵三, 原 明, 山下知巳, 宮崎康雄；科学研究

費補助金基盤研究(B)海外学術調査：東南アジアの噛みタバコ習慣が口腔粘膜の遺伝子メチル化異常

に及ぼす影響；平成 21－25 年度；15,730 千円(3,120：3,250：3,120：3,120：3,120 千円) 
2） 研究代表者：川口知子, 研究分担者：柴田敏之, 牧田浩樹, 畠山大二郎；科学研究費補助金基盤研究

(C)：動物由来物質・因子を使わない安全なヒト歯髄由来幹細胞の樹立と iPS 細胞化の検討；平成 22
－24 年度；4,160 千円(1,560：1,300：1,300 千円) 

3） 研究代表者：米本和弘, 研究分担者：柴田敏之, 牧田浩樹, 加藤恵三；科学研究費補助金基盤研究(C)：
4NQO 誘発ラット舌癌モデルにおけるヒストン修飾の解析；平成 22－24 年度；3,900 千円(1,430：
1,170：1,300 千円) 

4） 研究代表者：加藤恵三, 研究分担者：牧田浩樹, 山下知巳, 柴田敏之, 原 明；科学研究費補助金基

盤研究(C)：4NQO 誘発ラット舌発癌モデルによる早期メチル化異常と脱メチル化による影響の解

析；平成 22－24 年度；4,160 千円(1,560：910：1,690 千円) 
5） 研究代表者：柴田敏之, 研究分担者：畠山大二郎, 牧田浩樹, 加藤恵三, 長瀬朋子, 川口知子；科学

研究費補助金基盤研究(B)：ヒト歯髄由来組織幹細胞のステムネス性維持と iPS 細胞の良質化；平成

22－25 年度；18,850 千円(5,200：4,550：4,550：4,550 千円) 
6） 研究代表者：畠山大二郎, 研究分担者：川口知子，玉置也剛，飯田一規，柴田敏之；学術研究助成基

金助成金基盤研究(C)：ヒト歯髄細胞の遺伝子発現プロフィールと iPS 細胞誘導効率の検証；平成 23
－25 年度；4,940 千円(1,820：1,560：1,560 千円) 

7） 研究代表者：飯田一規；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：高齢者のヒト歯髄細胞から iPS 細胞

を効率よく樹立するための基礎的検討；平成 23－26 年度；4,030 千円(910：1,040：1,040：1,040
千円) 

8） 研究代表者：玉置也剛；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：ヒト iPS 細胞の誘導効率を高める新

規初期化因子の発見；平成 24－26 年度；3,770 千円(1,560：1,040：1,170 千円) 
9） 研究代表者：鈴木邦明(北海道大学), 研究分担者：柴田敏之，飯田一規，玉置也剛；学術研究助成基

金助成金基盤研究(C)：歯髄幹細胞および iPS 細胞の多分化能維持における ALP の機能解明とその

応用；平成 24－25 年度；3,770 千円(2,080：1,690 千円) 
10） 研究代表者：米本和弘, 研究分担者：牧田浩樹，柴田敏之；科学研究費補助金基盤研究(C)：4NQO

誘発ラット舌癌モデルにおける micro RNA の解析；平成 25－27 年度；3,900 千円(1,300：1,430：
1,170 千円) 

11） 研究代表者：加藤恵三, 研究分担者：原 明，田中卓二，玉置也剛，柴田敏之；科学研究費補助金基

盤研究(C)：環境因子による口腔粘膜メチル化異常の経時的解析と脱メチル化による影響の解析；平

成 25－27 年度；4,680 千円(650：2,340：1,690 千円) 
12） 研究代表者：古川昭栄(岐阜薬科大学), 研究分担者：柴田敏之；科学研究費補助金挑戦的萌芽研究：

脊髄損傷修復作用をもつヒト歯髄由来幹細胞の特性の解明とその医学的応用；平成 25－26 年度；
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3,770 千円(1,950：1,820 千円) 
13） 研究代表者：畠山大二郎，研究分担者：川口知子，玉置也剛，飯田一規，柴田敏之；科学研究費補

助金基盤研究(C)：ヒト歯髄細胞における iPS 細胞誘導効率の促進因子の解析；平成 26－28 年度；

4,680 千円(1,560：1,560：1,560 千円) 
14） 研究代表者：柴田敏之，研究分担者：飯田一規，玉置也剛，川口知子，畠山大二郎，石崎 明；科

学研究費補助金基盤研究(B)：ヒト歯髄幹細胞からの iPS 細胞誘導の効率化・良質化の検討；平成 26
－30 年度；15,730 千円(3,510：3,250：2,990：2,990：2,990 千円) 

15） 研究代表者：柴田敏之，研究分担者：牧田浩樹，加藤恵三，米本和弘，安彦善裕；科学研究費補助

金基盤研究(B)海外学術調査：東南アジアの噛みタバコ習慣と口腔粘膜 DNA メチル化異常の擦過標

本における検討；平成 26－30 年度；15,990 千円(3,510：3,120：3,120：3,120：3,120 千円) 
16） 研究代表者：川口知子，研究分担者：柴田敏之，畠山大二郎，飯田一規，玉置也剛；科学研究費補

助金基盤研究(C)：動物因子不含ヒト歯髄由来幹細胞を用いた脊髄損傷治療モデルの作成；平成 26
－28 年度；4,680 千円(1,560：1,560：1,560 千円) 

17） 研究代表者：柴田敏之, 研究分担者：飯田一規, 玉置也剛, 川口知子；科学研究費補助金挑戦的萌芽

研究：ヒト iPS 細胞からのがん幹細胞誘導の試み；平成 26－27 年度；3,380 千円(1,690：1,690 千

円) 
18） 研究代表者：福光秀文(岐阜薬科大学)，研究分担者：柴田敏之；平成 26 年度臨床研究推進支援経費：

脊髄損傷修復作用をもつヒト歯髄由来幹細胞の特性の解明とその医学的応用；平成 25－26 年度；500
千円 

2）受託研究 
1） 牧田浩樹, 柴田敏之, 加藤恵三, 畠山大二郎, 米本和弘, 飯田一規, 玉置也剛：アセトアミノフェン製

剤特定使用成績調査；平成 24－25 年；90 千円：昭和薬品化工(株) 

3）共同研究 
1） 柴田敏之，牧田浩樹：口腔扁平苔癬治療におけるセファランチン投与例に対する臨床効果および有

害事象の多施設・後方視的共同研究；平成 26－27 年；300 千円：化研生薬(株) 

5．発明・特許出願状況 
1） 手塚健一，柴田敏之，國貞隆弘，玉置也剛，武田知子，山中伸弥，高橋和利：効率的な人工多能性

幹細胞の樹立方法(発明)；平成 26 年(特許第 5553178 号) 
2） 手塚健一，柴田敏之，國貞隆弘，玉置也剛，武田知子，山中伸弥，高橋和利：効率的な人工多能性

幹細胞の樹立方法；2014 年(韓国特許第 10-1372752 号) 
3） 手塚健一，柴田敏之，國貞隆弘，玉置也剛，武田知子，山中伸弥，高橋和利：Efficient method for 

establishing induced pluripotent stem cells；2014 年(カナダ特許第 2,732,401 号) 

6．学会活動 
1）学会役員 
柴田敏之： 
1） 日本口腔外科学会評議員(～平成 24 年 9 月) 
2） 日本口腔外科学会代議員(平成 24 年 10 月～現在) 
3） 日本口腔外科学会中部支部総務理事(平成 24 年 10 月～現在) 
4） 日本口腔科学会評議員(～現在) 
5） 日本口腔腫瘍学会評議員(～現在) 
6） 日本口腔顔面外傷学会理事(～現在) 
7） 日本口腔外科学会雑誌編集査読委員会委員(～平成 24 年 8 月) 
8） 日本口腔外科学会理事(～現在) 
9） 日本口腔外科学会倫理委員会委員長(～現在) 

10） 日本口腔外科学会医療安全委員会委員長(～現在) 
11） 日本口腔外科学会専門医制度委員会委員(～現在) 
 
牧田浩樹： 
1） 日本口腔外科学会代議員(平成 24 年 10 月～現在) 
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2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
柴田敏之： 
1） 日本口腔外科学会雑誌編集査読委員会委員(～平成 24 年 8 月) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
柴田敏之： 
1） 第 57 回(公社)日本口腔外科学会総会・学術大会(平成 24 年 10 月, 横浜, シンポジウム「歯・歯周組

織・骨の再生医療」座長) 
2） 第 22 回日本歯科医学会総会(平成 24 年 11 月, 大阪, シンポジウム「ヒト歯髄からの iPS 細胞の樹立

と臨床応用」シンポジスト 1) 
3） 第 58 回(公社)日本口腔外科学会総会・学術大会(平成 25 年 10 月，福岡，シンポジウム「歯と口腔に

対する新しい価値観の創造」座長) 
4） 第 13 回日本再生医療学会総会(平成 26 年 3 月，京都，シンポジウム「ヒト成人歯髄細胞の幹細胞性

と iPS 細胞誘導」シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） Tamaoki N：International Association for Dental Research & American Association for Dental 

Research William J. Award(平成 24 年度) 

9．社会活動 
柴田敏之： 
1） 日本学術振興会特別研究員審査会専門委員(平成 24 年度～現在) 
2） 岐阜県国保審査会審査委員(平成 24 年度～現在) 
3） 岐阜県歯科技工士試験委員(平成 24 年度～現在) 
 
牧田浩樹： 
1） 岐阜県歯科技工士試験委員(平成 24 年度～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
1） 牧田浩樹：「研究室から 大学はいま」抜いた歯で iPS 細胞作製：岐阜新聞(2013 年 6 月 11 日) 
2） 柴田敏之：岐阜大学も iPS 備蓄 親知らずから作製 再生医療に活用：日本経済新聞(2014 年 7 月

22 日) 

12．自己評価 
評価 

口腔病態学分野としての総合的評価として，概ね目標を達成していると考えている。 
 
現状の問題点及びその対応策 

活動を推進するために最も必要である資金面は，継続して科学研究費の獲得目標を達成している。ま

た，それに伴う研究成果も経時的に積み重ねられている。さらに，学内外の研究室との連携も重要と考

え，研究分担についての協議を重ねている。これらの研究面においては，このままの努力を継続するこ

とにより成果が得られると考える。現在においては，人材の確保・育成が重要な課題であり，新しい人

材にとって魅力的な施設であるための育成カリキュラムの構築とアピールが必要と考える。 
 
今後の展望 

現在，ヒト歯胚・歯髄からの組織幹細胞の集積・バンク化と iPS 細胞化を展開中であり，有望な結果

を示しつつある。これを成長エンジンの柱の一つとして加え，脊髄損傷修復などの関連分野との発展を
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模索している。さらに，我々の教室のもうひとつのテーマであるヒト口腔がんの epigenetic factor の解

析は，iPS 細胞の細胞初期化と深く関わっており，両者は相乗効果をもたらすものと期待している。 
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